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fl！廃水色色素素著主，，出現出時間 （分分科干のJ I＇～4511 F最中色色素素初出現出現時間 シ～30''
前房7~ 明現時間 ) 2'-1011 尿中 著明 時間 7＇～3011
前 房 尿 血 液

「ウラ 尿中 ｜肉Y l血清ウラ
＝ン」 0.ltf,ヲユン」

時 間 3前ノ0排分房司7間: 
色素 眼m＝一致0血.1清古

時間E組） 時間的問セ中シ＆ル学地 志 向
i!リンゲル

氏液量

f時分） （分時〉出If粍） 「m)！（分時）（括〕 Im
301 12.2 I i1.1 30’ 3.7 I' 50' 廿十 3.2 33 

30＇～I 033 14.6 45.2 30ノ～I 5.5 2' け↑ 3.8 39 

I～130〆 0.40! 12.9 38.3 I～I 30' 5.5 3' 2.3 IIO' 廿十 3.6 37 

I ao・’～1 29.4 130＇～E 4.8 5＇’ + 0.35 4.5 I 20〆廿t3.6 37 

E～lf 30〆 0.16 4.0 26.0 10' tt 0.6 7 I 30' ｜制 3.4 35 

J30＇～E 0.24: 4.2 18.5 lf 30＇～E 201 tt十 l.5 16 K 情 2.6 27 

合三時計間 2.04 52.6 170.1 三 時間 30' 廿 2.1 22 K30' tt十 2.7 28 
合計

三時間 28.4 40' ＋十 3.1 32 I 怖 1.8 19 
2jS-均法度 ｜ 向中色電三時 21.2

間卒均度
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I (I) 1霊験月日欄中右上＝LOり、大正十四年，何等託競ナキハ大正十五年乃至昭和元年
I L.，，，、昭和二年＝貨験セルモ／ナリ．

附~r.イI (2) 言！＇.~弘m，＿，、100箆倍L ウラーン1液濃度ヲ示ス．

、（3) 時間言！＇.！皮 LI u、分LH り、秒ヲ示ス．（以下之ヲ略ス〉
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入
シ
、
英
田
原
中
出
現
ヲ
測
p
．
彼
此
ノ
差
ヲ
一

比
較
セ
ン
ト
セ
H
。
次
ユ

五
高
倍
ノ
「
コ
タ
ト
1

ル
」、
二
%
「
ウ
ラ
邑
ン
」食
墜
水
ヲ
一
託

一
一
、
ニ
粍
／
割
合
－
－
テ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
法
ノ
如
ク
前
房
水
、
尿
、
血
液
内
「
ウ
ラ
ユ

ン
L

出
現
並
昌
一
排
池
量
プ
測
定
セ
リ
。

第
三
筒

第
四
筒

賓

験

成

績

責

駿

成

績

纏

揺

〈
別
表
）

寝
田
氏
ハ
腹
際
内
へ
「
フ
エ
ノ
1
ル
且
ル
フ
オ
フ
タ
レ
イ
ン
i

及
「
コ
ク
ト
1
ル
」
食
関
水

一
第
一
表
ハ
「
ウ
ラ
昌
ン
」
液
ヲ
以
テ
セ
ル
府
県
験
例
＝
シ
テ
、
房
水
内
初
出
現
ハ
平
均
一
分
三

ヲ
注
入
シ
、
尿
中
出
現
ヲ
観
察
セ
シ
ュ
一
時
一
五
分
乃
否
二
時
一
ニ
O
分昌

シ
テ
尿
中
－
一
ソ

一
九
秒
、
尿
ヘ
ハ
五
分
二
五
秒
、
ソ
ノ
排
推
盤
ハ
ニ
七
・
六
%
・
血
波
ヘ
ハ
一
分
時
－一シ
テ
辛

f
初
出
現
ヲ
見
9
p
。
然
ル
品
余
ハ
骨
骨
田
氏
ト
同
一
傑
件
／
許＝

y
／
追
試
S
R
験
ヲ
行
ヒ

一
ジ
テ
ソ
／
出
現
7
見、

三
時
間
平
均
濃
度
ρ

＝二

・六
m
ナ
p
。

タ
ル
＝
、
ソ
ノ
初
出
現
ハ
七
分
五
秒
乃
至
一
＝
一
分
三
五
秒
ユ
シ
テ
卒
均
九
分
一
五
秒
ナ
リ
。
一
第
二
表
ρ

第
一
表
第
四
例
ノ
詳
託
ナ
リ
。

第

五

節

考

按

余
A

「
コ
ク
ト
1
Y
」
ノ
腹
腔
吸
牧
－
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
－
プ
窪
田
氏
ト
同
一
一
傑
件
ノ
下
－
一
、
且
同
季
節
九
月
中
旬
－
一
一
於
ア
、
氏
ノ
質
験
ヲ
追
試

セ
Y

ニ、

y
ノ
尿
中
出
現
時
ノ
卒
均
A

窪
田
氏
ノ
一
時
間
二
四
分
ナ

Y

－
一
拘
ラ
ズ
、
平
均
九
分
一
五
秒
－
一
シ
－
ア
明
ニ
之
ヲ
認
メ
タ

9
0
抑
「
フ

エ
ノ
1
Y
ス
Y
フ
オ
フ
タ
レ
イ
ン
」
ノ
腹
腔
内
注
入
一
ヨ
Y
尿
中
出
現
時
間
ノ
観
察
A

、
阪
－
一
第
二
章
－
一
一
於
4

プ
論
ジ
タ
Y
所
ナ
Y
毛
、
窪
田
氏

ト
同
一
保
件
ニ
ヨ
Y
余
ノ
研
究
ニ
ヨ
レ
バ
尿
中
出
現
時
ノ
平
均
A

八
分
一

O
秒
ナ
Y
－
一
、
窪
田
氏
－
一
ヨ
レ
バ
平
均
二
五
分
－
一
ジ
ア
之
叉
大
ナ
Y

差
ア

y
。
幾
多
先
人
ノ
業
績
－
一
鑑
ミ
Y
毛
、
余
ノ
得
タ
Y
成
績
ヲ
以
－
プ
異
ナ

y
ト
認
ム
ペ
ク
、
窪
田
氏
ノ
質
験
成
績
A

到
底
之
ヲ
是
認
ス
Y
能

A

d

v

y

ガ
如
シ
ペ
従
来
「
バ
．
ハ
イ
ン
」
ノ
消
化
作
用
及
免
疫
畢
的
性
質
ニ
開
ス

Y
文
献
A

必
シ
モ
少
ジ
ト
セ
ズ
、
然
レ
ド
モ
生
活
組
織
－
一
及
ポ
ス

影
響
一
一
就
e

プ
A

深
ク
研
究
セ
ラ
レ
タ
Y
ヲ
聴
カ
ズ
、
窪
田
氏
ノ
賓
駿
ニ
ヨ
レ
バ
腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ
タ
M
F

「
コ
グ
ト
1
Y
」
A

百
倍
以
下
ノ
濃

厚
液
ニ
ア
A

腸
管
－
一
刺
戟
症
朕
ヲ
輿
へ
、
少
量
ノ
腹
水
ヲ
讃
明
シ
、
腹
壁
腹
膜
－
一
充
血
ヲ
来
シ
、
黙
賊
出
血
ヲ
見
山
戸
、
局
部
－
二
強
度
ノ
炎
痕
ヲ

示
シ
ア
周
園
ノ
腸
管
及
大
網
膜
或
A

腹
壁
腹
膜
之
－
一
癒
着
hv
、
推
布
部
A

浮
脈
妹
二
腫
張
ジ
、
無
数
ノ
結
仙
川
内
血
ア
内
ノ
ア
、

y
ノ
賊
恰
「
ト
リ

プ
シ
ン
」
中
毒
－
一
一
芳
髭
b
y
y
。
千
倍
液

T
プ
モ
軽
度
／
炎
症
ヲ
来
ジ
、
一
高
僧
一
於
－
プ
モ
向
嵯
倣
ノ
刺
戟
痕
扶
ヲ
見
b
p
w
F

毛
、
十
高
倍

「
コ
ク

ト
1
Y
」
食
暗
躍
水
－
一
一
於
，
7
A
腹
膜
－
一
何
等
ノ
刺
戟
荒
獄
ヲ
及
ポ
サ
ズ
。
宵
「
ヨ
グ
ト

l
y」
食
醜
水
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
ス
レ
バ
白
血
球
ヲ
牽
引
シ
、



腹
腔
提
液
中
ノ
白
血
球
ノ
帯
多
ヲ
・
来
h
y
＼
腸
管
嬬
動
運
動
ヲ
抑
制
ス
M
Y

モ
之
ヲ
麻
庫
セ
ジ
メ
ズ
、
加
之
注
入
セ
MF

「
コ
ク
ト

1
Y
」
食
静
水
其
毛

ノ
A

少
ク
ト
モ
二
週
間
残
留
ス
ト
云
へ

p
。
余
毛
叉
五
高
倍
ノ
「
コ
ク
ト

l
y
」
食
関
水
一

O
耗
ヲ
家
兎
腹
腔
へ
注
入
シ
、
腹
膜

－
一
及
ポ
ス
作
用

ヲ
観
察
セ

Y

モ
、
肉
眼
的
－
一
A

何
等
ノ
危
害
ヲ
及
ナ
ザ

Y
ヲ
確
メ
タ

y
。
腹
腔
内
吸
牧
ガ
腸
管
時
動
ト
密
接
ナ
Y
関
係
ア
有
シ
、

ソ
ノ
抑
制
A

吸
牧
ヲ
著
シ
ク
障
害
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
、
即

F
E
氏
一
一
ヨ
レ
バ

Z
O『｝－
r
E
ヲ
注
射
ジ
ア
嬬
動
ヲ
抑
制
ス
M
F

ト
キ
コ
腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ

タ
u
y
「
ヲ
ラ
ユ
ン
」
液
ノ
前
房
水
出
現
ノ
遅
延
ヲ
見
、
（
リ｝
bF5
2
5
2・
回
忌
由
吋
9
・
氏
等
川

Z
2・ZFロ
ユ
ヨ

9
4
7
沃
度
加
里
〆
尿
中
出
現
ガ
著
明

国
一
遅
延
シ
タ
Y
ヲ
質
験
セ

9
。
「
コ
ク
ト

l
y
」
ガ
腹
牒
吸
牧
一
一
一
越
シ
キ
影
響
ヲ
及
ス
所
以
ミ
ソ
ノ
腸
管
帰
動
運
動
ヲ
抑
制
ス

Y
作
用
ノ
外
－
一

ツ
／
生
活
細
胞
ニ
及
ポ
ス
政
教
作
用
毛
亦
ソ
ノ
一
因
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ヵ
。

第

六

節

結

諸

一
、
「
ヨ
グ
ト

l

y
」
A

腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ

タ
y
「
ブ
エ
ノ

l
y
ス
Y

フ
オ
フ
タ
レ
イ
ン
」
ノ
尿
中
排
術
時
間
ヲ
遅
延
ス
U
F

毛
ノ
ナ
9
ト
雄
、

窪
田
氏
J

主
張
ス
y
d
p

如
キ
非
常
ナ
Y
遅
延
A

之
ヲ
是
認
ス

Y
能
A

ズ。

二
、
「
コ
ク
ト

l
y
」
A

「
ヲ
ク
ニ
ン
」
液
ノ
腹
腔
内
吸
牧
ヲ
稿
遅
延
減
少
ス

Y

モ
ノ
ナ
9
0

三
、
「
コ
グ
ト

l
y
」
ノ
腹
腔
内
吸
牧
ヲ
阿
害
ス

Y
A
腸
管
鴫
動
運
動
ノ
抑
制
ト
、

y
ノ
生
活
細
胞
－
一
及
ポ
ス
股
飲
作
用
ト
ニ
囚
Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン

第
十
二
章

「

7
Fリ
ナ
リ
ン
」
ノ
腹
臆
吸
牧
Z
反
ポ
ス
影
響

第

一

節

序

「
ア
ド
リ
ノ
ナ

9
ン
」
ノ
作
用
A

極
メ
－
プ
多
様
ナ

9
ト
雄
、
要
ス
Y

ュ
皆
交
戚
紳
経
末
端
ノ
刺
戟
－
一
ジ
ア
、

y
ノ
性
質
中
最
モ
重
要
ナ
U
F
A

血
管

壁
ニ
作
用
シ
ア
其
牧
縮
ヲ
砦
？
ジ
ム
グ
’
ニ
ア
ソ
。
又
之
ガ
タ
メ
ニ
血
煙
ア
元
建
セ
シ
ム
U
F

モ
ノ
ナ

p
。
血
管
牧
縮
A

全
身
並
－
一
局
所
的
－
一
来

y
、

ソ
ノ
痕
扶
A

内
臓
－
一
於
ア
最
モ
一
期
著
ナ
η
ノ
ト
ス
。
「
ア
ド
リ
ノ
ナ
リ
ン
」
A

O

空
言
氏
ノ
研
究

一一
ヨ
レ
バ
皮
庸
及
筋
肉
ノ
血
管
ヨ
リ
ノ
モ
腎
臓
特
－
一

腸
管
ノ
血
管
ヲ
夏
－
一
著
シ
ク
縮
少
セ
シ
ム
ト
。
又

v
p
c
H
5・
及
ヨ
ロ
一
向
氏
等
一
ヨ
レ
バ
「
ア
ド

y
ナ

y
ン」
A

家
兎
ノ
肝
臓
血
管
－
二
何
等
ノ

影
響
ヲ
及
ポ
サ
ズ
ト
。
街
「
ア
ロ
・
9
ナ

y
ン」
A

腸
ノ
鳴
動
運
動
ヲ
遅
緩
安
静
ナ
ラ
ジ
メ
ン
ト
ス

Y
作
用
ア

9
0
又

H
C去
の
ご
氏
ニ
ヨ
レ
バ
胃
ノ

言

第
五
巻

【
原
著
】

前

同

五
三
七

〈
第
参
磁

四
七
）



第
五
巻

V「

LJ 

司島
、」

前

国

五
三
八

〈
第
参
披

四
八
）

運
動
ヲ
モ
減
弱
セ
シ
ム
、
即
「
ア
ド
9
ナ

y
ン
」
ヲ
静
脈
内
ユ
注
射
ス
Y
時
二
消
化
管
ノ
儒
動
蓮
動
A

暫
時
静
止
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ト
。
カ
ク
ノ

如
ク
血
管
牧
縮
並
－
一
消
化
管
－
一
及
ポ
ス
作
用
ヲ
鑑
ミ
M
F

時
A

「
ア
ド

9
ナ
9
ン
」
ノ
腹
腔
内
吸
牧
－
一
及
ポ
ス
影
響
A

甚
大
－
一
シ
ア
、
之
－
一
関
ス

Y

文
献
モ
亦
砂
カ
ラ
ズ
。
「
ァ
ド
9
ナ

y
ン」
A

腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ
タ
Y
物
質
ノ
吸
牧
ア
遅
延
セ
シ
メ
、
y
ノ
吸
牧
量
ヲ
減
少
セ
ジ
ム

Y

モ
ノ

チ
リ
ト
A

一
一
般
ノ
意
見
ナ

P
、
印
森
島
氏
－
一
ヨ

レ
バ
腹
腔
ヨ

y
ノ
吸
牧
A

「
ア
ド
リ
ノ
ナ

y
ン
」
－
一
ヨ
9
著
シ
グ
緩
慢
ト
ナ
Y
ガ
故
－
一
恐
－
フ
ク
胤
管

ノ
ミ
ナ
タ
ズ
淋
巴
隙
モ
亦
牧
縮
ス

Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
遁
ペ
ク
レ
タ

y
。
国
E
P
氏
A

家
兎
ノ
腹
睦
内
へ
千
倍
ノ
「
ア
ド
リ
J

ナ
リ
ン
」
ヲ

一
一
死
注
入

シ
ソ
ノ
直
後
乃
至
三
五
分
ユ
シ
ア
「
ク
ラ

4
y
」
液
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
前
房
水
内
ニ

ー引
十
JY
川
則
氏
線
ノ
出
現
遅
延
セ
U
F

ヲ
貰
験
セ

y
。

出

ECHa
氏
A

「
ア
ド

9
ナ
9
ン
し
ヲ
注
入
シ
、
後
穂
々
ノ
毒
物
、
例
ヘ
バ
「
ス
ト

y
ヒ
ユ
ン
」
「
チ
ア
ン
カ

y
」
「
フ
イ
グ
ス
チ
グ
ミ
シ
」
等
ヲ
家
兎

及
天
笠
鼠
ノ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
ツ
ノ
吸
牧
ノ
遅
延
セ

Y

7
見
タ

y
内
但
シ
沃
度
加
里
ノ
ミ
A

吸
牧
迅
速
ナ

y
ジ
ト
。
阿
部
氏
A

沃
度
加
里
液

ノ
腹
路
内
股
肱
’－
一
及
ポ
ス
「
ア
ド
リ
ナ
9
ン
」
ノ
影
響
ヲ
検
ジ
、
血
液
内
出
現
並
－
一
一
消
失
A

明
ニ
促
進
セ
ク

y
、
毛
、
ソ
ノ
濃
度
A

却
ツ
ア
著
明

－
一
減
退
セ
ク
ト
。

F
・4
2
m
氏
A

「
ァ
ド
リ
y

ナ
y
y
」
注
入
後
乳
塘
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
ス

Y
時
A

Y

ノ
吸
牧
遅
延
ス
ト
。
伊
藤
氏
A

家
兎
腹
腔
内

へ
「
フ
エ
ノ

l
w
ス
ル
フ
オ
フ
タ
V

イ
ン
」
及
「
ア
ド

p
ナ
リ
ン
」
ヲ
注
入
シ
、
其
出
現
時
間
A

平
常
ト
殆
ド
大
差
ナ
キ
モ
、
排
州
量
二
相
減
少
セ

”
ノ
ト
っ
窪
田
氏
A

家
兎
腹
腔
内
へ
「
フ
エ
ノ
1

Y

ス
Y
フ
ォ
ア
タ
レ
イ
シ
」
「
コ
ク
ト
1

Y
ア
ド
η
ノナ

y
ン
」
ヲ
注
入
シ
、
其
尿
中
排
惜
時
間
ヲ

見
シ
ュ
「
フ
エ
ノ

l
y
ス
Y

フ
オ
フ
タ
レ
イ
ン
」

－一ア
A

二
五
分
ナ
Y

モ
、
「
コ
ク
ト

l
y
ア
y
y
ナ
9
ン
」
－
一
一
於
4

プ
A

三
時
十
分
ナ
Y
ガ
如
ク

「
ア
ド
リ
ナ

y
ン
」
ノ
腹
腔
既
牧
－
一
及
ポ
ス
影
響
ノ
餅
リ
ノ
ニ
甚
シ
キ
モ
ノ
ア

y
。
以
上
ノ
業
績
A

「
ア
ド

y
ナ

y
ン
」
ノ
腹
腔
吸
牧
－
一
及
ポ
ス
影

響
ノ
一
端
ナ
Y

て
其
成
績
甚
シ
ク
直
々
ニ
シ
ア
本
邦
－
一
一
於
ケ
グ
’
最
近
ノ
業
績
ス
ラ
モ
カ
ク
ノ
如
グ
甲
論
乙
駁
蹄
ス

Y
所
ナ
シ
、
余
A

之
等
先

入
ノ
成
績
ヲ
鑑
ミ
何
レ
ガ
異
ナ
Y
ペ
キ
カ
ヲ
悶
明
ニ
セ
ン
ト
ス
。

第

二

節

賓

職

方

法

家
兎
ヲ
仰
臥
位
－
一
固
定
シ
、
諸
準
備
ヲ
笠
へ
、
三
共
製
千
倍
／
暖
化
「
ア
ド
リ
ナ
リ
y
」
一
定
傑
件
／
下
品
質
験
セ

p
。

0
・
五
一
括
ヲ
勝
寓
／
上
部
品
テ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
約
一

O
分
乃
至
四
時
間
経
過
／
後
、
銃

一

第

三

筒

賀

駿

成

績
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一
診
一
府
一
店
主
W
M一
川
一
一
件
一
切
羽
生

ω

2
1
一

一

宇

寸

．

一

日

一

］

「

一

「

一

］

。
抑
す

γ

一u
v
m一w
m
w一回一山一
一
土
丁
目
一
則

。誠一：一
ω
森一
E

器
全
一
士
官
2
一川

目
。
一
叫
リ
ノ
し
）
川
山
一
ゆ
一
閉
山
一
粉
町
パ
り
一
例
一刷、川一問、

y
m一山内

行
一
（
ヨ
デ

MUE温
ぽ
一
時
一
ー
一
一
分
一時
ゆ
一区
一
い
」
何
げ
昭
一
度

一
射
マ
包
量
液
開
度
度
一

－池
量

H
－
度
度
一
間
度
ほ
一
一
費

用

一

注

射

一射
リ
一
時
十
濃
抽
仮
干
排
池
一
側
一濃
袖
偏
向
滋
住
町

I

J

一
つ
法
一
法
日
現
一
高
官
同
一
即
官
同
排
一時
一素、
素
一
度
高
凶
作
一
千

重
二
温
h
依
一
破
口
ナ
向
車
最
一
同
一最
高
耕
一色
色
一
泡
最
誠
一
間

t
一
い
つ
一
リ
ド
一
一塑
素
素
一副
素
最
立
時
時
一
吉
岡
素
長
一
晩

弱
一
利
引
一
U

U
十
一
環
一
内
問
一部
一色
盟

E
AHハ刀一時間色新
一
回

一
円
け
吐
け
脚
一
利
一
一
勧
広
一明
日
中
日
明
一時
一・恥
生
町
中
屯
一
一
回

賓
館
一
室
け

h
時
一
村
注
房
前
前
一軒
一
尿
尿
〈

一血
血
一
中
血
叫
一
中

一

一

一
前
一
一
」
一

J

一

血

盟

血

【

原

著

】
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回
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第 ー 表一

（第第 一四 f言R) 25/JX黒兎 1750瓦 尿血中色素素消消失失 281~~ 土） 29/Jx:（ー）
中色 26/ ー）

前房房水色素素初出現時間 （（ 分秒） 2＇～3511 尿中色色素素初著出現出現時間時 11＇～48" 
前水色著明出現時間分秒） 4＇～6" 尿中 明 間 14＇～3211
前 房 水 尿 液 血

「ウラ品 「ウラ品｜「
「ウラ ン」房水0.1施 ノ 尿中 肉 ン」血液ウラ
ユYJ 一量致ヲm=「ウ ヲ 0.1主Eヲ0血ユ1清ン括」
3前0分房間水

セシ ユンJ 色素 目良m＝一致
時間 ムJレ＝要

房度色素＊滋内
時間 時間 的 セシムル 左同

ノタドf世セシリン 排池 ＝要セシ素度内濃色
量 ゲJレ氏液 滋リンゲJレ

量 皮氏液量
量

（時分） t施） ()!:[;) (m) （日寺分） （%） （分時〉 （姥） (m) （分H寺） （姥） {ml 

30' 0.37 2.5 7.8 30' 1.6 l' 

30＇～I 0.28 5.1 19.2 30＇～I 4.7 2' 全 事fl'疾 I 2.s 29 
跡、

I～I aoノ 0.71 18.3 26.8 I～}30' 4.9 3ノ 」， 0.5 I ro 2.s 29 
I 30＇～E 0.59 16.8 29.5 }30＇～E 6A 5〆 ＋ 0.14 2.4 120 I怖 3.1 32 
E～130’ 0.48 H.l 30.4 E～J30' 7.3 10' ＋＋ 0.5 6 }30＇廿t3.8 39 
J30＇～E 0.29 6.5 23.4 f 30＇～E 4.3 20' f十f 1.4 15 I け十 3.2 33 
三時間 2.72 63.3 13/.1 三時 間 29.2 30〆 廿t' 1.5 16 I 30' ttt 2.7 合 ilt 合 計

三 時 間 22.9 40' ttt 2.2 23 IC ttt1 2.~ 平均護度
血中色滋素三時
間平均皮

五

（第
参
貌

四
九
）
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第 四 表

（第第 三二 例表） 町 I白兎 21崎 血尿中中色色素素消消失失mu±ー〉) 19/ I （一）
前前房房水水色色素素初著明出現白時境間時間（（分分秒科；）） ~I〆～～i~；； 尿中色色素素著初出現出現時間 7＇～55" 

尿中 明時間 15’～4511

前 房＊ 尿 血 波
，，.ウフユ！ 「ウラ＝

「ウラ ン」房水0.1路ノ 尿中 内 ンl血液
:. ~」量ヲm＝「ウラ 0.1 tE '1 ユン」
前房分水一致セシ品ン」 色素 E艮m＝一致

0血.I清従 左悶時間 30 間ムル＝要房水内 時間 時間
量ノ排没セシリ y 素I! 排司E ー要セシ

差内色濃~氏液皮
量

リy ゲル

量 氏液量

rm) le分時）｜（路） ;m) （時分） （施） （事長） (m) （時分） (%) f分時） （主0
301 0.31 8.7 29.1 30' 1.2 1’ 50' 制十 6.2: 63 

30'～I 0.37 21,7 59.7 30〆～I 3.4 2' 士 I 廿十 6.8 6!l 

I～130’ 0.26 15.4 60.2 I～J30' 3.8 ユノ 生 poノti十 7.2 7a 
J30＇～1 0.20 12.!'l 62.5 I 30'～E 5.7 5' ＋ 0.05 68 

E～J30〆 0.14 7.6 55.3 I～J30’ 3.1 10' 甘f 2.4 2-) 6.7 GS 

][30〆～E 0.14 5.8 42.4 I 30＇～E 2.5 20ノ廿f 3.9 40 5.7 58 

三時間 1.42 71.5 309.2 三時間 19.7 30ノ廿f 4.7 48 5.2 53 
令 言十 合計

＝時間皮 51.5 40ノtit 5.5 43 
平均波

三時
度
41.6 

五
問
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第
四
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賓
駿
成
績
綿
括

第
一
表
ハ
「
ア
ド
リ
ナ
リ
ン
」
ヲ
法
射
シ
、
後
七
分
乃
至
十
五
分
品
シ
テ
色
素
液
ヲ

注
入
セ

ル
貧
験
成
績

－一
シ
テ
、
一
汚
水
内
出
現
ハ
卒
均
三
分
＝
一秒
、
尿
へ

ハ一

O
分
四

六
秒
、
血
液
内
出
現
ハ

一
分
＝
テ
ハ
陰
性
、
二
分

＝
シ

テ
初
メ
テ
ソ
ノ
出
現
ヲ
辛
ジ

テ
認
識
シ
得
ル

ノ
ミ。

是
年
寸
／
出
現
並
一
一

排
粧
盆
ヲ
標
準
秋
季
平
均
＝
比
較
ス
ル

時
ハ
、
著
シ
キ
遅
延
減
少
ヲ
観
ル
。
第
二
表
ハ

第

一
表
第
四
例
／
詳
詑
ナ
リ
。

第
三

表
ハ
「
ア
ド
リ
ナ
F
ン
」
ノ
注
射
後
凶
時
間

＝
シ
テ
「
ウ
ラ
－
一
ン
」

液
プ
注
入
セ
ル
そ

季
貧
験
例
－
一

一V
テ
、
之
ヲ
標
準
冬
季
平
均

ユ
比
較
ス
ル
時
ハ
ソ
ノ
吸
牧
ハ
著
シ
ク

遜
延
減
少
セ

F
。
第
凶
表
ハ
第
三
表
第
二
例
ノ
詳
詑
品

ン
テ
、
尿
並

＝
血
液
内
色

素
ノ
消
失
ハ
共
－
一
延
長
セ
リ
。者

按

「
ア
ド
リ
ナ

y
ン
」
注
入
後
結
晶
性
物
質
ヲ
腹
腔
内

へ
注
射
セ

第
五
節

シ
時
ノ
吸
牧
力
－
一
開
シ
－
プ
A

諸
家
ノ
所
説
区
々
ニ
ジ
ア
一
様
ナ

ラ
ズ
、
郎
窪
田
氏
－
一

7
A
最
毛
著
シ
ク
障
得
シ
、

H
F
E
氏
ニ
ア

A

若
ジ

ク
遅
延
シ
、
伊
藤
氏
－
一

ア
A

平
常
ト
殆
ド
大
差
ナ
ク
、

阿
部
氏
－
一

ア
A

寧
促
進
ス
ト
セ

y
o

「
ァ
ド
リ
ナ

y
ン
」
A

腹
路
内
壁
ノ
凡
ア

ノ
脈
管
－
一

作
用
シ
、

業
牧
縮
ヲ
起
サ
ジ
ム
ダ
作
用
著
シ
キ

ヲ
以
－
プ
、

y
ノ
吸
牧
モ
亦

障
碍
セ
ラ
M
F

、
モ
ノ
ナ
Y

A
上
遁
ノ
如
シ
。

余
ノ
賞
験
－
一
一
於
－
プ
モ
腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ
b
y

y

「
ヲ
ラ
－
一



シ
」
液
A

Y
ノ
既
牧
著
シ
ク
障
碍
セ
ラ
レ
、
従
ア
前
房
水
、
血
液
、
尿
中
初
出
現
A
遅
延
セ
ラ
レ
、
ッ
ノ
濃
度
並
－
一
排
品
川
量
屯
亦
甚
ジ
グ
減
少
ス

戸
モ
ノ
ナ
Y

ヲ
知
y
。
然
山
F
ニ
某
程
度
A
窪
田
氏
ノ
主
張
セ

Y
ガ
如
キ
非
常
ナ
Y
差
異
ノ
存
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
メ
、
余
ガ
氏
ノ
質
験
ヲ
同
－
僚

件
ノ
下
－
一
之
ヲ
追
試
セ
Y

毛
、
業
出
現
最
乏
遅
キ
モ
ノ
ス
ラ
二

O
分
ヲ
向
デ
ズ
、
然
M
Y

－－氏
A

約
三
時
間
ヲ
要
ス
ト
セ

y
o
叉
和
藤
氏
A

平
常

ト
大
差
ナ
キ
ヲ
主
張
セ

MF
モ
、
余
ガ
同
一
貫
駿
ヲ
行
ヒ
、
前
房
水
、
血
液
並
－
一
尿
中
出
現
ア
測

y
シ
ニ
、
向
著
シ
キ
差
異
ア
Y

ヲ
見
タ
リ
ノ
、
郎

「
ア
ド

y
ナ
リ
ン
」
A
腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ
タ

y
「
プ
エ
ノ
1

Y

ス
Y

フ
オ
フ
タ

レ
イ
ン
」
ノ
吸
牧
ヲ
著
シ

ク
遅
延
ス

Y

モ
ノ
ナ
M
F
A
疑
ヲ
容

レ
ズ
。
然
Y

－一出

5
2・
氏
及
阿
部
氏
等
A

「
ア
ド

y
ナ
7
ン
」
ガ
沃
度
加
里
ノ
腹
腔
吸
収
－
一
及
ポ
ス
影
響
ヲ
見
－
7
、
沃
度
加
里
ノ
扱
欣
A

平
常

ヨ
9
モ
却
ツ
ア
促
進
ス

Y

モ
ノ
ナ
U
F

ヲ
等
シ
ク
主
張
セ
リ
ノっ
余
A

「
ヲ
－
フ
ニ
ン
L
吸
牧
ヲ
以
－ア
貫
験
ノ
本
旨
ト

ス
Y

モ
ノ
ナ
レ
バ
沃
度
加
里
ノ
吸

牧
ニ
及
ポ
ス
づ
ア
ド

y
ナ

y
ン
」
ノ
影
響
A
傍
校
三
日
一
Y
ヲ
以
－
ア
敢
ア
之
ヲ
追
試
セ
ズ
、
従
ツ
ア
深
ク
之
ヲ
論
ズ

Y
ノ
自
信
ヲ
有
セ
ザ
Y

毛
「
ア

γ
9
ナ
リ
ノ
ン
」
A
血
管
及
淋
巴
管
ヲ
共
ニ
一
縮
小
セ
シ
ム

w
F
A
明
白
ナ
Y
事
貫
ナ
U
Y

ニ
、
沃
度
加
里
ガ
濁

y
反
封
ノ
成
績
ヲ
鷲
－
フ
ス
モ
ノ
ト
セ
バ
、

之
恐
－
フ
ク
沃
度
加
里
ガ
脈
管
－
一
劃
ス

Y
「
ア
ド

y
ナ
リ
ン
」
ノ
作
用
ヲ
減
殺
ス

Y

－一ヨ

y
ナ
ラ
ン
カ
。

第
六
節

結

詣

一
、
「
ア
ド
リ
ナ
η
ノ
ン
」
A

腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ
b
y
y
「
ク
ラ
ニ
ン
」
液
ノ
眼
前
房
水
、
血
液
、
尿
中
へ
ノ
出
現
並
－
一
排
附
量
ヲ
著
シ
ク
遅
延
減

少
セ
シ
ム
M
Y

毛
ノ
ナ

y
。

一
一
、
「
ア
ド
リ
ノ
ナ

y
ン」
A
「
プ
エ
ノ

l
y
ス
Y

フ
ォ
ア
タ
レ
イ
ン
」
ノ
吸
牧
ヲ
著
シ
ク
遅
延
減
少
ス

Y

A
事
賞
ナ
Y

モ
、
上
越
ノ
如
キ
非
常
ナ

Y
吸
牧
障
碍
A

之
ヲ
認
メ
難
ジ
。

第
十
三
章

甲
紙
腺
機
能
ノ
腹
腔
眠
牧
Z
反
ポ
ス
影
響

第
－
節

序

冨

甲
山
肌
腺
機
能
ノ
充
進
ス

Y
時
A
生
活
躍
ノ
新
陳
代
謝
A
著
シ
ク
昂
上
シ
、
之
－
一
反
ジ
機
能
低
下
ス

Y
時
A

著
シ
グ
減
退
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

A
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第
気
品
世

多
数
串
者
ノ
信
ク
ア
疑
A
ザ
M
F

所
ナ

9
c
叉
甲
山
肌
腺
ガ
腸
管
帰
動
運
動
ト
密
接
ナ
Y

開
係
ヲ
有
ス
U
F

モ
ノ
ナ
Y

A

古
来
幾
多
ノ
研
究
報
告
ア

p
o
F
E
E氏
（
目
こ
め
）
等
A

甲
駅
腺
水
製
「
エ
キ

ス
」
ノ
鳩
澄
ガ
猫
ノ
別
問
腸
管
－
一
興
需
作
用
ヲ
有
ス

Y
ヲ
官
験
セ

y
。
目
的己

氏
（ζ
コ）
A

甲
朕
腺
ガ
家
兎
腸
管
縦
走
筋
－
一
割
シ
、
ソ
ノ
緊
張
ト
運
動
ト
ノ
著
明
ナ
Y
増
強
ヲ
来
ス
ト
。
出
c
o
r
E
5
2
氏

（
一お
ω
）
A

田
・
朕
腺
A

混
血
動
物

ノ
胃
腸
蓮
動
ヲ
興
奮
セ
シ
ム

Y
ヲ
確
誼
セ

y
。
之
一
一
反
ジ
原
氏
A

濁
リ
乾
燥
「
チ
レ
オ
イ
ヂ
シ
」
及
「
ヨ
ー
ド
チ
リ
ノ
シ」

A

共
－
一
家
兎
腸
管
ノ
緊

張
ヲ
弛
緩
セ
ジ
ム
ト
セ
9
0

木
場
氏
ノ
質
験
一
一
ヨ
レ
バ
甲
状
腺
「
エ
キ
ス
」
A

腸
管
ノ
緊
張
及
運
動
ヲ
著
明
－
一
促
進
ス
、
而
モ
或
場
合
目
一
於
－
プ
A

腸
管
ノ
緊
張
頗
Y
急

ヱ
ん

進
シ
、
著
明
ナ
Y
蓮
績
性
牧
縮
蓮
動
ヲ
以
d

ア
之
ニ
反
応
シ
、
逐
－
一
完
全
ナ
Y
持
績
性
肇
縮
朕
態
－
一
連
シ
、
運
動
一
時
麿
絶
ス

Y

コ
ト
ア
9
ト
セ

η
ノ
。
叙
上
生
活
関
ノ
新
陳
代
謝
並
ニ
腸
管
峨
動
運
動
－
一
及
ポ
ス
甲
朕
腺
ノ
作
用
－
一
撃
ミ

Y

ニ
、
腹
腔
内
吸
牧
ト
甲
状
腺
機
能
ト
ノ
間
二
著
シ
キ

開
係
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ア
Y

7
思
A
シ
ム
。
然
Y

ニ
偶
々
余
ノ
本
質
験
ノ
最
中
ニ
於
ア
井
倉
氏
A

肋
膜
院
内
吸
牧
作
用
－
一
及
ポ

ス
甲
朕
腺
機
能

ノ
影
響
－
一
就
－
プ
報
告
ス
M
F

所
ア

7
0

然
レ
ド
－
t

腹
膝
内
吸
牧
作
用
一
一
割
ス

Y
研
究
A

未
之
ア
Y
ヲ
聴
カ
ズ
。
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五
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第
二
節

賓

験

方

法

甲
状
腺
矧
ハ
之
ヲ
三
共
製
甲
状
腺
粉
末
或
ハ
大
事
辻
内
科
叙
申
書
ノ
製
剤
方
法
品
規
り
、

一

新
鮮
ナ
ル
牛
／
用
収
腺
ヲ
以
テ
作
製
シ
タ
ル
粉
末
ヲ
使
用
セ
り
。
投
奥
方
法
ハ
家
兎
ノ
食

一

道
ヲ
遁
ジ
テ
ネ
ラ
ト
ン
氏
「
カ
デ
ー
テ
ル
」
ヲ
拐
入
シ
、
腎
内
三
遥
セ
シ
メ
一
日
一
回
約
一

0
・
一
五
乃
至
。
・
ニ
ヌ
ノ
甲
朕
腺
剣
ヲ
二
O
耗
ノ
得
水
ト
企
ハ
品
「
カ
テ
1
テ
ル
」
ヲ
遁
ジ
テ
一

腎
内
へ
注
入
シ
、
一
週
間
／
後
金
量
穴
約
了

O
乃
至
了
五
笈
内
外
－
一
達
セ
シ
後
、
規
定

一

ノ
方
、
法
ニ
ヨ

p
吸
収
試
験
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
、

セ
p
o
甲
状
腺
別
出
法
ハ
健
全
ナ
ル
中
等

大
／
家
兎
／
甲
状
腺
全
部
ヲ
別
出
シ
、
周
悶
血
管
並

ユ
一
脚
鐙
等
ヲ
可
及
的
抜
傷
セ
ザ
ル
機

周
到
ナ
ル
注
意
ヲ
以
テ
シ
、
操
作
ハ
凡
テ
鈍
蘭
的
昌
之
ヲ
行
ヒ

9
p
o
而
シ
テ
充
分
／
注

意
j

ノ

下

て

ニ

O
日
乃
至
凶
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甲状腺ノ腹腔吸収＝及ポス影響

第ー表 （甲状腺飼養ノ影響）

f田j 1 2 3 4 ｜チ均

l品I•タ購F秩経腺過喜日剤数善投語興月手日）一
11/][ I 14/IV 21/X • /XI 
2a10 1780 2:;00 2230 
0.55 0.85 1.05 1.15 

5 7 8 10 

直｜高前房品水土色素呈最高土；明穀度i時d間L 

i~~N 20寸寸 28~t 14h~ 
2 I i100 21 20 
16。 16° 1 i0 17。
4.2 3.4 4.3 4.0 
38。 38.'5 39° 38’ 
1＇～1511 5611 1＇～18" 1〆～611 11～9H 
I I 30〆

9!.2 : 8~.9 88.o 91:r--63-:-5 
4＇～16" 4’～19" 3＇～58" 4＇～3211 4＇～16ノf

-3~~r1---;!:-r~！：~ l~.8 1~.6 
53.8 43.2 

+ 4 2.5 1.5 2.0 
2.6 9 ' 6.8 3.5 5.5 
401 301 50' 40' 401 

98 121 93 129 110.3 
36 10.5 23 10 19.9 

血中色素濃 三度時間 58.6 56.0 47.6 51.8 53.5 平均 (n1) 

第
五
島
信

F司
原

著
』~

回

前

第二表 （甲状腺飼養ノ影響）

（第一表） 1刊白兎 2000 血尿中中色色素素消消失失 rnN~ーー）） 第四伊j

前房房水水色色素素初出現出時間 （（分分科秒；~ Y～6" 尿中f色E素素初出現尚現時間時 4＇～32" 
前 著明現時間 2＇～3" 尿中著明 間 6＇戸、2511

前 房 * 尿 血 液
lウフ品 「ウフー

「ウラY」房水0.1路 J
内
ン」 血液「ウラ

＝ン」一量致ヲJuユ 「ウラ 0.1括ヲ ＝ンl

凱量前ノ岐房排？推水開
セシ= y J 色素 目艮m＝一致血清

時間 ムJレー要
房皮色水内 時間 排f世 時間的

セシムノレ0.1姥 左同
セシHン 素遺 ＝要セシ 内色濃
7' Jレ氏液 濃 リンゲル

素皮
量

f分時）｜｜皮
氏液111::量

（時分〉 （括〉 (tn) (m) （日寺分〉 1(%) (;ttj) (m、（分時〉 （民）〔m)
301 0.55 23.5 43.7 30〆 11.7 1〆＋ 0.05 1,5 501 同同110.61”7 
301～I 0.31 28.9 94.2 30＇～ I 18.8 2' + 0.25 3.5 I s.s so 

I～130' 0.24 12.0 51.0 I～130〆12.9 3' ＋＋ 1.5 16 I 10'1情 6.~1 62 
130’～E 0.16 3.4 22.3 130〆～E 5.8 5〆廿十 2.7 28 I 20'1情 4. 41 

E～J30' 0.24 2.8 12.6 E～lf 30' 2.7 10ノ廿十 5.5 56 
I吋2.7 28 lf 30〆～E 0.li 1.1 7.5 J30＇～E 1.9 20' 村十 10.4 105 1.7 18 

三 時 間 1.67 71.7 231.3 三 時 間 53.8 30' 廿十 11.7 
合 言十 合 計

三時 間 38.6 401 12.8 129 JI ++ 0.9 10 
平均法度

血中均色素臣室三時 51.8
間半 皮

五
凶

（第
参
披

五＝一〉



甲状腺ノ！腹腔吸i投＝及ポス影響

.三義．（甲状腺別出ノ影響）

例 I 1 I 2 I 3 I 4 I平均
甲状腺別出月日 I511~」」~斗.!l_\'lLj＿一一
一層取腕。出日正7傾蚕ヨアIー廊下｜ヲ百円 2100I 2200 
甲状腺易I｝出ヨり餓マデ 120 I 30 I 40 I 
ノ経i歯H数 ｜ “v I ~v I I 
賞 験 月 日に亙日コ正口苛E二巴直二仁ご二
惚重（京） I 2050 I 2150 I 22δo I 2100 
室温 IC) I 14" I 15° I 26。I 25。
7 ゥラ品ン」液闘世（宣E)I4.1一I~ー｜一τ「i~一一一一一
注射時「ウラー：；_Ii後溢 （じlI 39' 39" ! 3！＞。 ! ::0.".j' 
前房7同素有珂蒔間百初！？二百71円三石7ノ｜τた訂子子nだ40111τt:::::49''i
前房水色素最高獲度時間 I I I 130' I I I 130' I I -I 30〆
前房水色素最高飛皮（111 J I 28.6 I 31.5 I 37.5 I 47.3 I 36.2 
豆亙露両J出現時師分証ア区空豆ヨ玄~＼~Iτノヨ巴7コ伊
尿中色素最高排.ma専問一「T茄ア｜ I I I I I I I 
尿中色素段高排f世量（%） I 5.8 I 4.8 I v.1 I 12.9 I 8.2 . 
京E商事言耳問1緬萱（%了「E百一一τI.「一万r1-:5烹「「32了 l

血中一分時色素溢皮（山） ｜ ー｜ ー I :1: I ー ｜ ー
血中二分時色素喰度 1m1 / + + I 1.5 I キ ｜ 0ぷ
血中芭素踊00麟関市到一寸百勺I 一1---r-1一寸ー1-r
血中色素忌高濃度 'm J I 56 87 I 68 I so I 68 

直面官事第三骨一日寝Wfril〕｜寸~「~「ヲ了一「官「~
l血中色素三時間平均濃度 mJI 29.2 I 53.8 / 34.2 I 31.6 / a1.2 

第四表 〈甲状腺易I]/Iiノ影響）

（第三表） 2~J IX 白（雨兎限I] 2100支 尿中色素F古失 24/JX（士） 25/JX（一）
第凶例 区（ 甲状腺別出V 血中色素消失 21/ IX （ー｝

前房房水色色素素者初出現向時閣 （分秒秒）） l'～4011 尿中色素初出現時間 B’～.3,5” 
前水 明現時間（分 2＇～4811 尿中色素著同出現時間 91～50'' 

前 房 * 尿 血 液

「ウラュ lウフニ
「ウラ ン」房水0.1髭 J 尿中 肉 y」血液「ウラ
=-：；」量ヲ，11= 「ウラ 0.1 !ltヲーン」

前房分水間一致セシ ーン」 色素 目艮田昌一致血清
時間 30 ムJレユ要房皮色＊内 時間

時間 的セシムノレ0.1乱ち 左同
／：排f世セシリン 素建 排罰E ニ要セシ 内色

量 ゲJレ氏液
itP yゲJレ素度滋

lit 皮氏液量

（時分〉 (itll）量（姥〉 (m) （時分〉 (%) （分時） （銘） (m) （分時） （姥） (m) 

;lQI 30' 9.4 I' ー 50' 情 5.515fi 

30'～I 0.36 i i.2 I 32.1 30＇～ I 12.9 2' ＋ 痕跡 I tt十 5.91 60 

I～J30' 0.54 25.0 I 47.3 I～ 130' 12.7 31 + 0.09 1.9 110' 村f5.7' 58 

130'～E 0.46 11.1 25.1 130＇～E 11.1 5' ＋＋ 0.4 5 120ノ廿十

I～130’ 0.29 3.7 13.8 I～J30' 6.1 10' 刊十 2.0 21 po’ 廿十 5. 51 

130ノ～E 0.20 2.1 11.5 J30＇～E 5.3 20' f十十 2.9 30 I tt十 3.4 35 

三時間 2.47 57.7 138.2 三時間 57.5 301 tt十 4.3 44 
合計 合計

＝時間皮 23.0 4.9 50 JI I.4 15 
平均濯

間血中平均色素濃三度時131.6

館
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況
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井
倉
氏
A

甲
状
腺
飼
養
及
刻
出
セ

Y

家
兎
ノ
肋
膜
腔
内
ユ
生
理
的
食
臨
水
並
ニ
墨
汁
ヲ
注
入
シ
、
ソ
ノ
吸
牧
斌
態
ヲ
比
較
研
究
シ
、
甲
朕
腺
飼
養
A

健
康
ノ
家
兎
－
一
比
ジ
、
ソ
ノ
扱

牧
旺
雄
二
シ
ア
射
出
A

Y
ノ
成
績
之
－
一
反
ス
ト
。

然
Y

ュ
上
村
氏
A

皮
下
吸
牧
作
用
－
一
及
ポ
ス
甲
状
腺
刻
出
ノ
影
響
ヲ
見
ン
ト
欲
シ
、
色
素
ヲ
皮
下
－
一
注
射
シ
、

y
ノ
排
惜
敗
態
－
一
ヨ

y
－
プ
吸

牧
作
用
ヲ
付
度
シ
、
ソ
ノ
結
論
こ
＝
ヌ
ク
「
フ
エ
ノ
I

M

F

ス
Y

ア
オ
フ
タ
レ
イ
ン
」
及
沃
度
寸
ナ
ト

y
ヲ
ム
」
ノ
皮
下
注
射
－
一
ヨ

y
、
甲
獄
腺
刻
出

家
兎
A

健
康
ナ
w
F

モ
ノ
ト
同
一
量
ヲ
同
一
時
間
後
－
一
尿
中
－
一
同
現
セ
シ
ム
ト
、
郎
甲
状
腺
刻
出
A

皮
下
吸
牧
作
用
－
一
何
等
ノ
影
響
ヲ
及
ポ
サ
ズ

ト
主
張
セ
リ
。
コ
ノ
成
績
A
井
倉
氏
、
岡
野
氏
抜
－
一
余
ノ
成
績
ト

A
全
ク
一
致
セ
ザ
Y
所
ナ
9
0
余
A
「
ヲ
ヌ
品
ン
」
液
ヲ
以
ア
腹
腔
ノ
外
、
肋

膜
腔
及
輸
精
管
並
－
一
精
嚢
ノ
吸
牧
作
用
－
一
及
ポ
ス
甲
状
腺
ノ
影
響
－
一
就
ア
同
様
ナ
Y
質
験
ア
試
ミ
タ
Y

－
一
、
肋
膜
膝

－一於－プ
A

腹
腔
ノ
吸
牧
『
一

及
ポ
ス
作
用
ト
全
然
同
一
結
論

｝一
建
セ
9
0
然
U
F

－
一
一
轍
精
管
並
－
一
精
嚢
－
一
A

大
ナ
U
F

影
響
ヲ
輿
ヘ
ザ
Y
ガ
如
シ
。

耕
ヅ
ア
腹
腔
ノ
吸
牧
ニ
胃
腸
ノ
嬬
動
運
動
ガ
大
ナ
Y
影
響
ア
有
ス
M
Y

モ
ノ
ナ
Y

A
低
－
｝
第
七
、
八
章
等
－
一
於
－
プ
余
ノ
確
謹
セ
Y
所
ナ

y
。
甲



般
腺
飼
養
ノ
家
兎
A

Y
ノ
中
毒
続
放
ト
シ
ア
下
痢
ヲ
起
セ

y
、
上
村
氏
A

Y
ノ
下
痢
－
一
閥
シ
之
レ
恐
ラ
ク

A
甲
航
腺
物
質
ノ
腸
管
嬬
動
ア
充
進

ス
Y
作
用
ニ
ヨ
w
y

モ
ノ
ナ
9
ト。

街

『
hvzoF
目

的
＠
『
祖
国

g
Z
Z
E
w
木
場
氏
等
モ
甲
朕
腺
機
能
ノ
昂
上
A

腸
嬬
動
運
動
ヲ
尤
進
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ト
セ
ソ
。
瓢
甲
状
腺
飼
養

d
N

吸
牧
作
用
一
一
著
シ
キ
好
影
響
ヲ
及
ポ
ス
モ
ノ
ナ
Y
A
、
一
一
般
新
陳
代
謝
機
能
ノ
増
進
－
一ヨ

Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン
モ
、
同
時
－
一
腸
管
鳴
動
ノ
充
進
毛

亦
ソ
ノ
因
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
ラ
シ
カ
。

第
六
節

結

誼

（
一
）
、
甲
扶
腺
飼
養
家
兎
ノ
腹
腔
内
へ
「
ク
ラ
ニ
ン
」
液
ヲ
注
入
セ
バ
前
房
水
、
尿
、
血
液
内
初
出
現
及
排
概
量
A

何
レ
モ
著
シ
ク
促
進
増
加
セ

－フ

Y

。

（
二
）
、
甲
朕
腺
刻
出
家
兎
ニ
於
－
7

A

之
ニ
反
U

て
プ
前
房
水
、
尿
及
血
液
内
初
出
現
並
－
一
排
柵
量
A

一
般
三
遅
延
減
少
セ

9
。

（
三
）
、
甲
朕
腺
飼
養
－
一
ヨ

y
y
ノ
色
素
ノ
血
液
内
最
高
濃
度
及
尿
中
色
素
ノ
消
失
A

共
－
一
短
縮
セ
ラ
Y

Y
毛
、
甲
朕
腺
ヲ
刻
出
セ
バ
全
ク
之－一

反
ス
。

第
十
四
章

玄
線
ノ
腹
腔
吸
牧
－
－
反
ポ
ス
彫
響

第
－
節

序

言

輪

切

近

X
線
療
法
著
ジ
ク
進
歩
費
達
シ
、
ソ
ノ
成
績
見
Y
Jへ
キ
モ
ノ
甚
多
ジ
、
従
ア
ソ
ノ
膳
用
範
園
モ
亦
究
第
－
一
様
大
セ
ラ
V

ッ
、
ア

9
0
X

線
ノ
微
妙
ナ
Y
生
物
準
的
作
用
A

治
療
的
方
面
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
動
物
質
験
－
一
於
ア
モ
庚
ク
研
究
セ
ラ
Y

、
ニ
至
レ

y
。
従
来
腹
膜
結
核
一
一
於
－
Y

治
療
的
ニ
X

線
ノ
照
射
ヲ
臆
用
シ
、
良
好
ナ
Y
成
績
ア
皐
グ
ッ
、
ア
η
ノ
、
郎
腹
膜
－
一
封

ス
Y

X
線
ノ
影
響
ノ
甚
大
ナ
Y
A
想
傑
－
一

難
カ
タ
ズ。

X
線
放
射
ガ
腹
腔
内
臓
機
能
－
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
ア
ノ
研
究
モ
亦
砂
カ
ラ
ズ
c

牌
臓
一
一
閥
シ
ア
ム
同
色

grow
F
E
F
N
－azwmgzs氏

第
五
巻

F『

原

書
w 

前

回

五
四
七

（

第

品
宮
崎
蜘

五
七
）



等
。
腸
管
－
一

A

H

Y

m

窓
口

F
M
g
g
L
U
E
N
u
及

dqEN
氏
等
。
肝
臓
－
二
七
回
、
武
田
及
結
縁
、

F
E｝］
aw

出
国
白
色
吾
氏
等
。
腎
臓
－
－

A
P
E
r
－戸－

F
込
5
5
P
41g
・乙ユ

p
m
g
Z
M
E
－－

zz一
回
氏
等
ア
リ
。
副
腎
－
一

A
F
L
E
A
F－－己
・

3
一回
｝旬

氏

等
ノ
報
告
ア
リ
y
。
都
築
氏
（

5
8）
A

硬
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
線
ノ
生
物
事
的
作
用
－
一
就
ア
諸
穂
臓
器
ニ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
遮
ぺ
。
青
山
、
久
家
氏
等

（
巴

Z
X
X線
照
射
－
一
ヨ
リ
腹
膜
癒
着
ノ
輪
開
防
戸
試
ミ
、
良
好
ナ

Y
成

績

ヲ

畢

グ

タ

y
。

X
線

ノ

偉

大

ナ

Y
生

物

畢

的

作

用

ガ

微

妙

極

マ

y

ナ
キ
生
活
龍
一
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
関
シ
ア
コ
多
数
先
人
ノ
業
績
ア

Y
モ

未

ダ

ソ

ノ

紳

秘

ヲ

開

キ

能
A

ず

Y
所

砂

シ

ト

セ

ズ

。

然
U
Y

ユ
X
線

放

射

d
N
腹
腔
内
吸
牧
－
一
及
ポ
ス
影
響
ヲ
検
索
セ

Y
報

告

て

余

ノ

寡

聞

未

ダ

之

ヲ

聴

カ

ザ

Y
所

ナ

y
。
五
－
一
一
於
－
プ
余

A
X
線

照

射

後

家

兎

ノ

腹

腔

内

へ
「
ク
ラ
ニ
シ
」
液
ヲ
注
入
シ
、
ソ
ド
ノ
出
現
並
－
一
排
情
量
ヲ
前
記
同
一
方
法
ヲ
以
ア
測
定
シ
、
ツ
ノ
吸
牧
賦
況
ヲ
窺
知
セ
ン
ト
欲
ス
。

第
五
血
管

官

著

】

回

前

第
二
節

法

責

瞳

方

貧
験
動
物
ハ
一
定
食
ヲ
以
テ
同
一
傑
件
／
下
＝
飼
育
シ
、
可
及
的
週
品
開
／
観
察
昌
ヨ
H

健
康
ナ
ル
ヲ
縮
メ
タ
ル
後
照
射
7
行
ヒ
タ
リ
。
照
射
方
法
ハ
動
物
7
固
定
仰
臥
セ
シ
メ
、

腹
部
ヲ
曲
目
毛
セ
ズ
シ
テ
露
出
シ
、
他
ハ
全
部
厚
サ
三
粍
ノ
含
鈴
「‘
コ
ム
板
ヲ
以
テ
覆
ヒ
、

局
部
以
外
／
放
射
ハ
遮
断
セ
リ
。
切
ヘ
射
部
位
ρ

常
＝
上
腹
部
＝
於
テ
シ
、
多
タ
ノ
柑
場
合
午

後
＝
一
於
テ
之
ヲ
行
ヒ
タ

p
o
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
L

食
生
幾
置
ハ
交
流
融
荒派
式
（
京
都
島
津
製
「
ダ

イ
ア
ナ
」
披
）
＝
シ
テ
、
一

O
「
キ
ロ
」
ノ
容
量
ヲ
宥
シ
、
管
球
ハ
米
同
製
U
刷
出
「
ク
l
リ

ツ
ヂ
」
管
球
ヲ
使
用
セ
リ
。

木
管
球
ハ
ツ
ノ
英
空
度
高
度
＝
シ
テ
加
熱
電
流
、
二
次
電
流
並
二
也
眠
時
7

一
定
ナ
ラ
シ

ム
レ
パ
、
ソ
ノ
放
射
盆
及
硬
度
ハ
常
品
不
努
－
一
保
チ
、
貝
長
時
開
放
射
＝
準
へ
得
ル
利
盆

ア
官
。
第
一
貸
験
ハ
皮
膚
距
蟻
ヲ
一
一
一

O
額
ト
シ
、
叉
X
線
／
深
遺
作
用
ヲ
高
メ
ン
ガ
タ
メ

厚
サ
四
粍
ノ
「
ア
ケ
ミ
品
ウ
ム
」
板
ヲ
以
テ
滅
、
過
シ
、
一
次
電
歴
一

O
O「
ボ
ル
ト
」
、
二
次

電
懸
九
五
「
キ
ロ
ボ
ル
ト
」
、
加
熱
電
流
＝
一
瓦
「
ア
ン
ペ
ア
」
、
コ
ノ
妖
態
品
於
テ
放
射
線
ヲ

第
三
節

験

績

成

賓

五
回
入

〈
第
参
務

五
八
）

国

2
・P一向

'""' .... 

同
コ
由
件
。
タ
げ
均
三
乙
h
f

試
ミ
ル
－
一
硬
度
ハ
「
7

エ
ノ
ア
」
八
度
ユ
シ
テ
、

F
O
B
Pロ
ロ
∞
官
。
許
可
。
存
喜
一
一
ヨ
リ
テ
ソ
J

波
長
ρ

平
均
0
・
三
六
六
、
A

（伊
ロ
拘
三
円
。
自
）
ヲ
算
セ
リ
（
火
花
開
隙
ハ
八
吋
）
。

以
上
／
要
約
ノ
下
三

二「
ミ
り
ア
ン
ペ
ア
」
ヲ

一
0
分
開
放
射
セ
リ
。
コ
ノ
獄
過
セ
ル

X
線
＝
ヨ
リ
テ
ソ
ノ
紅
市
内
量
ヲ
測
定
セ
ル
て
判
汁
叫
川
ぺ
引
川
氏
配
量
計
ユ
ヨ
リ
反
娘

小
飽
ハ
四
O
分
＝
シ
テ
一
－
紅
班
盆
＝
達
セ

p
。
而
シ
テ
図
。
】
目
W
E
o
n
Z
ノ
別
邑
問
。
5
2
2

＝
ヨ
レ
バ
五
H
ハ
印
一
－
紅
斑
量
ユ
相
営
λ

ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
本
傑
件
ユ
於
テ
ハ
常
該
皮
膚

＝
一
・
二
五
H
7
放
射
サ
レ
タ
ル
ナ
リ
。
第
二
貸
験
ト
シ
テ
皮
膚
距
離
ヲ
一
五
纏
ト
シ
、
放

射
時
間
ハ
一

O
分
、
三
O
分
、
四
O
分
7
放
射
セ
リ
。
他
ハ
第
一
貸
験
孟
於
ケ
ル
ト
同
様

ナ
ル
傑
件
／
下
＝
施
行
セ

p
。
第
三
賀
験
ト
シ
テ
皮
膚
距
離
7
六
O
極
ト
シ
、
放
射
時
間

ハ一

O
分
ト
セ

P
。
放
射
後
フ
ワ
ラ
ユ
ン
」
液
吸
牧
試
験
必
ノ
時
間
経
過
ハ
医
々
ユ
シ
テ
、

第
一
貧
験
－
－
於
テ
ρ

放
射
後
三
時
間
必
至
一
一
五
時
間
＝
於
テ
シ
、
第
一
一、
第
三
賞
験
ハ

照
射
翌
日
一
七
時
間
乃
至

一
九
時
間
二
於
テ
行
ヒ

9
p
。
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色
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三
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均
濃
度
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m
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第 ー 表（A)ー

（芸肩 書）2仰 I茶褐兎 2500 尿血中中色色素素消消失失 ~~~~~ーー）） 
前前房房7水k色色素素著初明出現出現時間時間（（分分科秒＇） I'～ 2" 尿中色色素素著初出現出現時間時 3＇~5511 

I＇～50" 尿中 明 間 5＇～
前 房 7)( 尿 Jfll. 液

「ウフ ニ
「ウ ン」 房水0.1姥ノ 尿中

内ン0:1血液
『ウラ

ユン量ヲm-=-「ウラ 路7

iれもi 
3前0分房 一致セシ ：；..－」 色素 目良川昌一致

時間 間ムJレ＝要
房主* 内 時 間 時間

自句
セシムノレ 左 同

量ノ排准セシ一リ一ン 素滋 排湘 ＝要セシ
在2リy ゲJレゲル氏液

量
量 度氏液量

（時分） （~） （ま!j) (ml （時分） (%¥ （分時） 「路〉 (m) 分時 （妬） (ml 

30' 1.8 80.5 . 45.7 301 5.1 1’ ＋ 0.1 2 50・’ 廿十 8.1 82 
30ノ～I 1.5 84.2 57.1 301～I 10.4 2' ＋＋ 1.2 13 I tit 8.1 82 

I～J30' 0.8 54.1 68.6 I～I 30' 8.5 3〆村十 2.6 27 110’ 廿十 7.1 72 

ISO'~I 0.6 32.9 55.8 I 30' ~ ][ 7.4 5’ 廿f 3.9 40 120〆刊十 6.7 68 

E～lf 30' 0.5 21.3 43.6 E～J30’ 7.1 10' 廿f 5.9 60 J30' 廿f6.0 61 
J30'～E 0.6 17.8 30.7 E～30')[ 4.2 20' 廿十 7.4 75 :n: 附 5.2 53 
三時間合計 5.8 290.8 301.5 三時間合計 42.6 301 廿十 7.6 77 J3<Y 廿f4.5 46 

一時 間度 50.3 40〆刊十 8.2 83 I tit 3.3 34 平均I!
血中色素進三時 54.6 
間平均度

第 ー 表（B)一

（第第 ー五 例表） 2 何白兎 2 0叉 尿中色色素素消消失失 28/I？土〉） 
血中 25/Iー

前前房房7水k色色素素初著出明現出時現間時間（（分分秒秒〉） ~~～～ 1511 尿中色素素初出現時間 4〆～4511
尿中色 著明出現時間 7＇～

前 房 水 尿 血 液
「ウラ＝ 「ウフユ

「ウラン I j房7)(0.1路ノ 尿中 y l血液「ウラ
ーン」量ヲm=「ウラ 肉 0.1路ヲ ユン」

車量ノ排雲水一致セシ房皮色＝7素ジk」滋内
色素 目艮m＝一致血清

時間 問ムノレ要ユ
時 間 排泊 時間 的セシムJレ0.1 t€ 左同

積セシ 9y ＝要セシ
皮素内滋色

デル氏液
濃 リyゲJレ

量 度氏液量t
（時分） （立0 量（路〉 (rn) （時分） 〔%）（分時） （施） (m) 分時 （姥）(m) 

301 0.87 17.5 21.1 30' 3.2 I' ＋ 痕跡 50' 

30'～I 0.45 29.5 66.6 30＇～ I 4.1 2’ ＋ 0.17 2.7 I tit 11. 111 

I～130' 0.50 35.5 72.0 I～130' 3.9 s’ ＋＋ 0.56 6.6 110’ tit 10. 10' 
130〆～E 0.35 20.7 60.1 130＇～E 3.5 B’ ＋＋ 1.0 11 I 20' 制t 9.7 98 

E～I30' 0.35 16.1 47.0 E～］［ 30’ 2.8 101 甘十 3.8 39 130' tit 9.3 94 
130'～E 0.23 12.5 55.3 ]£30’～E 2.1' 20〆廿十 7.8 79 I tit 7.8 79 

三時間合計 2.75 ~31.8 322.1 三時間合計 20.0 30' ff干 7.7 78 I 30' tt十 6.3 6~ 

三平均時湿度間 53.7 40' ttt 9.1 92 I 廿t5.1 51 

JfiI.中色均素滋三皮時 63.3 
間平
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五
容
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O
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第五巻

第 ー 表（C)一

（第第 一八 伊表~） 13/Xll 白兎 2400 尿中色色素素消紛失失 171~［1士（一〉
血中 14/ ) 

前房房＊色色素素著初出現出時間 （（分分、秒科J) 1＇～1511 尿中色素初出現出現時間 51～3011 
前 1i- 明現時間 、） 1＇～5011 尿中色素著明 時間 7＇～ 511

前 房 * 尿 血 液
「ウラュ

「ウラ
一量ン致」ヲ房mセ水＝ シ

0.1姥ノ 尿中 肉シ」血液「ウラ
ユン」 「ウラ 0.1施 7＝ンJ

3盆前斗明房寿水間司佐
＝ンJ 色素 E良ru＝一致

0血.1清泥
時間 ムJレ＝要

房度色素水滋内
時間 時間 的セシムル 左 同

セシリン 排罰E ＝要セシ 内色

ゲル氏被 滋リンゲF一レ素度濃
量

量
度氏液量

（時分） （蛇〉 （耗） (m) （時分） （%） （分時） （括） (m）分時 ｜（路） (m) 

30ノ 1.00 19.6 I 20.6 30〆 4.!l 1' 土-'- 0.05 56 

30〆～I 0.58 16.2 29.0 30＇～I !J.7 ，りdI ＋ 0.67 7.7 I 5.4 55 

I～130' 0.51 13.2 26.!J I～130〆 7.7 3' ＋＋ 1.1 52 

130＇～ E 0.50 12.6 26.2 130〆～E 12.1 5' 刊十 1.7 18 I 2 4.!J 50 
E～lf 30' 0.73 J0.6 15.5 I～J301 7.8 10' 廿十 2.6 27 13 4.8 49 
J30ノ～E 0.70 6.0 !J.6 ]f 301～E 5.7 20' 廿f 4.2 43 ][ 3.5 36 

三時間合計 4.02 78.2 127.8 三時間合計 47.9 30' 廿十 4.4 45 JI 3 1.9 20 

三時間 21.3 40' 1t十 4.!J 50 Ii 0.8 日
平均法度

m1中色渡素三時 33.2 
間平均 皮

【
原
著
】

前

回

五
五

第 四 表（A)

（第三表） 6/I 白兎 2280叉 ::i童話会引~＝5第一例

前房房水色色素素著初出現出現時間 （（分、秒）） Y～4011 尿中色色素素初出JJI時間時 6＇～10" 
前水 明時間分、相； 2＇～4011 尿中 著明白税関 7＇～1511

前 房 1k 尿 血 液
「ウフ＝

「ウラン」房水0.1掲ノ 尿中 肉 Y」I血液「ウラ
ニン」量ヲ ID=> 「ウ ラ 0.1兆ヲ ＝ン」

m量前ノ排房分間託71<.宣
一致セシ ユン｜ 色素 眼m.＝.一致

0由.1清im 時間 ムJレュ要
房色皮水内
時間 時間 的セシムJレ 左 同

セシリン 素建 排池 ユ要セシ
素度内濃色

ザル氏液 湿りンゲJレ
量 度氏液量量

（時分） （ま0 （犯） (m) （時分） （%〕（分時〉 f括） I (rn）分時 （従）(m) 
301 0.61 16.9 28.7 30' 5.0 1' ... 痕跡 市7 68 301～I 0.37 19.6 54.0 301～I 6.8 2〆 ＋ 0.5 6 7.2 73 

I～130ノ 0.30 14.6 49.7 I～I 30' 4.7 31 ＋＋ 1.0 11 7.0 71 

I 30＇～ 1r 0.30 12.4 42.3 130＇～E 4.!l 51 ＋＋ 1.3 14 6.8 G!l 

E～lf 30’ 0.20 7.1 36.6 E～JI 30〆 4.8 10’ 材十 3.!l 40 130' 十十十 5.5 56 
]f 301 ~ ]![ 014 4.5 33.1 J30 3.7 20' 廿十 6.0 61 I 廿十 4.8 49 

三時間合計 1.92 75.1 244.4 三時間会l汁29.9 30〆廿十 6.3 64 4.0 41 

＝ 時 間度 40.7 401 廿十 6.5 66 2.6 27 
平均i!

血問卒中均色素濃度三時 44.8

（第
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第 四 表（B)

（芸言書）日白兎側支
前房水色素素初出現時間 （（分、秒秒）) 1＇～5511 尿中色色素素初著出現時間日寺 6〆～1511
前房水色著明出現時間分、 2＇～ [if<中 明出現問 10’～ 511

前 房 水 尿 踊1 液
「ウラュ 1ウフユ

「ウラ ン」房水0.1立€1 尿中 肉ン！血液「ウラ
ユンj 盆一致ヲm= 「ウラ 0.1路ヲ

2前0房分水間 セジ z ンーl 色素 眼m＝一致
時間 時間 時間 的セシムノレ

ノ排f世 1排i世 ＝要セシ
量 ゲル氏液度 漫 HYゲ，L

量 度氏液量量
（時分） （ま0 （宜的 (m) f時分） (%) f分時） （銘）

30' 0.8 11.5 15.4 301 0.5 1’ 土-Li 痕跡 50' 69 

301～I 0.31 13.4 44.2 30'～I 1.5 2ノ ＋ 0.37 4.7 I 7.7 78 
I～130' 0.25 11.8 48.2 1～130’ 2.0 主’ ＋＋ 0.6 7 po’ 7.9 80 
130’～E 0.20 11.8 60.0 130＇～E 2.7 5' ＋＋ 0.8 9 I 20ノ情 7.5 76 
E～］［ 30' 0.23 9.8 43.6 I～:n: 301 1.5 10' 甘十 3.2 33 po’ 廿十 7.3 74 
J301～E 0.18 6.2 35.4 130’～E 1.2 3.9 40 I 1tt 6.1 62 

三時間合計 1.97 64.5 246.8 三時間合計 9.4 30ノ 5.7 58 49 

コ時皮間 41.1 40' 6.1 62 i 4.1 42 平均謹

Jfn.中色a素E三時i46.5 
間平均時E

， 第 六 表

（第第 五一 例表) 16/ I 褐兎 2500 

前前房房水水色色素素初出現出現時間 （（分分秒秒）) I＇～2011 尿中中色色素素初著出現出現時間 6＇～ 
著明 日寺閥 、 2＇～1511 尿 明時間 7＇～5511

前 房 7Jt 尿 血． 液
「ウフユ 「ウフ品

「ウラ ン」房水0.1事Eノ 尿中 ン」血液「ウラ
品ンJ一量致7 Illニ 「ウラ 0.1路ヲ =Y」
前房水 セシュン l 色素 目艮m＝一致

0血.1清括
時間 30分間ムJレ＝要房皇水内 時間 時間的セシムノレ 左同
量ノ排ffl!セシ一リ一シ 素謹 俳罰E ＝要セシ

内主色主
主主 リンゲJレ素皮ゲル氏液 ；量 度氏液量

量
（時分｝ fま0 （ま0 (m) （時分） (%) f分時） （路） (m) 分時 （姥） (m) 

30〆 0.53 15.6 30.4 30’ 6.1 I' 土 501 

30〆～I 0.25 9.5 39.0 30＇～ I 11.2 2〆 ＋ 1 I 廿十 3.8 3!l 

I～130ノ 0.23 7.6 34.0 I～J30' 9.3 3〆 ＋ 0.27 3.7 JlO’ tt十 3.6 37 

130ノ～E 0.18 5.2 29.9 130〆～E 10.3 51 ＋＋ 0.49 5.9 {20ノtt十 3.1 32 

E～If 30' u.n 3.2 30.1 E～J30' 9.5 10’ 刊十 1.3 14 130' ttt 2.8 2!l 

][ 301～E 0.17 2.0 12.8 J30＇～E 5.3 201 村十 2.2 23 I 廿十 2.4 25 

三時間合計 1.47 43.1 176.2 三時間合計 51.7 301 甘十 3.3 34 J30' tt十 1.4 1~ 

三中崎時浪間皮 29.4 40ノ刊十 4.0 •H I ++ 1.2 13 

帥色素三時122.1
間平均度
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績
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六
表
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第
五
表
第

一
例
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詳
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膚
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畢

的

原

則

郎

y
ノ
小

量
A

細

胞

機

能

ヲ

促

進

‘

ジ
、
精
大
量

A
抑

制

シ

、

大

量

A
麻
揮
セ
シ
メ
、
極
メ
－
ア
大
量

A
之
ヲ
破
壊
ス

Y
モ
ノ
ナ
リ
ト
セ
ラ

y
y
原

則

ニ
ヨ
レ
バ

X
線

ガ
本

能

的

－
一
刺

戟
ト
シ
ア
作
用
ス

Y
ト
言
フ
説
一
二
可
成
リ
異
論
ア
ヌ

ン
モ
、

X
線

ノ
少

量

A

一
見
刺
戟
作
用
ト
認
メ

ラ

Y

、
現
象
ヲ
起

ス
モ

ノ
ナ

Y

A
否
定

ス

Y
能

A
ザ
Y
ナ

9
0
阪
－
一
一
総
括
－
一
於
ア
逃
ペ
タ

y
d刀
如
ク
第
一
貫
験
保
件
即
ソ
ノ
放
射
量

少

キ

時

A
腹

腔

内

吸

牧
λ

概

シ

ア

促

進

セ

ラ

Y

、
モ
ノ
ナ

y
、
然
U
F

ニ
ソ
ノ
放
射
量
・
次
第
一
一
増
加
ス
M
F

時

A
尿

中

色

素

排

珊

量

A
頓
－
一
減
少
シ
、
前
房
水
及
尿
中
初
出
現

A
著
シ
ク

遅

延

セ

フ

ル
、
モ
ノ
ナ
η
ノ
。
而
シ
ア
第
一
貫
験
僚
件
－
一
於
ケ

Y
腹

壁

放

射

量

A
0・
二
五
紅
斑
量
一
一
相
営
ス

Y
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
武
田
、
結
縁
氏
等
ノ
研
究
一
一

ヨ
レ
バ
一
回
目
巴
・
以
下
ヲ
肝
臓
部
－
一
放
射
セ
バ
臆
汁
分
泌
機
能
ヲ
増
進
ス
、
換
言
セ
バ

一
同
巴
ロ
・
以

下
A

伊
豆
吉
田
宮
ナ

y
、

第
五
品
官

著
u 

「司、

原

前

国

一
回
目
巴
乃

五
五
三

〈
第
参
鏡

六
三
〉



第
五
巻

F『
原

司書
』d

前

同

T

－
五
悶

（
第
参
披

大
四
〉

至
二
回
目
己
・
放
射
A

臆
汁
分
必
ヲ
抑
制
ス
U
F

毛
後
費
増
加
ヲ
来
シ
．
二
回
目
・
巴
・
以
上
ノ
放
射
A

常
ニ
臆
汁
分
泌
機
能
ヲ
減
退
セ
ジ
ム
、
卸

出

2
5
5ぬ
色
。
田
山
田
ナ
9
ト
セ

y
。
第
一
貫
験
健
件
－
一
一
於
ケ

Y
0・
二
五
回
目
・
ロ
腹
壁
放
射
A

腹
腔
内
吸
牧
－
一
好
影
響
ヲ
輿
へ
、
腹
膜
ノ
吸
牧

機
能
ヲ
増
進
ス

Y

モ
ノ
ナ
9
、
而
ジ
ア
尿
中
色
素
排
柵
量
A

之
ヲ
冬
季
並
－
一
秋
季
平
均
排
品
川
量
ト
比
較
ス

Y
時
A

、
多
数
ノ
賞
験
例
－
一
一
於
ア
著

ジ
ク
増
加
セ

Y
ヲ
見
Y
、
印
腹
壁
ノ
X
線
照
射
ガ
腎
臓
ノ
尿
排
柵
機
能
－
一
影
響
ヲ
及
ポ
シ
、

y
ノ
少
量
放
射
A

尿
中
色
素
排
冊
．
量
ヲ
増
加
ス

y

作
用
ア
9
ト
セ
ザ
Y

4
カ
ラ
ズ
、
第
二
貫
験
僚
件
A

Y
ノ
距
離
竿
減
シ
、
放
射
時
閉
そ
亦
数
倍
セ

Y
ア
y
、
卸
第
二
貫
験
傑
件
－
一
一
於
－プ
A
放
射

時
間
長
キ
程
尿
中
色
素
排
抽
出
量
A

著
シ
ク
減
少
ス

Y
ヲ
以
ア
、
大
量
放
射
A

腎
臓
排
柵
機
能
ヲ
障
碍
ス

Y

モ
ノ
ナ
ラ
シ
、
約
言
ス
レ
バ
大
量
放

射
A

腹
膜
ノ
吸
牧
機
能
ヲ
障
碍
ス

Y
ト
共
一
一
一
尿
中
色
素
排
術
量
ヲ
減
少
ス

Y

モ
ノ
ナ

9
0
X
線
ノ
腎
－
一
及
ポ
ス
生
物
畢
的
作
用
A

動
物
質
験

ニ
ア
銃
二
多
数
ノ
皐
者
－
一
ヨ

y
y
ノ
鑓
化
ヲ
認
メ
ラ
レ
タ

y
。
べ
州
ぺ
1
及
川
刈
叶
州
、
寸
ペ
寸
ン
及
川
刈
叫
J

ノ
氏
等
て
動
物
質
験
－
一
－
プ
張

力
ナ
Y
放
射
－
一
ヨ
リ
腎
ノ
念
性
炎
症
性
出
血
上
皮
刺
股
ト
、
尿
中
二
宮
白
、
国
壊
、
白
血
球
及
赤
血
球
腎
上
皮
ヲ
認
メ
タ

y
。
又
判
4
刈
川
つ
及

判
別
判
J
川
氏
等
A

非
常
ナ
U
Y

高
線
量
四
八
日
放
射
家
兎
ノ
腎
一
一
麓
性
的
空
泡
形
成
、
絞
染
色
性
減
退
等
ノ
腎
上
皮
愛
化
ヲ
見
、
膿
47
曲
細
尿
管

f

消
失
ヲ
伴
フ
間
質
性
腎
炎
デ
招
致
ス
ト
c

之
－
一
反
シ
ベ
川
利

ηJ引
氏
A

動
物
質
験
－
一
一
於
4
7
X
線
放
射
ニ
ヨ

y
何
等
ノ
獲
化
ヲ
認
メ
ズ
ト
セ

リ
。
要
ス
Y

ニ
之
等
所
見
ノ
差
異
ヲ
見
Y
A
金
ク
線
量
附
典
ノ
保
件
ノ
一
致
セ
ザ
Y
貼
二
蹄
セ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。
叉
人
様
－
一
於
ア
プ

9
1
ド
9

氏
A

淋
巴
性
組
織
ノ
高
度
ノ
破
壊
ヲ
招
来
ス
ペ
キ
程
度
ノ
線
量
ヲ
腎
臓
－
一
附
輿
ス

Y

毛
、
腎
貫
質
ノ
獲
化
ヲ
惹
起
シ
能
A

ズ
ト
セ

9
0
ω
g
z
v
g

氏
A

念
性
腎
炎
－
一
一
定
量
ノ
X
線
放
射
ヲ
行
ヒ
、
約
一
時
制
ノ
後
利
尿
作
用
ヲ
認
メ
、
二
四
時
間
以
内
ユ
殆
ド
正
常
時
ノ
賦
態
－
一
復
蹄
ス

Y

7

認
メ
タ

y
、
故
－
一
氏
A
腎
臓
A

一
O
%ノ
線
量
－
一
ア
上
皮
機
能
ヲ
促
進
ス

Y

毛
ノ
ナ
リ
ノ
ト
セ

9
0
列
川
叶
刈
氏
A
念
性
腎
炎
三
例
－
二
定
量
ノ

線
量
ヲ
附
輿
シ
タ
Y

－
一
、
ソ
ノ
一
例
－
一
於
－
ア
奏
効
著
明
ナ
Y
ヲ
経
験
セ

y
。
X
線
照
射
ガ
尿
中
排
油
窒
素
－
一
影
響
ヲ
及
ポ
ス
モ
ノ
ナ
Y

A
、
人

慢
ラ
プ
A

回

$
2
8
8ロ
〈
『

E
S。円、同
o
F
r
w
E。
岳
、
明
白
vgpgw
回
2・
P

Y

出
品
百

r
R
E・
氏
等
ノ
報
告
ア

y
。
動
物
一
一
－
プ
A

】
皆
同
窓
口
－

F
ロ」
P

E
F
E
2
8『
戸
豆
島
－

E
B
g包
同
0
5∞吋ロ－

E
5
2・
氏
等
ノ
貰
験
的
研
究
ア

9
0
都
築
氏
ノ
貫
験
－
一
ヨ
レ
バ
局
所
線
量
三
二
%’
ユ
ジ
ア
繰

越
樫
ノ
充
血
ヲ
来
uv
、
四
八
乃
至
大
四
%
－
ご
V
9
プ
細
尿
管
上
皮
細
胞
ノ
麓
性
ヲ
来
ス
モ
ノ
ナ

7
0
街
三
二
%
放
射
後
ノ
純
過
ヲ
観
察
ス

Y

－一、



碇
後
ニ
一
於
－
Y
A
l繰
越
健
ノ
充
胤
ヲ
認
メ
、
四
八
時
間
後
↑
一
於
－
7

A
細
尿
管
上
皮
細
胞
二
明
度
ノ
鍵
性
ヲ
来
ス
毛
、
九
六
時
間
後
－
一
於
ア
常
態
一
一

復
ス

Y

モ
ノ
ト
ス
。
以
上
ノ
事
貫
ヲ
以
－
ア
鑑
ミ

Y

モ
腹
壁
ノ

X
線
照
射
ガ
腎
臓
機
能
－
一
著
シ
キ
影
響
ヲ
及
ポ
ス
モ

ノ
ナ
Y
A

想
像
－
一
難
カ
ラ

ズ
。
余
ノ
貫
験
成
績
ヲ
以
ア
ス

Y

モ
y
ノ
少
量
放
射
A

尿
中
色
素
排
品
川
量
ヲ
増
加
セ
ジ

ム
U
Y

毛
、
照
射
量
増
加
ト
共
ニ
究
第
－
一
リ
ノ
ノ
色
素
排
世

量
ハ
著
シ
ク
減
少
ス

Y
傾
向
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ

Y

7
知
y
。
惟
フ
－
一
腹
腔
内
吸
般
ヲ
促
進
ス

Y
所
以
A
腹
腔
内
腹
膜
ノ
血
管
僚
接
－
一
ヨ
Y
血
行

ノ
旺
盛
及
腸
管
熔
動
ノ
克
進
等
－
一
ヨ
ラ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。
凡
ソ
血
管
ノ
蹟
張

A
X
線
放
射
後
－
一
於
ケ
w
y

皮
膚
ノ

一
必
費
徴
候
ト
見
倣
ス
イ

キ
モ

ノ
ニ
ジ
ア
、
既
ニ
白
票
・

2
－ロ

E24・－
L
5
2－
m
o
E
E
C－g
E
P
S
長
田
、
小
池
、
西
浦
氏
等
－
一
ヨ
リ
ア
明
白
ナ
9
0

ヨ
ノ
事
賞
ヲ
以
－
ア
考

プ
w
y

モ
腹
壁
放
射
ガ
腹
膜
ノ
血
管
ノ
礎
張
ヲ
縛
分
ナ
η
ノ
ト
モ
招
来
U
J

能
A

ズ
ト
否
定
ス

Y
モ
ノ
ア
ラ
ザ
Y
ペ
シ
、
然
レ
ド
モ
腹
壁
放
射
ガ
果
uv

－
プ
腸
管
鳴
動
ヲ
充
進
ス

Y
ヤ
否
ヤ
ヲ
論
議
セ
ラ
レ
タ
Y
ヲ
聴
カ
ズ
。
腸
管
一
一
封
ス

Y
作
用
－
一
関
シ
ア

A

一
九

一
二
年
宮
山

pz－
z
a
5
J
E－

F
2
6
g
p
m
g
氏
等
A

犬

一
ア
肝
臓
、
牌
臓
ヲ
防
禦
シ
、
一
一
粍
ノ
「
ア
ケ
ミ
ニ
ク
ム
」
板
－
一

ア
減
過
シ
、
二
五
糎
ノ
距
離
ヨ

y
一
O
H
ノ
線
量
ヲ

輿
ヘ
タ
Y

一
一
．
下
痢
出
血
ヲ
来
シ
、
腸
管
上
皮
細
胞
ノ
萎
縮
消
失
ヲ
招
来
シ
得
タ
ソ
ト
。
其
他
同
⑦
ニ
2
・
F
E
d－
」
吉
田
区
民
氏
等
ノ
研
究
ア
9
0

都
築
氏
二
回
腸
部
－
一
一
於
ア
粘
液
分
泌
機
能
著
ジ
ク
充
進
セ

Y

モ
ノ
多
シ
、
剖
X
線
ヲ
放
射
セ
wF

貫
験
動
物
ガ
放
射
後
下
痢
ヲ
来
シ
易
キ
A

先
人

ニ
ヨ
リ
ノ
ア
確
認
セ
ラ
レ
タ
Y
所
ナ
レ
ず
モ
、

y
ノ
下
痢
ガ
果
シ
ア
腸
管
樗
動
ノ
充
進
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
ナ
U
Y

カ

俄

－一
之
ヲ
断
定
ジ
能
A
ザ
Y
所
ナ

9
0
故
ニ

X
線
ノ
腹
壁
放
射
－
一
ヨ

p
y
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
タ
Y
凡
，
プ
ノ
内
臓
器
官
刀
、
ソ
ノ
生
活
機
能
ノ
充
進
或
A

抑
制
－
一
ヨ
リ
ノ
、
腹
院
内
へ
注

入
セ
ラ
レ
タ

Y
「
ウ
ノ
ヰ
ノ
ニ
ン
」
液
ノ
吸
牧
－
一
叙
上
ノ
如
キ
興
味
ア
Y
影
響
ヲ
及
ポ
セ

Y

モ
ノ
ト
結
論
ス

Y
ヲ
可
ト

ス
。

第
六
筒

結

論

一
、
家
兎
腹
壁
ニ

X
線
ノ
少
量
放
射
（
約

E
z－
－
山
己
・
）
ヲ
行
プ
時
て
腹
腔
内
「
ク
ラ
ニ
ン
」
扱
牧
ヲ
著
シ
ク
促
進
シ
、

尿
中
色
素
ノ
排
附
量
ア

増
加
セ
シ
ム

Y

モ
ノ
ナ
η
ノ。

二、

X
線
放
射
量
ノ
．
究
第
－
ご
一
増
加
ス
y
ト
並
ハ

ノ
ナ
リ
ノ
。

第
五
島
せ

F司
原

著
』A

前

国

五
五
五

（第
参
競

六
五
）



第
五
巻

r『
原

著...... 

前

国

五
五
六

（
第
参
時
制

六
六
〉

第
＋
玉
章

第
一
節

腹
腔
内
臓
器
－
一
一
於
－
プ
A
寸
前
ソ
ノ
生
理
作
用
誼
ニ
「
ピ
オ
ロ
ギ

l
」
y

一
定
セ
ザ
Y

モ
ノ
ノ
中

ニ
毛
、
大
網
膜
ノ
如
キ
A

蓋
ジ
最
モ
紳
秘
的
ナ
U
F

モ
ノ
ト
謂
ア
ペ
ジ
ヲ
古
往
今
来
幾
度
カ
大
網
膜
ノ
機
能
－
一
開
ス

Y
研
究
A

企
劃
セ
ラ
レ
、
空
シ
ク
失
敗－－
7

Y

ノ
己
ム
無
キ
ユ
至
レ
リ
。
今
其

大
要
ヲ
摘
記
セ
ン
－
一
、

c
g
Z
4
r
z
z
氏
（
ミ
一
。
二
大
網
膜
ノ
機
能
－
一就
－
プ
叙
シ
ア
言
ク
、
（
一
）
大
仰
が
膜
A

消
化
ノ
各
時
期
－
一
一
炉
、
47
胃
誼
一

腸
管
ノ
血
量
ノ
均
衡
ヲ
保
ヅ
ペ
キ
血
液
貯
戒
所
ト
ナ

y
、
（
二
）
此
貯
蔵
者
ト
シ
ア
血
液
形
態
的
世
ニ
化
蜂
的
成
分
ヲ
保
有
シ
、
以
ア
病
鐙
ノ
際

之
ヲ
償
ヒ
、
会
一
）
腹
腔
ノ
熱
保
護
器
ト
ナ
y
、
（
四
）
腹
修
内
ニ
於
ケ
Y
警
官
ト
ナ
Y

ト
セ
y
o
Z
2
－1
：
戸
巴
e
c－
－
－
及
三
＝
－
－
c
氏
等
A

大
網
膜

ノ
吸
牧
力
A

非
常
－
一
大
ナ
Y

モ
ノ
ナ

9
ト
シ
。
又
ヨ
よ
｝
7
2
氏
ニ
ヨ

γ〆
腹
腔
内
吸
牧
－
一
際
ジ
ア
A

大
網
膜
表
面
－
一
匹
敵
ス
M
F

モ
ノ

ナ
シ
ト

遁
ペ
タ
リ
。

ELO司
2
・
rc］向。｝・氏
A

大
網
膜
A

高
度
ノ
穆
出
及
吸
牧
作
用
ヲ
促
進
し
γ

、
喰
商
作
用
ヲ
餐
ム
ト
。

大
網
膜
切
除
ノ
腹
腔
破
牧

Z
Rポ
ス
影
響

序

冨

Z
2
5
5
氏
A

大
網
膜
自
身
、

就
中
レ
ノ

1
氏
結
節
A

細
菌
及
墨
汁
、
朱
汁
等
ノ
徴
物
ヲ
概
取
ス
ト
。
又
金
井
、
大
村
氏
等
A

成
作
菌
A

非
成
作
菌

－一
比
ジ
迅
速
－
一
且
多
量
－
一

大
網
膜
ニ
縮
取
セ
ラ

ν
、
大
網
膜
中
ヨ
リ
消
失
ス

Y

コ
ト
蓮
カ
ナ

y
ト。
L
C
2
1
2

氏（－

08
）
A

肺
炎
商
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
大
網
膜
及
横
隔

膜
腿
質
部
品
無
敷
ノ
菌
ノ
附
着
セ

Y

7
認
メ
、
ソ
ノ
吸
収
経
路
ヲ
間
明
－
一
セ
リ
。
鈴
木
氏
A

大
制
膜
ノ
淋
巴
管
ヲ
検
シ
、
腹
腔
内
f

図
形
鱒
A

淋
巴
路
ヨ
リ
吸
牧
ナ
U

F

Y

ト
。
匂
－

F
三
戸
氏
（
巴
ニ
ズ
腹
腔
内
ニ
葡
萄
蹴
球
菌
．
蓮
鎖
吠
球
菌
、
大
腸
菌
、
精
核
商
、
牌
脆
痘
商
及
墨
汁
等

ヲ
注
入
シ
、
二
十
四
時
間
ノ
後
撲
殺
検
索
セ
シ
－
一
、
大
網
膜
A

最
モ
ヨ
グ
之
等
ヲ
吸
牧
ジ
、
横
隔
膜
ノ
中
腿
質
部
A

之
－
一
比
U
J

造
カ
ニ
劣
レ
リ
ノ

ト
。
回
3
5
2ロ
氏
－
一
ヨ
レ
バ
貫
験
的
ニ
大
網
膜
ヲ
切
除
ス
山
戸
時
A

照
類
液
ノ
腹
腔
内
吸
牧
A

非
常
－
一
間
害
セ
ラ
レ
、
約
三
分
ノ
一
ヲ
減
ズ
ト

セ
y
。
然
Y

－
一
竹
村
氏
A

化
膿
球
菌
ノ
家
兎
腹
膝
内
－
一
一
於
ケ
Y
運
命
－
一
就
4
7
日
ク
、
軍
紘
大
細
胞
及
上
皮
細
胞
A

大
剣
勝
ヲ
胡
除
シ
タ
Y
家
兎

－一一於－
7

A

健
常
家
兎
－
一
比
シ
、
ッ
ノ
出
現
数
及
出
現
時
期
－
一
一
於
ア
何
等
ノ
相
違
ヲ
有
セ
ズ
、
喰
商
現
象
等
－
一
閥
シ
e

プ
A

大
網
膜
ノ
有
ス

Y
作
用

A

従
来
諸
家
ノ
信
d
t
y
如
ク
シ
カ
ク
重
要
ナ
U
F

毛
ノ
ニ
非
ズ
ト
シ
、
叙
上
諸
家
ノ
研
究
ヲ
駁
セ
リ
。
以
上
ノ
業
績
A

大
網
膜
機
能
－
一
閥
ス

Y

一

端
ニ
過
ギ
ザ
Y
毛
、
大
網
膜
ガ
細
蘭
誼
一
墨
汁
等
ノ
固
形
鴨
ノ
吸
牧
－
一
一
於
ア
同
o
o
y

氏
並
－
一

A
7．
井
氏
ノ
主
張
ス
U
Y

ガ
如
キ
横
隔
膜
ヲ
凌
駕
ス



ぺ
キ
腹
腔
内
吸
牧
ノ
最
モ
重
要
ナ
M
F

地
位
ア
占
ム
M
F

モ
ノ
ナ
w
F

ヤ
A

俄

一一
之
ヲ
信
ズ

Y
能
A

ザ
Y

毛
、
少
ク
ト
モ
腹
腔
殴
牧
ノ
一
一
棋
器
ナ

Y
A
疑
ノ
傍
地
ナ
キ
モ
ノ
ノ
如
シ
。
鶴
ツ

ア
大
網
膜
d
p
液
健
成
分
ノ

吸
牧
ニ
際
シ
如
何
ナ
Y
債
値
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ

ナ
Y
カ
、
叉
大
網
膜
ノ

存
否
ガ
腹
腔
ノ
吸
牧
－
一
如
何
－
一
影
響
ヲ
奥
ア
Y
カ
ニ
就
キ
研
究
セ

Y

モ
ノ
A

唯

Hr・2
5
5
氏
ア

Y

ノ
ミ
。
余
A

腹
腔
内
へ
「
ク
タ
ニ
ン
」

液
ヲ
注
入
シ
、
大
網
膜
ノ
存
否
ガ
ソ
ノ
吸
牧
蓮
度
設
－
一
吸
牧
量
－
一
於

ア
如
何
－
一
影
響
ス

Y
ヵ
、
又

F
・0
－
zpE
氏
ノ
設
A

果
シ
ア
是
認
シ

能
ア
ペ
キ
モ
ノ
ナ
Y
カ
ヲ
解
決
セ
ン
ト
欲
ス
。

第
二
筒

法

賓

輪

方

中
等
大
／
家
兎
ヲ
仰
臥
位
＝
固
定
シ
、
上
腹
部
ヲ
務
毛
シ
、
正
中
切
開
ノ
毛
ト
品
開
腹

シ
、
帥
肝
臓
並
Z

国商

品
附
着
セ
ル
大
網
膜
ヲ
衆
ク
切
除
シ
、
政
墜
ハ
ア
ヲ
二
重

＝
閉
鎖
セ

凶

y

。此際
細
心
ノ
注
意
ヲ
以
テ
可
及
的
血
管
／
損
傷
ヲ
漣
ヶ
、
操
作
ハ
凡
テ
無
関
的
－
ニ
行
ヒ

タ
リ
、
其
後
月
払
跡
ヲ
経
過
シ
、
術
前
．
術
後
ノ
怪
童
＝
大
差
ナ
夕
、
健
康
扶
態
－
－
異
常
ナ

キ
コ
ト
ヲ
確
メ
タ
ル
後
木
賞
験
7
施
行
ス
ル
コ
ト
ト
セ

p
p

第
三
節

責

験

成

績

第
五
念

F『

原

著
........ 

自可

国

大綱膜切除／腹腔吸牧＝及ポスJ影響

第 一 表

f?IJ 1 II卒均

大網綱膜膜切除ノ月日 11i 26/XI 24/Xlf 24/XI 24/XI 24/X! 
大 切除時／穏重（支） 240。0 2500 2200 2200 2180 2180 

貸 験 月 日 2/Xl 25/I 31/XI 24/I 8/I 26/ I 
一一一一一
31 25 30 7 31 15 33 

2250 2300 2400 2130 2000 2000 1800 
寸百了寸6o:-寸 Iτ－f50す「 15° 12° 
4.5 4.6 4.8 4.2 4.0 4.0 3.6 
38° 3!l0 38。 38° 39° 39。 39° 

I仁4011l'-4511 11-46・' 

4L  

301 

6l.5 40.0 
61-2ろん6人35116’－2411 

rmv~「.5 一一－－1一一一す而ア
11.3 
日茄7

.s.2 l.o 1芯5 8~8 11.2 8.5 
23.3 13.8 26.5 40.8 32.6 43.2 38.6 日主主一 一一一 一 ，＿一一一一ーーー
一 土ー＋ー
1.5 + 2.8 3.5 士 ＋〒 ] .1 

す計23.61吉21.~ 40' 50' 
50’ 50' 501 

102 「宍「 74 64 76.4 
28 18 26 10 20 」~

血中色素三時間'fl均濃度（m) 34.5 46.5 I 43.4 33.9 36.9 34.3 

五
五
七

（
第
参
競

六
七
）



第

（第一表）判I白兎 2000京
第五例I24/Xll （大綱膜切除）
部'IE事水色素初出現時間 （分、秒） Y～50" 
前房水色素著明出現時間（分、秒） 2＇～1011 

表

尿中色素消失 28/ IC士）
血中色素消失 25/ I （一）
尿中色素初出現時間 V～10ケ
尿中色素著明出現時間 7＇～5511 

一一
ン
説
明
何
色
漣

吋一

h
＝
血

ι内
素
度
子
一

昌
一液

7
致
ル

シル一

一

ラ
血
純

一
ム
セ
ゲ
一
量
）

ウ

1
1
－
シ
要
ン
一
波

臼

一
祉
「
ン
O

m
セ
＝
リ
一
氏

一

一J
一

肉

眼

的

濃

度

一

一

一

間

寺

一

一

時

分

一

」
l
吋

l到
l
制

l
l
ld

一

尿

色

排

量

。

一

昼

間

分

一

七

寸

一

一

時

ω一

一

札

口

問

一

制

止

一
引
「
－
一
房
色
皮
（
一

水
－叫
利
引
叫
到
判
制
｜

」

一打
順
刊
恥
い
け
一
崎
一
側
一

了
ン
量
一
ム
セ
ゲ
一
畳
一

房
一J
つ
り
水
酬
制
1
1
1
1いい
と

一

ウ

ン

房

分

排

路

一

一Ir
－－前
－凶
ノ晶
ー
－

前

一

間

約

一

一

時

伸

一

液

主主

30〆

301~ I T lttti 7.71 

015 I ',:I f ：：：~ l~I ；~ 
33 1][30'1出：；I::I 

1.85 

0.91 

42.0 I 23.7 I 30' I 2.7 

55.3 I ai.s 1 3o’～I I s.s 
29.5 I 49.41 I～130’I 7.7 
23.8 I 38.8 l I 30＇～］［ I 5.7 

1' lー

γ ｜土

3ノ I+

5〆｜＋＋

I～130ノI0.61 
130＇～Jr I o.63 
E～lf 30' I o.5s 
J30＇～E I o.2s 

三時間 ！4.81 
合計｜

三時間 l
平均濃度｜

1.5 

15.9 I 28.4 I r～I 30' I 3.4l 101 ltt十
3.8 I 17'5 I I 30’～111 I 4.31 20〆｜怖｜
' －一 一一 1 ・ ' 

170.3 I仰 6I言吋罫｜担6l30' I耐

3.2 

4.5 46 

6.4 65 I ][ 30'1併I3.11 32 

75 I ll I併！2.5! 26; 
耐中色素三時14341 
間平均i~唆 1 •u•• 

40’ ｜廿十36.6 7.4 

第 ー一ー 表

例 I ｜第1時2問3主炉坤5蛾｜付験
大網膜切除月日 19/Xl 

切除時 J 櫨重 2500 

貸 験 16/Xl 
。 。 。

月 日 26/Xl 4/.xn 19/Xi 18/I・17/ I 

賞験時 ノ煙 室 2500 24'60 2350 2400 2250 2150 

切日数除ヨ 9jま験7 デノ経過 7 15 30 60 90 

「ウヲニン」波注射盈（耗） 5.0 5.0 4.7 4.8 4.5 4.3 

注射時「ウラ ＝Y」液混（C) 38° 39° 38° 38。 39。 38° 

前房水色素初出現時間（分割；） 11-2511 5911 1’－201' I'-58'1 F-4911 2ん10"
尿中色素初出現時間（分秒） 11-5211 41-8〆ノ Sん5611 5'-40ザ 6'-30'1 71-1011 

尿中色素三時間排池最（%） 55.2 44.5 38.6 25.3 

第
五
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〉



第
四
節

責
験
成
績
綿
括

第
一
表
ハ
大
網
膜
ヲ
切
除
シ
、
一
週
乃
至
三
十
三
日
ノ
経
過
後
ノ
賓
験
例
品
シ
テ
、
ソ

ノ
大
多
数
ハ
冬
季
昌
於
テ
セ
ル
モ
／
ナ
日
。
此
成
績
ヲ
一
悠
ス
ル

ユ
大
綱
膜
切
除
後
、
日

倫
浅
キ
モ
／
ハ
房
水
、
尿
、
血
液
初
出
現
並
＝
…
排
粧
品
且
ハ
之
ヲ
冬
季
標
準
平
均
品
比
ス
ル

時
ハ
著
シ
ク
促
準
増
加
セ
ル
ヲ
見
ル
。
然
ル
ユ
一
切
除
後
一
箇
月
ヲ
経
過
セ
ル
症
例
品
於
テ

ハ
殆
ド
ソ
ノ
差
異
ヲ
認
メ
難
キ
モ
ノ
ア
ル
モ
、
一
般
一
一
初
出
現
ハ

遅
延
シ
、
排
粧
品
品
川
精

々
減
少
ス

ルノ
傾
向
ヲ
有
セ
リ
。
第
二
表
ハ
第
一
表
ノ
第
五
例
品
シ
テ
切
除
後
一
箇
月
－
－

シ
テ
貸
験
ヲ
行
ヒ
夕
日
、
ツ
ノ
成
績
ρ

冬
季
標
準
例
ト
殆
r
一
致
シ
・
尿
中
色
索
、
ハ
五
日

目
＝
シ
テ
殆
ド
ソ
ノ
痕
跡
モ
認
メ
ズ
、
血
液
内
色
素
ハ
ニ
0
時
間
昌
シ
テ
消
失
λ

。

第
三
表
ρ

大
網
膜
切
除
前
＝
於
テ
房
水
、
尿
中
色
素
初
出
現
ト
尿
色
素
排
池
量
ヲ
測
定

シ
（
第
一
策
験
〉
，
夏
－
一
一
同
一
家
兎
＝
テ
切
除
後
一
週
間
一
第
二
賓
験
＼
一
主
日
（
第
三
賀

験
）
、
三
O
日
（
第
四
貸
験
）
、
ム
ハ
O
日
（
第
五
賞
験
〉
、
九
O
日
（
第
六
貧
験
）
－
一
於
テ
各

々
同
様
／
貸
験
ヲ
試
ミ

シ
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル
－
7
本
質
験
ハ
同
一
家
兎
品
於
テ
十
一
月
中
旬

ヨ
H
翌
年
二
月
中
旬
三日
Y
一
一
一
箇
月
／
終
過
－一於テ
施
行
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
季
節
ノ
感

作
品
ヨ
リ
初
出
現
並
三
尿
中
色
素
排
排
他
盆
品
差
異
ヲ
生
ズ
ル
モ
ノ
十
レ
パ

、
木
成
績
7
・以

テ
一
機
＝
之
ヲ
断
定
シ
能
ハ
ズ
ト
雄
、
大
様
－
一
於
テ
大
網
膜
ノ
切
除
ガ
如
何
－
一
影
響
ス

ル

モ
f

ナ
ル
カ
ヲ
窺
知
ス
ル
ヲ
得
ン
。
却
大
網
膜
切
除
後

一
週
日
＝
於
テ
ハ
切
除
前
品
比
シ

ソ
ノ
吸
取
著
シ
ク
佳
一艮
ト
ナ
p
、
十
五
日
後
ハ
正
常
一
一
近
夕
、
一
筒
月
後
＝
於
テ
ハ
粉
々

遜
延
セ
ラ
レ
、
二
箇
月
後
ρ

次
第
－
一
退
延
減
少
セ
P
。
尿
中
色
素
排
沈
量
モ
亦
日
月
／
経

過
ト
共
－
一
ソ
ノ
排
池
量
ヲ
次
第
ユ
減
少
セ
リ
。
コ
ハ
冬
季
＝
肉
ヒ
シ
然
幾
分
ハ
季
節
ノ
感

作
ユ
ヨ
ル
ナ
ラ

ン
モ
、
主
ト
シ
テ
大
網
膜
／
切
除
昌
ヨ
P
ソ
ノ
吸
牧
ノ
阻
害
セ

ラ
レ
n
F

ル

＝
ヨ
ル
ナ
ラ

ン。

第

五

節

考

大
網
膜
ヲ
切
除
セ
シ
ニ

A
開
腹
ヲ
施
行
セ
ザ

Y
ペ
カ
ラ
ズ
、
然

Y

－
一
開
腹
ノ
議
備
的
操
作

A
腹
腔
ノ
吸
牧
－
一
大
ナ

Y
影

響

ヲ

及
ポ
ス
モ

ノ
ナ

リ
。
国

g
g・
氏

A
開

腹

A
腹
腔
ノ
吸
牧
能
力
ヲ
甚
ジ
ク
低
下
ス
グ
’
屯
ノ
ζ

シ
ア
、
腸
管
ヲ
弄

y
タ

Y
時

A
特
－
一
著
シ
ト
。
ヲ
－
gF
氏

モ

亦

開

腹
A

腹
膝
ノ
吸
牧
ヲ
著
シ
ク
減
少
シ
、
又
色
素
ノ
排
油
守
遅
延
ス

Y
モ
ノ
ナ

y
ト
。

2
5
5
0己
コ
・

F
－5
5・
氏
等
モ
亦
開
腹
直
後
乃
至
一
時

竿
ニ
於
ア
腹
腔
－
一
沃
度
加
里
ヲ
注
入
シ
、
尿
中
出
現
－
一
ヨ
ヲ
ソ

f

吸

牧

ノ
遅
延
セ
グ
’
ヲ
見
タ
η
ノ
、
而
シ
ア
コ

A

尿
中
出
現
ノ
・遅

y
y
ニ
ア
ラ
ズ

シ
ア
寧
消
失
ヲ
遅
ク
ス
ト
、
然

Y
－一

ωuω
－AF
乃

至
A

F

】＼凶
時
間
ノ
経
過
－
一
一
於
－
プ

A

Y
ノ
出
現
消
失
λ

普
通
ナ

y
ト

。

余

A
開
腹
大
網
膜
ヲ
切
除
後
一

週
、
十
五
日
二
箇
月
後
等
ェ
於
テ
「
ウ
ノ
ヰ
ノ
ユ
ン
」
液
ノ
殴
牧
試
験
ヲ
行
ヒ
タ

Y
－
一
、
切
除
後
目
前
浅
キ
時

A

Y
ノ
腹
腔
内

吸

牧
λ

正
常
ヨ

P
モ

寧
佳
良
ナ
y
d
N
加
ク
二
箇
月
後
－
一
於
－
プ
A

次
第
－
一
不
良
ト
ナ
U
F
O

開
腹
直
後
A

腹
腔
等
ノ
急
減
－
一
ヨ
リ
J
Y
ノ
吸
牧
ヲ
障
碍
ス
U
Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン

モ
、
一
週
後
ニ
於
ア
却
ッ
ア
吸
牧
ヲ
良
好
ナ
ラ
シ
ム

Y
A
、
恐
ラ
ク
開
腹
一
一
ヨ
リ
ノ
一
時
的
－
一
腹
腔
内
臓
器
官
ノ
血
液
循
環
ヲ
佳
良
ナ
ラ

シ
メ
タ

Y

ニ
ヨ

Y
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ヵ
。
練
ッ
ア
大
網
膜
ガ
腹
腔
吸
牧
－
一
於
－
プ
重
要
ナ

Y
位
置
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ

Y
A
今

日

誰

シ
モ
疑

A
ず
Y
所

ナ

y
。
之
－
一

按

第
五
巻

省
』d

隠
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原

前

五
五
九

（
第
多
波

六
九
）
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第
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開
シ
－
プ
A

銃
一
一
序
言
二
通
タ
Y
如
ク
ヨ
ロ

r
F
回

g
g
g
p
開
店
江
コ
－

F
E
W
F
S
W
E
8
5
氏
等
A

大
網
膜
A

腹
腔
吸
牧
ノ
最

モ
橿
要
ナ

y
器
嗣
－
一
シ
ア
、

y
ノ
作
用
A

横
隔
膜
ヲ
凌
駕
ス
ト
セ
U
Y

ア

y
。
金
井
氏
ノ
如
キ
モ
大
網
膜
ヲ
以
－
プ
腹
腔
内
吸
牧
ノ
最
モ
重
要
ナ
Y
地
位
ヲ
占

ム
モ
ノ
ト
思
考
セ

9
0
然
Y

ニ
竹
村
氏
ノ
ミ
λ

喰
菌
現
象
等
－
一
関
シ
大
網
膜
ノ
有
ス

Y
作
用
A

従
来
諸
家
ノ
信
ゼ
y
d
N
如
キ

重
大
ナ
Y

毛
ノ

ニ
ア
ラ
ザ
Y
ヲ
主
張
シ
、
先
人
ノ
準
設
ヲ
駁
セ

y
。
者
。
関
口
2
・
氏
ノ
研
究
ユ
ヨ

ν
バ
大
網
膜
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第 ー 表ー

（第第 一四 表例）） 4/"XI 白兎 1900瓦 3/X[ 紳雨側経横切隔飯膜（血尿中中色色霊紛消失失 明5J:X1~土－5 川（ー｝
前前房房水水色色素素著初出明現出現時間時間（（分分，， 秒秒51イr～～4~，七f 尿中色色素素著初出現出時間 6'-20" 

＊中 明現時間 7'-

前 房 7K 尿 血 液

｜五 P引tユMシLJ 
「ウラ J房水0.1姥ノ 尿中 肉シ」血
ニンJ 7m=-「ウラ 0.1姥

8前0分房間1K 致セシ ーン」内 色素 目艮m＝－ー
時 間 ｜ムノレ品要

房皮色素水ii 
時間 時間的セシム 左閥

量／；俳it!!:セシ一りン一 排司E ニ要セシ内色滋

ゲJレ氏液
量

濃 9＇.／ゲル震

量
度氏液:.W:

（時分） （耗〉 （施） (m) （時分） (%) （分時〉 （路） (m）.分時 （路） (m) 

30' 0.41 15.1 3i.8 30〆 6.5 I' 土 50’情 10.61107 

30＇～ I 0.53 41.5 79.3 30＇~ I 9.1 2' ＋ 0.6 ” I I 廿十 10.0101 

I～J30' 0.27 13.5 51.0 I～{30' 9.1 3' ＋＋ 1.0 11 poノ廿十 8.4 85 

130＇～E 0.20 7.9 40.5 130〆～E 8.2 5' 廿f 2.7 28 I 201 tt十 8.1 82 

E～130' 0.19 5.8 31.5 E～lf :JO' 5.2 10' 甘十 4.5 46 {30' 村十 6.!l 7< 

J30'～E 0.15 3.5 24.3 ][ 30ノ～E 2.9 20' 廿f 8.7 88 ][ 村十 4.4 45 

三時間合計 1.75 87.3 264.4 三時間合計 40.8 30〆廿十 9.8 99 J30ノ十什 3.2 33 

平三均時濃度間 44.1 40' 廿十 11.2 113 Dr 廿十 2.7 28 

胸中均色素喫三時58.9 
間平 度

門
原
著
】

前

回

五六

第 四 表

（第三表） irn格（隔見側様18階00膜ヌ紳経切断） 尿血中中色色素素消消失失 10/:xl（土〉第二例

前房房水水色色素素著初出現尚現時間 （（分分，秒秒）） 2〆～ 8" 尿中色素素初出現出時間時 6’～21" 
前 明 時間， Y～20" 尿中著色明 毛見 開 7〆～ 7"

前 房 7K 尿 血 液

「ウ水ヲ，...，，’Jウ房ラ水＝10.1括ノ
「ウフエ
肉ン」血液「ウラ

ユン 量7m＝－「ウラ 0.1括ヲ 品Y」

う震前軍房 一致包シ＝－ :y J 色素 目艮m＝－一致
0血.1清沌

時間 間lムJレ＝要房色度素＊温内 時間 時間 的セシムJレ 左 同
f世セシリン 排f世 ＝要セシ

素度内濃色
ザFレ氏液

量
滋 リンゲFレ

量
皮氏液量

（時分） （耗） （括） (m) （時分〉 (%) （分時） （立f;) (m) 分H寺 （銘） (m) 

30' 1.71 49.7 30.1 301 I' 

主｜

i部
30＇，..・》I 1.03 42.5 42.3 30＇～ I 12.3 2〆

跡極8痕.'2 
3.8 39 

I～J30' 0.71 18.8 27.5 I～{30〆11.6 3〆＋ 0.22 3.3 34 

{30ノ～E 0.88 18.8 22.4 130ノ～E 10.4 5〆 ＋ 0.6 7 2.6 27 

E～］［30ノ 0.61 6.9 12.3 I～］［ 30' 4.5 10' ＋＋ 1.7 18 2.7 28 

][ 30〆～E 0.65 4.4 7.8 ][ 30〆～E 4J1 201 廿十 3.1 32 I 廿十 2.1 22 

三時間合計 5.59 141.1 142.4 三時間合計 51.1 301 廿十 3.4 3t> ][ 30' 情 1.8 l!l 

三平均時池皮間 23.i 40' 廿十 3.4 

血中色素濃三度時21.5
間平均

（
第
参
競

七

、ー’



第
五
巻

著
L」

前

凪

F『
原

• 穴 表

（第五表）刊白兎 2200 尿中色素素f消曲、失失 llJ:xr~－） 
第三例 4/XI. （左側桜橋膜神経切断） 、、 血中色 6/X[ー〉

前房水色素初出現時間 (lt，秒） 1＇～35" 尿中色色素素著初出現出現時間 6＇～2011 
前房水色素著明出現時間（分，秒） 2＇～4511 尿中 明時間 7＇～1511

前 房 * 尿 血 液
「ウラ＝

「ウラ ン」房水0.1捉ノ 尿中
肉
シ.IJ血液「ウラ

＝ンJ量ヲm=-「ウラ 0.1路ヲーy」
前房＊一致セシ品ン」

時間色素 時間
日艮m＝－一致0血.1清銘

時間 30分間ムル＝要房1il,内
自包
セシム Jレ 左岡

ノ排f世セシPン色素I! 俳池 ＝要セシ皮素内滋色
量 ~氏設皮 浪 9 yゲル

量 度氏液量

（時分） （路）量（銘） (m) （時分） (%) （分時） （銘） (m）分時 （姥） (m) 

30’ 0.44 4.9 12目1 30ノ 3.8 1〆 土 50' l怖 8.7 88 

30＇～I 0.23 7.6 34.0 301～I 5.6 2' ＋ 0.06 1.6 I tit 8.3 84 

I～130' 0.18 9.3 52.7 I～130' 6.2 Z’ ＋ 0.34 4.4 IIO’ tit 8.0 81 
130'～I 0.17 !l.0 53.9 I 30＇～E 5.9 s’ ＋＋ 0.8 9 7.6 77 

I～J30’ 0.16 8.4 53.5 E～J30' 4.5 10' 甘十 1.7 
J3o"～E 0.18 7.5 42.7 ] 30ノ～E 3.5 20' 骨十 3.0 31 5.8 59 

三時間合計 1.36 46.7 248.9 三時間合計 29.5 30〆 廿十 4.6 47 4.9 50 

平三均時温度間 41.5 40ノ廿十 5.3 54 3.5 3€ 

＝日寺
平盟盤i. 44.1 

五
六
回

〈
替
市
多
務

七
四
）

第
四
筒

寅
騒
成
績
綿
括

木
賞
験
ハ
悉
ク
十
一
月
、
十
二
月
ノ
季
節
－
T
於
テ
行
ヒ

タ
p
。
第
一
表
ハ
雨
側
横
隔
膜

紳
経
ヲ
撚
除
シ
、
翌
日
吸
収
試
験
7
施
行
セ

ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
眼
前
房
水
、
尿
、
血
液
内

初
出
現
ハ
之
ヲ
十
一
月
・
十
二
月
＝
於
ケ
ル
標
準
例

ユ
比
較
見
ル
時
ハ

著
明
ナ
ル
湿
延
ヲ

見
ル
モ
、
ソ
ノ
排
池
盆
並
＝
血
液
内
濃
度

ハ
寧
粉
増
加
ス

ル
ヲ
見
ル
。
要
ス
ル

＝
ソ
ノ

出
現
ハ
著
シ
ク
週
延
ス
ル
モ
、
ソ
／
後
ノ
経
過

品
ヨ
ル
吸
牧
量
ハ
反
封
一
新
増
加
ス
ル
モ

ノ
、
知
シ
。
第
二
表
ハ
第
一
表
第
凶
例
ノ
詳
認
ナ

p
。
第
三
表
ハ
爾
側
横
隔
膜
神
経
ヲ
撚

除
シ
、
九
日
、
十
日
ノ
後
吸
牧
試
験
ヲ
行
ヒ
9
ル
モ

ノ
＝
シ

テ
、
稔
重
1
著
シ
キ
減
少
ト

身
健
／
樵
伴
ヲ
見
ル
、
前
房
水
、
尿
．
血
液
内
色
素
出
現
ρ

著
シ

ク
遅
延
シ
、
ソ
ノ
排
液

量
孟
毛
亦
草
告
別
ナ
ル
滅
φ
ア
ロ
、
卸
ソ
ノ
吸
牧
ハ

著
シ
タ
阻
害
セ
ラ
ル
、
ヲ
見
ル
。
第

四
表
ハ
第
三
表
第
二
例
／
詳
記
ナ
リ
。
第
五
表
ハ
偏
側
（
左
側
）
ノ
桜
鴎
膜
紳
経
ヲ
燃
除
セ

ル
賓
験
例
－
－
シ
テ
、
ソ
ノ
前
房
水
．
尿
、
血
液
内
出
現
並
立
俳
稚
量
ハ
操
作
ヲ
施
サ
ゾ
ル

標
準
例
ユ
比
シ
殆
ド
遜
色
ヲ
認
メ
離
シ
。
第
六
表
ρ

第
五
表
第
三
例
ノ
詳
詑
ナ
p
o

第

五

節

考

按

以
上
ノ
賓
駿
例
ヲ
見
山
て
一
横
隔
膜
紳
経
ノ
偏
側
ヲ
撚
除
ス
レ
バ
、

脱
路
内
「
ク
ラ
ユ
ン
」
液
／
冊
以
牧
－
一
一
於
－
ア
初
出
現
時
間
放

－一
排
柵
一貴
A

何
等
操
作
ヲ
施
サ
ザ
Y
正
常
例
ニ
比
ジ
運
庭
ヲ
見
難
シ
。
帥
横
隔
膜

紳
経
A

偏
側
ヲ
撚
除
ス

Y

モ
腹
腔
ノ
吸
牧
－
二
殆
ド
影
響
ヲ
奥
ヘ
ザ

U
F
d
N

如
シ
。
横
隔
膜
紳
経
ヲ
偏
側
切
断
ス

Y

毛
、
横
隔
膜
ノ
運
動
機

能
ニ
A

外
観
上
著
明
ナ
Y
呼
吸
蓮
動
ノ
襲
化
ヲ
認
ム
w
F

能
A

ザ
U
F

毛

正
常
時
二
比
シ
多
少
ノ
影
響
A

ア
Y

モ
ノ
ノ
如
シ
。
然
w
F

－
一
南
側
ア

撚
除
ス
山
戸
時
A

特
異
ナ
M
Y

胸
式
呼
既
ヲ
替
ミ
、
季
肋
部
ノ
上
下
運
動



A

著
明
ト
ナ

y
、
之
ガ
タ
メ
腹
腔
内
臓
器
A

他
動
的
－
一
著
シ
ク
上
下
－
一
運
動
ス

Y

ヲ
透
視
シ
得
M
Y

ナ
9
0
雨
側
撚
除
一
日
後
三
，
ク
タ
ニ
シ
」
液

吸
牧
貰
験
ヲ
施
行
ス
山
戸
時
三
叙
上
ノ
如
ク
前
房
水
及
尿
、
血
液
－
一
一
於
ケ

Y
初
出
現
A

著
ジ
キ
遅
延
ヲ
見
y
。
コ
A

家
兎
－
一
一
於
ケ
M
F

南
側
横
隔

膜
紳
経
ノ
切
断
－
一
ヨ

y
、
横
隔
膜
A

呉
氏
一
一
蹴
ノ
主
張
ス

Y
ガ
如
キ
完
全
ナ

y
「
v
－
フ
ク
サ
チ
オ
し
ヲ
起
ジ
得
ズ
ト
雄
、
ソ
ノ
運
動
ノ
著
ジ

キ
麿

絶
、
循
環
障
碍
或
A

ソ
ノ
位
置
ノ
幾
何
カ
ノ
暴
上
一
一
ヨ
ソ
、
色
素
ノ
横
隔
膜
到
達
ヲ
障
碍
ジ
、
蕊
－
一
於
ア
初
出
現
A

著
明
ナ
Y
遅
延
ヲ
見
Y
ナ

ラ
ン
。
然
Y

品
質
験
後
三
時
間
ノ
吸
牧
経
過
ヲ
観
察
ス

Y
時
A

尿
中
排
湘
量
及
血
液
内
色
素
濃
度
A

却
ツ
ア
梢
増
加
ス

Y
ヲ
見
U
F

。
卸
初
出
現

A

蓮
u
y
y
毛
、
ソ
ノ
後
ノ
吸
牧
量
A

却
ツ
ア
増
加
ス

Y
モ
ノ
ナ
U

Y

A

注
目
ニ
値
ス
。
蓋
シ
上
記
ノ
特
異
ナ

Y
呼
吸
ノ
潟
－
一
注
入
サ
レ
タ

y

「ヲ

ラ
ニ
シ
」
縦
ガ
腹
腔
内
臓
ト
共
－
一

Y
ノ
衝
動
7
受
ヶ
、
液
ノ
振
混
血
甚
シ
ク
、
之
ガ
タ
メ
横
隔
膜
面
－
一
轍
迭
接
鯛
ノ
機
曾
ヲ
大
ナ
ラ
シ
ム
y
d
N

故

ニ
、
ソ
ノ
吸
牧
ノ
増
加
ヲ
招
来
セ
M
Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン
ヵ
。
然
Y

－一余
A

肋
膜
路
一
一
於
ア
腹
腔
ト
同
様
ナ
M
Y

方
法
ヲ
以
ア
、
雨
側
横
隔
膜
紳
経
ヲ
撚

除
ジ
タ
Y
後
肋
膜
睦
内
－
一
「
内
ノ
ラ
ニ
ン
し
液
ヲ
注
入
シ
、

y
ノ
吸
牧
経
過
ヲ
観
察
シ
タ
Y

ニ
腹
腔
ト
金
ク
正
反
割
ノ
結
果
ヲ
見
Y

－
一
至
レ

y
。
コ

A

稿
ヲ
改
メ
詳
遁
ス
M
F

所
ナ
ラ
ン
モ
約
言
セ
バ
、
即
雨
側
横
隔
膜
紳
経
ヲ
撚
除
ス

Y
時
A

肋
膜
腔
ノ
吸
牧
A

初
メ
迅
速
－
一
行
A

U
F
M
F

屯
、
其
後

ノ
吸
牧
A

却
ツ
ア
障
碍
セ
ラ
Y

毛
ノ
ナ
Y
ヲ
知
レ

9
ぷ
m
－
一
横
隔
膜
紳
経
ヲ
切
断
セ

Y
後
約
十
日
ニ
ジ
ア
施
行
セ

Y
賓
験
－
一
ヨ
レ
バ
、
手
術
後

時
日
ノ
経
過
ト
共
ニ
動
物
ノ
身
耀
頓
－
一
衰
弱
シ
二
般
新
陳
代
謝
毛
亦
著
シ
ク
減
退
シ
、
従
－7
横
隔
膜
ノ
循
環
モ
亦
阿
害
セ

ラ
y
y
ガ
タ

メ
腹

腔
ノ
冊
目
牧
機
能
モ
著
シ
ク
障
碍
セ
ラ

y
y
モ
ノ
ナ
Y
ヲ
知
y
c

第

六

節

諭

一
、
横
隔
膜
紳
経
ヲ
偏
側
撚
除
ス

Y

毛
、
腹
腔
内
吸
牧
作
用
A

肋
膜
睦
吸
牧
ト
同
様
殆
ド
大
ナ
Y
影
響
ヲ
興
ヘ
ザ
Y
ガ
如
シ
。

二
、
南
側
横
隔
膜
神
経
ヲ
撚
除
シ
、
翌
日
腹
腔
吸
牧
試
験
ヲ
施
行
ス

Y
時
三
肋
膜
膝
吸
牧
ト
全
ク
反
封
－
一

Y
ノ
初
出
現
A

遅
延
セ
ラ
Y

Y
宅、

ソ
ノ
後
ノ
吸
牧
総
量
A

却
ツ
ア
稀
増
加
ス
。

三
、
南
側
横
隔
膜
紳
経
ヲ
撚
除
シ
、
一
週
日
以
上
ノ
経
過
－
一
一
於
ケ
Y
腹
腔
内
吸
牧
一
著
シ
ク
障
碍
セ
ラ
Y

Y

モ
ノ
ナ

9
0

結

第
十
七
章

人
工
気
胸
ノ
腹
腔
吸
牧
Z
反
ポ
ス
影
響

第
五
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第
五
忠
信

F『
原
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前

関

五
六
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第
参
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七
六
）

第

－

節

序

気
胸
ノ
種
類
、
気
胸
ノ
墜
治
的
効
用
並
－
一
気
胸
内
ノ
宰
気
ノ
運
命
及
気
胸
ト
横
隔
膜
ト
ノ
関
係
－
一
就
キ
ア
ノ
文
献
A

甚
多
シ
。
又
気
胸
－
一
際

ジ
空
気
ガ
分
解
サ
レ
、
初
メ
酸
素
最
後
－
一
窒
素
ガ
吸
牧
セ
ラ

y
y
コ
ト
モ
周
知
ノ
事
貫
ナ

p
。

飯
島
氏
（
－

S
H）
－
一
ヨ
レ
バ
家
兎
ノ
空
気
－
一
ヨ

Y

一
側
性
完
全
気
胸
－
一
ア
A

四
日
以
上
－
一
ジ
ア
業
空
気
二
元
金
二
段
牧
セ
ラ

Y
、又

一
O
耗
ノ

宰
気
－
一
ヨ

Y
不
完
全
策
胸
A

十
七
時
間
以
内
－
一
ア
全
グ
吸
牧
セ
ラ
Y
ト。

kpgロ
氏
（
】
∞
ま
）
A

気
胸
ノ
際
A

葉
胸
腔
内
膜
増
ジ
、
震
－
一
縦
隔
膜
、
心
臓
、
横
隔
膜
ヲ
夫
々
反
劃
側
へ
腰
排
ス
ト
。

又

E
F
H正
氏
（
］
記
。
）
A

気
胸
ノ
時
横
隔
膜
A

下
降
ス

ν
V
宅
、
尋
常
ノ
常
陸
ヲ
保
有
シ
、
決
シ
－
ア
下
方
へ
膨
出
ス

Y

コ
ト
ナ
ジ
、
且
意
外

運
動
的
吸
気
ノ
際
上
選
・
シ
呼
気
一
一
下
降
ス

Y
現
象
司
／
ナ
ス
ト
セ
リ
ノ
。

E
E・E
・－5
Y
（

5Hω
）

A

気
胸
ノ
経
過
－
一
A

横
隔
膜
上
昇
、
縦
隔
膜
膨
出
移
動
、
胸
廓
陥
凹
シ
、
且
雨
胸
膜
癒
着
シ
ア
漸
衣
胸
膝
ヲ
充
賞
シ
、

以
ア
肺
ノ
膨
脹
ヲ
促
ス
ト
セ

9
0

叙
上
ノ
事
賞
－
一
ヨ

p
閉
寒
気
胸
－
一
一
於
ア

A
横
隔
膜
蓮
勤
A
緩
徐
ト
ナ

y
、
且
下
降
ジ
尋
常
常
陸
ヲ
替
ム
コ
ト

A
事
貫
ナ
9
0

今
一
側
二
一
於
ア
人
工
気
胸
ヲ
形
成
シ
、
同
側
肺
臓
運
動
ヲ
停
止
セ
シ
カ
、
横
隔
膜
ノ
蓮
動
A

蓮
ニ
緩
徐
ト
ナ

9
、
之
ヲ
代
償
セ
ン
ガ
タ
メ
胸

廓
A

著
明
ナ
Y

呼
吸
運
動
ヲ
替
ム
モ
ノ
ナ

9
0
叉
気
胸
作
成
ガ
ソ
ノ
止
し
活
鱒
ノ
新
陳
代
謝
並
－
一
肺
及
循
環
系
等
－
一
著
ジ
キ
影
響
ァ
及
ポ
ス

毛

ノ
ナ
Y
A
深
ク
研
究
セ
ラ
レ
タ
Y
所
ナ
9
0
然
山
て
一
人
工
気
胸
形
成
ノ
腹
腔
吸
牧
作
用
－
一
如
何
ナ
Y

影
響
ヲ
及
ポ
ス
モ
ノ
ナ
Y
カ
ヲ
研
索
セ

余
A
A寸
此
閥
係
ア
明
－
一
ジ
、
且
横
隔
膜
紳
経
撚
除
ノ
影
響
ト
如
何
－
一
相
違
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
カ
ヲ
比
較
攻
究
セ
ン
ト

冨

シ
モ
ノ
ア
M
Y

ヲ
知
－
フ
ズ
。

欲
ス
。

法

家
兎
ヲ
仰
臥
位
－
一
間
制
定
シ
、
左
側
胸
第
四
肋
間
部
ヲ
前
回
宅
シ
、
小
ナ
ル
皮
膚
切
開
ヲ
施
一

シ
、
肋
間
筋
ヲ
遁
ジ
注
射
針
ヲ
以
テ
胸
腔
内
へ
六

O
乃
至
一

O
O路
／
空
出
品
ヲ
徐
々
品
目
途
一

朱
シ
、
閉
塞
性
人
工
気
胸
ヲ
形
成
セ

p
。
此
際
肺
臓
貧
質
ヲ
穿
剖
刷
セ
ザ
ル
様
胸
壁
側
ユ
針
一

第
二
節

賓

験

方

ヲ

固

定

ス

。

・

而
シ
テ
二
十
時
間
内
外
／
経
過
ノ
後
「
ウ
ラ
昌
ン
」
液
／
吸
牧
試
験
プ
施
行
セ

p
。
気
胸

家
兎
ハ
胸
廓
運
動
著
明
－
－
シ
テ
、
呼
吸
規
則
正
シ
夕
、
一
分
間
約
八

O
乃
至
一

O
O
ヲ
黛



ス
。
「
ウ
ラ
昌
U

J

L

波
注
入
法
並
－
－
爾
他
ノ
操
作
ハ
他
章
ユ
於
γ

漣
ブ
ル
所
ト
同
様
ナ

P
。

第
三
節
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第 ー 表一

（第第ー五 す）おII黒白兎附瓦 血尿中中色色素素消消失失 26~ ｛~一ー）） 
前房房水色色素素初出現出現時間 （分，秒秒）） 2＇～ 尿JI!(中色色素素初出現出時間 6＇～1011 
前水着明 時間（分， 3＇～5" 中 著明現時間 8＇～

前 房 尿 血 液
「りフニ 「ウフー

ン」房水0.l)tJjノ 尿中 ,, J血液 ウラ
量ヲ m= 「ウ ラ 肉 0.1立巳プ － ．． －． 、J, J 
一致セ シ＝ン」 色素 限m＝一致

0泊＇.V脅採ムノレユ要

島
時間 時間 的セ シムレ 友 同

セシリシ 素滋 排現世 ＝要セ シ内色護
ゲJレ氏液 滋 Hンゲ凡

素皮
量 度氏液量

量
f日寺分） 「世f;) f立て，） (m) (a寺分） (%) （分時〉 t蛇） (m) 分日寺 （姥） (m) ． 
30ノ 0.36 6.0 17.7 301 2.4 1’ 

301～ I 0.23 7.6 34.0 301～I 5.2 2〆 .... 0.06 1.6 I 廿十 8. 81 

I～ I 30' OAI 24.0 59.5 I～ 130' 3.9 3' ＋＋ 0.5 6 I IO＂十什 7. 77 
130’～I 0.33 l!l.9 61.3 130'～E 4.5 5’ 甘f 1.5 16 I 201 tit 7. 76 

E～］［ 301 0.22 14.8 68.3 E～］［ 301 3.7 10ノ廿十 2.8 29 130＇廿十 7. 73 

:n:ao1;...., l'l 0.27 12.6 47.7 ][ 30＇～E 3.7 201 tt十 4.!l 50 :n: 廿十 7.1 72 
三時間合計 1.82 84.9 288.5 三時間合計 23.4 30’ 廿十 5.6 57 J30' 官十 5.!J 60 

平三均時温度間 48.1 40' 廿十 7.7 78 I 廿十 4.7 48 

血中色濃素三時 50A 
間平均度
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冬
季
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一
於
テ
気
胸
形
成
後
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二

0
時
間
内
外
＝
吸
収
試
験
ヲ
施
行
セ
ル
モ
ノ

ナ
p
o
前
房
水
－A
血
液
内
色
素
初
出
現
ハ
一
般
ご
巡
延
ス

ル
モ
、
尿
ユ
ハ
却
ツ
テ
冬
季
平

均
ヨ

P
粉
症
カ
ナ
リ
。
尿
中
色
索
、
排
粧
品
晶
ρ

一
九
・
五
%
乃
至
四
八
・
五
%
＝
シ
テ
、
例
鰹

的
差
異
ヲ
見
ル
モ
其
平
均
ハ
冬
季
標
準
平
均
ヨ
リ
精
増
加
セ

H
。
血
液
内
三
時
間
平
均
色

素
油
断
皮
モ
亦
僅
三
増
加
セ
リ
。

之
ヲ
要
ス
ル
昌
閉
鎖
性
人
工
気
胸
7
行
ヒ

F
ル
腹
腔
内
「
ウ
ラ
＝
ン
」
液
吸
牧
／
色
素

第

五
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考

按

隈
氏
ニ
ヨ
レ
バ
犬
ニ
於
ア
肺
臓
ガ
閉
鎖
気
胸
－
一
ヨ
u
ノ
ア
退
縮
ジ
タ
Y
時
三
之
ト
同
時

－一
増
強
ス

Y
胸
廓
ノ
呼
吸
運
動
－
一
ヨ
η
ノ
ア
依
然
ト
シ

ア
正
常
以
上
ノ
呼
吸
ヲ
管
ミ
、
其
退
縮
肺
ノ
血
行
A

不
良
ト
ナ
Y

モ
ノ
ナ

y
ト
セ
η
ノ
。
気
胸
形
成
－
一
ヨ

y
同
側
ノ
肺
並
－
一
横
隔
膜
運
動
緩
徐
ト

ナ
U
Y

ユ
ヨ

y
、
横
陥
膜
内
－
一
於
ヶ
Y
血
行
A

幾
何
カ
障
碍
セ
ラ
Y
ペ
キ
ナ

y
。
而
シ
ア
先
人
ノ
所
説
－
一
ヨ
レ
バ
閉
鎖
性
気
胸
A

一
週
日
ヲ
出
デ

ズ
シ
ア
全
然
吸
牧
侠
復
ス

Y
ヲ
以
－
プ
、
気
胸
ノ
影
響
ヲ
見
ン
ト
欲
セ
バ
時
日
ノ
鈴
η
ノ
ニ
経
過
セ

Y
毛
ノ
ハ
不
通
営
ナ

y
、
故
－
一
余
A

手
術
ノ
翌

日
之
ヲ
試
ミ
タ
Y
ナ
リ
ノ
。
横
隔
膜
神
経
ァ
撚
除
シ
、
ソ
ノ
翌
日
腹
腔
内
吸
収
試
験
ヲ
行
ア
時
A

、
ソ
ノ
色
素
初
出
現
A

一
般
－
一
一
遅
延
セ

ラ
y
y

モ
、
其
後
ノ
経
過
ニ
ヨ

Y
吸
牧
量
A

却
ツ
ア
正
常
ヨ
叶
ノ
モ
稿
増
加
セ

Y
ヲ
見
y
。
余
川
人
工
気
胸
ノ
肋
膜
路
内
吸
牧

－一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
ア
研

究
セ
η
ノ
、
郎
人
工
気
胸
側
ノ
肋
膜
睦
内
吸
収
A

著
シ
ク
障
碍
セ
ラ

y
y
モ
気
胸
反
封
側
ノ
吸
牧
A

正
常
ト
大
ナ
Y
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ヲ
認
メ
難
夕
、
寧
促
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ノ
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ア
Y
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隔
膜
紳
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撚
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ジ
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時
ト
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ノ
成
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－
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ド
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－
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ノ
気
胸
形
成
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横
隔
膜
紳
経
撚
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響
ヲ
腹
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ス
モ
ノ

ナ
9
0
卸
気
胸
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リ
横
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ノ
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緩
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吸
蓮
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、
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運
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ヨ
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腹
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ヲ
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ニ
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Y
ヲ
透
見
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恰
横
隔
膜
神
経
ヲ
撚
除
セ

Y
時
ト
殆
ド
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プ
ナ
キ
ガ
如
シ
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而
ジ
e

プ
ジ
ノ
色
素
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初
出
現
ノ
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ス
M

F
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恐
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グ
横
陥
膜
ノ
循
環
障
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ト
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ノ
運
動
ノ
緩
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ス
M
F

毛
ノ
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Y

－
一
其
後
ノ
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牧
機
能
A

寧
著
シ
ク
増
加
セ
－
Y

M
F
M
二
、
横
隔
膜
神
経
撚
除
ト
同
様
－
一
、
腹
腔
内
臓
器
ノ
他
動
的
運
動
ニ
ヨ
？
ア
注
入
色
素
ヲ
振
議
．轍
設
ジ
、
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－
ア
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ノ
吸
牧
ヲ
旺
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出
現
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般
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収
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セ
ラ
ル
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ノ
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一
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ポ
ス
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コ
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横
隔
膜
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ヲ
撚
除
セ

Y
時
ト
選
プ
ナ
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見
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三
、
閉
鎖
性
人
工
気
胸
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二
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ケ
Y
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腔
内
吸
牧
A

、
正
常
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牧
ト
ソ
ノ
差
ヲ
見
ズ
。
然
レ
其
横
隔
膜
紳
経
撚
除
十
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－
一
於
ケ

M

Y

Y
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吸
牧
A
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ク
之
ニ
反
シ
、
著
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－
一
障
碍
セ
－
プ

Y

Y
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ノ
ナ
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報
告
ア
9
0
E
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目
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氏
－
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ヨ
レ
バ
強
高
張
食
盟
水
ヲ
血
管
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注
入
ス

Y
時
A

血

液
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強
ク
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血
朕
ト
ナ
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、
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ノ
水
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血
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入
シ
、
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崎
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食
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管
内
ヨ

9
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、
之
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－
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ヨ
リ
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A

等
穆
透
ニ
－
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モ
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ニ
ア
モ
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M
Y

ト
シ
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ノ
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ス
u
y
能
A
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、
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組
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組
織
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作
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、
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特
異
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過
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ナ
Y
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用
ア
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ナ
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ア
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レ
バ
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一
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ノ
ミ
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ス

y
s
h
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
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血
管
ノ
淋
巴

形
成
－
一
際
ジ
ア
モ
胤
管
壁
－
一
之
ヲ
認
ム

Y

コ
ト
ヲ
得
Y

モ
ノ
ナ

y
ト
。
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両
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張
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関
水
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的
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用
ノ
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ヲ
以
，
プ
説

明
ジ
能
A
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、
ツ
ノ
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部
A

血
管
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機
能
一
一
蹄
ス
ペ
ジ
ト
セ

y
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ヲ
、
叉
勝
呂
．
山
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、
廃
野
諸
氏
等
A

閥
節
路
内
へ
沃
度
加
里
ヲ
注
入
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、
岡
崎
－
一
濃
厚
食
明
日
水
ヲ
静
脈
内
へ
注
入
ジ
、
以
－
プ
ソ
ノ
吸
牧

ヲ
促
進
セ
ン

F
試
ミ
夕
刊
y
。
谷
氏
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S
O）
A

一
O

M
F
ノ
食
関
水
ヲ
静
脈
内
へ
注
入
シ
、
直
一
一
〉

g
tロ
・∞
・
ノ
水
溶
液
ヲ
閥
節
腔
内
へ
注
入
シ

腎
臓
並
ユ
肝
臓
ヨ
リ
ノ
排
慨
量
ヲ
観
察
シ
、
高
張
被
注
入
A

閥
節
膝
内
注
入
色
素
ノ
排
柵
量
ヲ
増
加
シ
、
ツ
ノ
排
世
時
間
ヲ
短
縮
ス
、
印
吸
放

機
能
ヲ
促
進
ス
ト
セ

9
4民
瞳
水
ノ
静
脈
内
注
射
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
起
Y
崎
県
類
利
尿
－
一
開
シ
ア
A

出
E
ロゲ
Ea∞2
・
氏
ノ
唱
導
セ

Y
ア

y
。
叉
『
LE
－－｝白井

氏
A

高
張
食
鞭
水
A

利
尿
ヲ
起
サ
ズ
ト
セ

7
0
Z
E
E－氏
A

玉
乃
至
一
O
M
Y
ノ
食
晴
嵐
水
注
射
A

家
兎
－
一
利
尿
ヲ
起
シ
、
出
向
ザ
関
口
戸
田
氏
A

0

・六

Mm
ニ
ア
モ
家
兎
A

著
シ
キ
利
尿
ヲ
起
ス
ト
、
名
取
氏
A

醜
類
ノ
静
脈
注
射
A

利
尿
作
用
ヲ
起
ナ
ジ
ム

Y

モ
ノ
ナ
レ
バ
、
高
張
食
盤
水
ノ
注
入
A

上
田
氏
、

mr口
｝
戸
田
氏
ノ
言
へ
w
F

ガ
加
ク
脊
髄
膝
腿
ヲ
低
下
シ
、
所
謂
惨
透
座
ノ
獲
化
ニ
ヨ

Y
7
色
素
等
ノ
吸
収
ヲ
催
準
ス

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
腎

臓
利
尿
作
用
ニ
ヨ

2
7ソ
ノ
排
油
ヲ
増
加
シ
タ
M
F

ニ
ア
ラ
ザ
Y
ナ
キ
ヤ
ヲ
疑
A

ず
Y
ペ
カ
ラ
ズ
ト
シ
。
向
服
部
氏

月
腸
ノ
脂
肪
吸
牧
貫
駿
一
一
於

－
プ
食
鞭
A

Y
ノ
扱
牧
ヲ
減
少
セ
シ
メ
タ
リ
ト
ジ
、

m
g
Z
氏
、
上
田
氏
、
勝
呂
、
山
根
、

庚
野
諸
氏
等
ノ
高
張
食
関
水
注
入
－
一
ヨ

Y

疑
液
膜

腔
内
吸
収
ノ
促
進
－
一
封
ジ
ア
疑
問
ヲ
抱
キ
タ
リ
ノ
、
腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ
レ
タ
Y
物
質
ノ
吸
牧
機
能
A

血
管
及
淋
巴
管
－
一
ヨ
U
F

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
A

明
白
ナ
Y
事
賞
ナ
η
ノ
、
而
シ
ア
血
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第 ー 表ー
（委三者）均E 白兎 2000

駐Z韓：i鶴主事鵠実車現問( ~~ （士前房水色雲初出現時間侃秒）日7 7＇～4511 
前房水色著明出現時間（分秒） 2＇～1511 も’～
前 房 * 尿 出． 液

「ウフ ニ！ 「ウラ ュ
「ウラ ンJ房7)-;.;0.l銘 p 尿中

肉
シ」 血液「ウラ

ユ；／ I 量ヲ川二 「ウラ 0.1括 ラユシ」
前房＊一致セシ＝ン l 色素 眼mニ一致

山前ti青路時間 ao分間 ムルユ要房水内時間 時間 自句 セシムル 左同
ノ排ii!:セシPン色素濃 排司E ＝要セシ

素度内色滋量 山氏淡 リングル

最 ’度氏液量

（時分） (itli) （路） (rn) （時分） （%）：（分時） 「蛇） (m) 分時 (itli) (m) 
30ノ 0.52 33噌5 65.4 30〆 4.3 1〆 ＋ 痕跡 50〆 182 

301～I 0.26 22.7 88.;! 30'～I 4.5 2ノ ＋＋ o.s 9 I 174 

I～130' 0.19 13.1 70.0 1～130’ 4.9 2’ ＋＋ 1.6 17 I IO' 15ti 

I so＇～E 0.24 19.:: 81.4 130 2.8 5〆 甘す 5.4 55 I 201 155 

I pムJ30’ 0.16 10.4 66.0 I～J30' 2.5 10’ 廿十 9.8 99 I 30' 149 

]f 30＇～E 0.14 5.7 41.7 J:lO＇～E 2.0 201 廿十 15.l 152 ][ 137 

三時間合計 1.49 104.7 412.8 三時間令計 21.0 30' 廿十

平三均時漣度間 68.8 40' 廿十 17.2 173 I !J!l 

間耐平巾色均溌素皮 ;113.8 

第

時間

：：~雲喜美 3~~￥~＝5 W 〔ー）
四

（第三表） 3 第三例） O/X 白兎 2250瓦

前房水色素初出現時間 （分，秒） Y～:li" 
前房水色素著明白現時間（分秒） 2〆～1511

前廃水

ノ
ラ

1
内
農

喝
ウ
ン
水

素

吋

α「
＝

一
房
色
度
（

町一
水
品
シ
要
ン
一
液

ラ
房
川
セ

－
て
リ
一
氏
日

ウ

J
ヲ
致
ル
シ
ル
一

作

・
ン
量

一
ム
セ
ゲ
一
量

ラ

J
水

間

池

）

乃
ン
房
分
排

耗

「
ニ
前
初

ノ

盆

（

左

笠笠i
;301 

3C' ':"I 
I I～I 30' I 0.17 

I 30'～I I o.rn 
I～]f 30〆Io.2s 

lf 30＇～llr I 0.24 
三時間合計11.49 

三時間
平均漣度

0.42 

0.22 

15.1 

23.:) 

131.4 

第
五
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【
原
箸
】

前

回

同 五
七



第 占，、 表

（第第 五二 例表）) 1; /XI 白兎 2250支 血中色素消失 18/Xl（土）

前房水色素素著初出現出時間 （（分分秒秒）） I＇～4511 尿中色色素素初出現出時間 6＇～3011 
前房水色 明現時間 2〆～2011 尿中 著明現時間 7＇～4011

前 房 水 尿l 血 液
「ウラニ

「ウラ ン」房水0.1施ノ 尿中 肉ン」血液ウラ
ニン l量5'm=「りラ 0.1沌 7＝ン」
前房7)'c一致セシニン」内 色素 H良川エ一致

0血1清事E時間 8ノ0排分t間世ムJレー要房度色素水濃
時間 時間 的セシムJレ 左 同

セゲルジ；氏リ液ン
排司E ニ要セシ

皮素内色·~ 量 滋リンゲル
量 度氏液量

量
（時分） （銘） fまg) (m) （時分） （%） （分時） ('A¥) (m) 分時 （箆） (m) 

30ノ 0.56 37.3 67.9 30ノ 4.1 1ノ 土 情痕 50ノ

;1:0.9 

210 

30ノ～I 0.48 70.7 148.3 301～I 5.7 2' ＋ 0.41 跡5.1 20.9 210 

I～I 30' 0.41 62.6 153.7 I～I 30' 5.4 Z’ ＋＋ 0.52 6.2 JIO' 20.0 201 
130〆～E 0.63 69.2 110.8 130〆～E 4.9 5' 廿f 2.5 26 120' 什十rn.o191 
E～JI 30' 0.32 32.1 101.3 E～JI 301 2.9 10〆廿十 8.2 83 {30' 廿十19.2 193 
JI 301～E 0.43 36.6 86 1 J30＇～E 2.4 201 廿十 18.2 183 I 十什14.2 143 

三時間合計 2.83 308.5 668.1 三時間合計 25.4 301 廿十 18.4 185 J[ 30〆ti十13.3 134 

三時間 111.3 40〆廿十 20.7 208 )[ 市 11.7 118 －＇！ふ均滋皮

血中色濃素三時 。v 
間平均度 l131. 

第
五
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著
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原
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国
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）
、
賓
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成
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概
要
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へ

0
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%
／
低
張
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水
ヲ
注
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ソ

ノ
直
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－

O
分
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ρ
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O
分
後
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於
テ
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ウ
ラ
品
ン
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液
7
腹
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内
へ
法
人
ス
ル
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ハ
、
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水
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均
ハ
之

ヲ
食
躍
水
ヲ
注
入
セ
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ル
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秋
季
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準
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房
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へ

一
分
二
一
二
秒
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尿
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四
分

三
九
秒
）
＝
比
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ス
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時
ハ

何
レ
モ
著
シ
ク
遅
延
セ
ル
ヲ
見
ル
、
叉
尿
中
色
素
排
世
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ハ

秋
季
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均
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%
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ル
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著
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キ
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少
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見
ル
ナ
リ
。
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素
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現
量
ハ
何
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モ
遅
延
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少
シ
、
旦
血
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内
濃
度
三
時
間
中
均
モ
亦
何
レ

モ
秋
季
平

均
ヨ
リ
精
減
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倫
血
液
及
尿
中
色
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紛
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ハ

何
レ
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標
準
例

品
比
シ
遜
延
セ
リ。
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）
．
批

判

叙
上
ノ
成
績
ヲ
見
Y
ニ

0
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，mノ
低
張
食
関
水
ァ
静
脈
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へ
注
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ジ
、
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Y
後
「
ク
ラ
ニ
ン
」
液
ヲ
腹
腔
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注
入
ス
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戸
時
A

、
一
般
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放
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ノ
阿
害
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ラ
Y
Y

ヲ
見
U
F

。
而
シ
ア
ツ
ノ
程
度
A

食
関
水
注

入
直
後
最
モ
著
明
一
一
ジ
ア
、
時
間
ノ
経
過
ト
共
ニ
・
次
第
－
一
正
常
一
一
近

グ
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ヲ
見
Y
。
名
取
氏
λ

同
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ナ
U
F
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行
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、
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尿
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初

出
現
時
間
－
－
A
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異
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モ
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排
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A

著
シ
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少
ス
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セ

y
。

余
ノ
寅
験
成
績
A

名
取
氏
ト
略
一
致
ス

Y
所
ナ
Y

モ
．
尿
中
出
現

A

遅
延
セ
リ
ノ
、
コ

ノ
貼
A

氏
ノ
貫
駿
成
績
ト
全
ク
相
容
レ
ズ
。

要
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F

ニ
血
管
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へ
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張
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水
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注
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ス
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時

つ

多

量

ノ
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ス
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」
液
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移
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障
碍
シ
、
ソ
ノ
吸
牧
ヲ
妨
グ
、
潟

五
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（
第
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競

八
三
）
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著
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前
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水
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液
、
尿
中
出
現
並
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排
世

量
ヲ
遅
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叉
A

減
少
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ナ
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ン
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（
商
）
、
結

尾

（一）

0
・三%’
F

低
張
食
関
水
ノ
静
脈
内

注
射
A

腹
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「
ウ
ノ
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ノ
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一
ン
」
痕
ノ
吸
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ジ
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遅
延
減
少
セ
ジ
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Y

モ
ノ
ナ
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。

（
二
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低
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掛
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影
響
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直
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ウ
二
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ユ
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注
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ジ
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Y
場
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一

於
ア
ソ
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遅
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減
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ジ
ク
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O
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A
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五
O
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A

・次

第
二
正
常
－
一
接
近
ス
Y

ヲ
見
U
F
O

筈
張
食
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水
ノ
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響

（
イ
）
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注
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ノ
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ニ

ン
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液
注
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張
食
曜
水
注
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一

O
分
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「
ヲ

－
ブ
ユ
ン
」
液
注
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（
第
三
表
・
第
四

表）

（A
）
等
張
食
晦
水
注
入
五

O
分
後
「
ヲ

ラ
ユ
シ
」
液
注
射
（
第
五
表
・
第
六
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二
項

五
七
閉
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第
参
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0.85 %食砲水ノ影響

第 ー 表 II 第 一 表 II 第 五 表

'911 2 ・1平均 II 2 I平均 II

賞験月日 25/IX l!l/:XI 27 /YJ. 26/ x 川 116/:XJI 
l憾重（京） 2200 1950 2250 2300 2100 2050 

一 一 一 一’• 一

~UI_/ 
室温（C) 26。 16。 16。 190
食砲水注射量（主e) 1s 16 18 19 

一一 一一一
食盤水温度（C) ;i70 3go I 38° 38。 37° 38。
「ウラ＝シ」波注射量（路） 4.4 4.0 4.5 4.6 4.2 4.1 

一 一 一 一
注射時ーウヲ＝ン」液滋（C) 39° 37° 3go 39° 38' 38.5° 

前房水色素初出現時間’分，秒）1'-3111 l'-251"1'-28" 1'-16" 1'-20" 1ん18"1'-23"11'ー18"l'-2111 

前房水色素最高温度時間 130ノ I I 30' I I 

司」」 ~3 ；~ 前房水色素最高温度（m) 98.0 137.4 117.7 105.3 171.7 138.5 

尿中色素初白現時間（分，秒）41-2311 4仁50"4ん37"4〆－2ノノ51-30'1 4〆－46" 4' 4411 

尿中色素最高俳罰E時間 I I I I I I I 
一 一

尿中色素愚高排i'IUH% ) 6 .. 8 10.9 8.9 6.8 8.9 7.9 4.1 7.5 5.8 

尿中色素三時間排f世量（%） 36.4 42.6 39.5 28.6 33.7 31.4 38.8 36.4 37.6 

血中一分時色素濃度（m) 1.8 6.3 4.1 1.1 5.2 3.2 1.3 2.4 1.9 

I-ー一一一ーーーー 一 一
血中二分時色素漫皮（m) 7.5 15.2 11.4 6.2 18.5 12.4 8.8 5.7 

血中色素最高温度時間（時，分） 50ノ 50' 50〆 I 50' 501一I 50〆 50'

血中色素最高波度 rm) 186 176 181 183 212 197.5 277 207 242 

血中色素第三時間目濃度（m) 41 37 39 48 52 50 62 42 52 

一
血中色素三時間.zp.均温度（rn)103.5 95.0 99.3 92.3 118.5 105.4 83.6 115.3 99.5 



第五傘

第 ー 表一

（室三着） 1叩白兎附ヌ 尿中色色素消消失失 2g？~一〉） 
血中葉 2 XI -

前前房房水水色色素素著初明出現白現時間特間（（分分秒秒）） 
I＇～2511 尿中色色素素著初出現時間 41～5011 
2＇～1211 尿中 切出現時間シ～5811

前 房 7)-;. 尿 血 液
「ウラュ

lウラ長｜「
「ウラ ン」房水0.1姥ノ 尿中 肉ンJ血 ウラ

時 間 8前ニ0分房ン」間水

量ヲ』D＂＂－「ウラ 0.1銘ヲ＂＂＂：..－」
一致セシ ＂＇y」 色素 眼m＝－一致血0.1清≫i 
ムノレ＝婆房度色水内 時間 陣池時間的

セシムル 立E 左 同

盆／排池セシリン 素謹 ＝要セシ内色浪
法 リンゲノレ素

量（ま5) (m) 

量皮氏液i重度

（時分） （挺） (a寺分） （%）（分時） （姥） (m）分時 （銘） (m〕

30' 1.80 84.4 4i.9 301 7.5 I' 十＋ 0.53 6.3 

301～I 0.50 68.2 137.4 30ノ～I 10.9 2' ＋＋ 1.42 15.2 16.2 163 

I～!30' 0.24 31.8 133.5 I～130' 9.2 31 廿十 2.4 25 13.!) 14( 

I 30ノ～E 0.20 21.2 107.6 J30＇～E 66 5' 廿f 4.5 46 13.1 13~ 

E～130〆 0.18 15.8 88.S I～］＂ :30' 52 101 tt十 !).7 98 
][ 30ノ～E 0.15 11.2 74.i ][30'～E 3~ 20' 廿十 13.5 136 7. 80 

三時間合計 3.07 232.6 590.3 三時間合計 42.6 301 廿十 15.5 156 4. 45 

平三均時濃度間 98.4 40〆廿十 16.0 161 3.6 37 

mi中色素波三時 。…ぇ
問~均度

【
原
著
】

前

回

五七五

第 四 表

（第第 三二 例表）) 26/X 白兎 2300ヌ 血中色素消失 27/X(ー）

I自J~房房~~色色素素著初明出現出現時間時間（（分分秒秒〉） 1＇～20ノノ F最中色色素素初出現出現時間時 シ～3011
2＇’~ 5・” 尿中著明 間 7〆～ 511

前 房 1k 派 血 液
「ウフι 「ウフニ

「ウ ラ量ンJヲ房川水昌
0.1施ノ 尿中 内 YJ血液lウラ

ニン」 「ウラ 0.1 )ifj 'J ユン」

時 間 ！ノri排房分；間j世' 
一致セシ ＝ン」 色素 目艮m＝一致血丹時
ムJレ＝要房色水内 時間 時間 的セジムル0.1路左同
セシリン 素濃 排司t ＝要セシ

素度内濃色量 ゲノレ氏液度 滋 Hンゲル
量 一

度氏液量盆
【分目的｜（時分〉 （立g) (Jl:§) (m) （時分） (%) (;l:f;) (m）分時 (M:) (m) 

30ノ LO 116.0 117.0 30' 6.8 ]I ＋＋ 0.42 5.2 21.1 21~ 

30ノ～I 0.56 93.6 171.7 301～I 8.!) 2ノ＋＋ 1.75 18.5 I tt十21.l 212 
I～}30' 0.33 46.3 .1413 I～J30' 5.7 31 tit 2.1 22 I lO'itt十17.8 179 

!30＇～E 0.33 36.4 111.3 130〆～E 5.6 る’ 甘十 4.3 44 I 20〆附17.3 174 
E～］［ 301 0.23 16.3 71.9 E～]f 30' 3.5 10’ 廿十 9.5 96 130’ 情 11.5 116 
][ 301～E 0.22 14.1 65.l J30＇～ I 3.2 201 ttt 17.5 li6 廿十10.1 102 

三時間令計 2.67 324.7 678.3 三時間合計 33.7 30' ti十 19.8 199 J301 廿十 7.6 ”t 7 

＝ 時皮間 113.1 4.01 tit 20.3 204 ]I[ tt十5.1 52 十均滋

血中色喜三時国6
間平均度

第

品
世
措
蜘

八
五
）



第
五
品
位

薯
』．‘

回

F園、

原

前

第 穴 表

（第三者）川槻州文 F血R中中色色素素消消失失 m~~士一〉） 
前前房房水水色色素素初著出明現尚現時間時間（（分分秒秒）） 

l＇～・1811 尿中色色素素著初出現出時間 41～5711 
2＇～1011 尿中 明現時間 7〆～5011

前 房 * 尿 血 液

1尿中 mセ~~グ：一血銘ムラ致議ルニ7「：，H血：清Y銘ラJ 「ウラシ｜房水0.1銘ノ
＝ン」量ヲIllユ｜「ウラ

3量前ノ0排房分水一致セシzシJ O.[ 
時間 関ムル＝－－要i房色水内

時間河i酔I(：杉素置〉時間」瞳団東
左同

＝要セシ素皮内a色!!'. 
ゲル氏液皮 リyゲル

（時分） （銘）量（銘） (m) 

氏液量

（時分） （分時）！ （路） (m) 分時 （括） (m) 

30ノ 1.26 74.2 59.9 301 7.2 I' 0.14 2.4 

301～I 0.72 112.4 157.1 30ノ～I 7.5 2〆 0.57 6.7 廿十l!J.2 193 

I～J30〆 0.55 84.i 155.0 I～I 30' 6.8 3’ 1.5 16 ttt 11 s mi 
i:w～E 0.47 4i.4 101.!J 130〆～I 5.9 E’ 3.8 3!J I官州：. ~I 山E～J301 0.河5 30.0 86.7 10' ttt 7.9 80 130＇怖15.0 151 

1301～E 0.20 13.5 68.5 J30＇～If 4.1 201 甘十 16.4 165 I ti十13.7 138 

三時間合計 3.55 362.2 62!J.l 三時間合計 36A 301 

内tttl 
18.8 18!J J30' 1t十6.5 66 

＝時皮間 104.!l 40〆 l.!Jl 192 I 廿十 4.1 42 
平均滋

血間平中色均素濃度三時115.3 
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0
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第 ー ヨ昼ー
（喜三者）川褐兎 21町 尿中色倹素素？槍街失 16~XI （土）) 17/XI（ー）

血中 失 12:XI(ー

前房水色素素初出現時間 （分秒相3F~却H 尿中色色素素初出現出現時間時 ダ～10＂・
前房水色著明出現時間（分 2／～23// ＊中著明 間 a’.－；43n
．前 房 7]¥. 尿 血 液

tワ7 ユ 「ウラ τ
「ウラ :y J房＊0.1立g, 尿中

肉 シo:i血主E液ヲ「ウラ＝ン」 量一致7m= 「ウヲ 0血~l清ン立」[ 3前0分房水間
セシ ニ Y」 色素 DJl:.m＝一致

時間 ムル＝要
房皇*-内 時間 時間 的セシ山ル 左 同

ノ排池セシリン 素漣 排1世 ＝要セシ
素度内濃色量

ゲ 2レ氏液 漫リ シゲノレ
量 度氏液主主量

（時分） （立f) （耗） （川） （時分〉 〔%）〔分時） （沌） (m） 分時 （姥） (m) 

30/ 1.38 98.7 72 5 30/ 5.9 1’ ＋ 痕跡 5<Y 廿十 14.1142 

30ノ～I 0.64 87.0 136.9 30ノ～I 13.0 立’ ＋ 0.4 5 I tit 10.5 106 
I～130〆 0.52 46.8 91.0 I～130〆 8.8 3’ 十＋ I.I 12 p<Y 廿十 9.3 9~ 

I～30/f 0.37 17.0 47.0 J30／～E 5.2 も’ 廿十 2.1 22 I 20/ 叶 7.0
E～J30/ 0.33 8.2 25.8 E～I 30/ 4.5 I<Y 刊十 6.7 68 130/ t1十 6.7 68 
I3<Y～E 0.25 5.0 21.0 E～30/][ 2.7 20/ 甘十 12.8 129 ][ 十It3β 37 
三時間合計 :-l.49 262.7 394.2 三時間合計 40.1 30/ 制十； I3.0 131 lf 30/ t1十 3.1 32 

三時間 65.7 I6.5 I66 i 十f十 2.0 2I 平均法度

血中色場t素~l三時 60.0 
間司王 皮

・第 四 表

（第第、三三例表） 叫班白兎 2側叉 尿中色色素素消消失失 2~X(士）） 
血中 2 xc 

前前房房7水•］＼.色色素素著初明出現出現時間時間~分分秒秒）） 43// 尿尿中色色素素初出現時間 4／～23// 
1ノ～5011 中 著明出現時間 6ノ～

直司 房 * 尿 胸． 液
lウフ ユ

「ウラ yl房水1.0路ノ 尿中
肉
Y」血液ーウラ

＝ン」量7凶ユ 「ウラ 0.1官1§7ーン」

時 間 説量前J明排房間a水!!. 
一致セシュン l 色素 眼目ユ一致

0血.1清路
ムノレユ要度房色水内 時間 時間 的セ シ 左 同
セシリ Y 素謹 排f世 ＝要セシ 内色

ゲル峨｜ 掛キ9雌ンゲル度素濃
量

f時分） （貿：） 量（泥） (m) 〈日寺分） （ラ，；）（分時〉 ｛主8) (m) 分時 （路） (m) 

301 0.50 32.9 6ll.8 30/ 6.3 I/ ＋ 痕跡 50〆 怖 32.3 32L 

301～I 0.19 22.3 118.4 30＇～I 11.5 2/ ＋＋ O.I8 2.8 I 十什30.7 308 

I～I ao/ 0.12 9.2 四4四I.回I I～I 30' 8.3 3/ ＋＋ l.I 12 llO' t1十26.4 265 

I 30／～E 0.12 7.8 65.2 130ノ～E 6.1 5' 廿十 3.6 37 I 20〆情 24.2 243 
E～］［ 301 0.15 8.7 59.0 I～JI 30' 5.0 10〆 廿十 11.1 112 J30' tit 23.2 23: 
I～30〆)I[ 0.14 7.0 51.0 I 30＇～E 3.3 20' 官十 23.l 232 I ltt 17.3 174 

三時間合計 1.22 87.9 438.I 三時間合計 40.5 301 間 35.7 358 I 30/ t1十12.6 127 

三閥均時漣z皮JS- 73.1 401 甘十 33.7 338 I 情 9.0 .91 

血中色素滋三時176.1 
間平均度
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第 ・，晶、． 表
（第第 五三 例表) 18/XI黒白兎 21印 尿中色色素素消消失失 ig?rc （士〉

血中 XI. -) 

前前房房7水k色色素素著初出明現出時現間時間（（分分秒秒）） 
Y～2011 尿中色色素素初著出現由時間時 3＇～5011 
2＇～1511 尿中 明毛見開 5＇～1511

前 房 * 尿 血 液
「ウフ品 「ウラー

「ウラン」房水0.1路ノ 尿中 肉 ン」血液「ウヲ
ユン」最ヲ川昌 「ウラ 0.1施7ーン」

量1前1房2水ー致セシ ユン」 色素 眼mュ一致
0血.1清路 左同時間 関ムノレュ要

房皮色水内
時間
排f置 時間謹的

セシムJレ
f世セシリ グ 素濃 ユ要セジ内滋色
ゲノレ氏液

リンゲJレ
皮素

fま 氏告さ:lik
（時分） （施） (jl;g) (m) （時分） （%）（分自寺） （｝泥） (m）分時 （路） (rn) 

301 0.481 11.2 24.3 30〆 11.1 極痕 163 
跡

30〆～I 0.25 15.8 64.2 301～I 15.7 2ノ主 0.2 3 145 

I～130ノ 0.16 9.6 61.0 I～J30' 10.1 31 ++ 0.7 8 133 

130＇～E 0. 11.8 52.3 130ノ～I 5.8 B’ 甘十 1.1 12 121 

E～]f 30' 0. 6 0 36.3 E～I 301 3.7 10ノ廿十 4.8 49 102 

E～30'llf 0. 2.0 15.3 ][ 30'～E 3.3 20'市十 9.6 97 98 

三時閉会計 253.4 三時間合計 49.7 301榊十

平三均時主主度閑 42.2 40〆廿f 18.2 183 60 

87.1 

第
五
巻
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前

同

（甲
）
、
賓
験
成
績
概
要

血
管
内
へ

ニ・
五
%
ノ
高
張
食
腹
水
ヲ
注
入
シ
、
ソ
ノ
直
後
、一

O
伶
及
五
O
分
後
ユ
於

テ
「
ウ
一7

－Y
液
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
ス

ル
時
で
前
房
水
、
尿
、
血
液
内
初
出
現
並
－
一
排

排
出
量
ハ

ソ
ノ
成
績
医
々
ユ
シ
テ

一
致
セ
ズ
、
此
等
ヲ
秋
季
平
均
ユ
比
ス
ル
時
ハ

一
般
＝
注

入
直
後
ハ

ソ
ノ
出
現
並
二
俳
池
盆
山
殆
ド
之
＝
一
致
ス
ル
モ

、
血
液
内
決
皮
ハ
約
減
少
セ

p
。
之
三
氏
シ

一
O
分
後
＝
於
テ
ハ
著
明
ナ
ル
催
進
増
加
7
見
ル
、
而
シ
テ
五
O
分
後
－
一

於
テ
ハ
粉
促
進
増
加
ス
ル
モ
、
次
第
一
一
秋
季
平
均
＝
接
近
ス
ル

モ
ノ

ナ
p
。
然
ル

ユ
尿
中

色
阜
県
排
池
盆
ハ
注
入
時
間
＝
関
係
ナ
夕
、
何
レ
モ
著
シ
ク
増
加
ス
ル
モ
ノ
ナ

p
。
血
液
内

最
高
濃
度
時
間
ハ
何
レ
モ
四
十
分
晶
シ
テ
短
縮
セ
リ
叉
血
液
及
尿
中
色
素
ノ
消
失
ハ
秋

季
様
準
－
－
一比
シ
何
レモ

柑
短
縮
セ
P
。
之
ヲ
要
ス
ル
＝
二
・
五
%
食
隠
水
静
脈
内
注
射
直

後
ユ
於
ケ
ル
腹
股
内
吸
取
ハ

正
常
＝
劣
ル
ト
雄
、

一
O
分
後
一
ご
於
テ
ハ
之
三
民
シ
著
シ
ク

促
進
増
加
セ

ラ
レ
、
五
O
分
後

二
一
於
テ
ハ
次
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正
常
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ナ
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o
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批
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－
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－
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何
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－
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収
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－
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催
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注
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尿
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シ
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中
色
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．

A

次
第
四
で
減
ジ
、
時
間
ノ
経
、
過
ト
共
－
一
正
常
－
一
近
グ
グ
モ
ノ
ナ
η
ノ。

（
一
ニ
）
、
二
・
五
%
ノ
高
張
食
購
水
A

凡
ア
尿
中
色
素
排
品
川
量
ヲ
著
ジ
ク
増
加
ス
U
F

モ
ノ
ナ

7
0

第
二
、
五
，

mノ
食
盟
水
ノ
影
響

（イ
）
五
%
食
瞳
水
注
入
直
後
ブ
ヲ
ラ

ニ
ン
」
液
注
射
（第
一
表
・
第
二
表
）

（
ロ
）
五
Mm食
臨
調
水
注
入
一

O
分
後
「
ヲ
ヰ
ノ
ユ
ン
」
液
注
射
（
第
三
表
・
第
四
表
）

（A
）
五
%
食
離
水
注
入
五
O
分
後
「
ク
ラ
ニ
ン
」
液
注
射
（
第
五
表
・
第
六
表
）



5
 
%
食
種
1
k
r
診
響

第
一

表
II 
第

一 一ー
表

｜｜ 
第
E. 
表

例
1
 
2
 
3
 
｜
卒
均
11
1
 
2
 
3
 
｜
平
均
l
1
 
2
 
｜
平
均

賓
験
月
日
G/X[ 
12/Xl 

2
2/X[ 

1
7
/
X
 I
川

2
3
/
X
 

2/Xl 
2
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0
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食
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水
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射
量
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）
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19 

19 
1
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1
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一
食
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水
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）
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38° 

前
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水
色
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初
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現
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分
秒
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〆
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"
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第 ー 表一

（第第 一三 例表) 22/XI 白兎 2300 尿血中中色色素素消消失失 ~~rn~一一〉） 
前房水色素素著初出現出時間 （（分分秒秒）】 l＇～3011 尿中色色素素初出現尚時間 3＇～5511 
前房水色 明現時間 2＇～ 尿中 著明現時間 41~3011

前 房 7K 尿 由 液
lウフニ lウヲ ＝－

「ウ ランJ房＊0.1事Eノ 尿中 肉 ン」血液「ウラ
ユシJ昼一致ヲm=-「ウラ 0.1~ ヲ ＝ユユ／
前房水 セシ＝ γ1 色素 E艮m＝一致0血.l清まE

時間 30分間ムル＝要房皮色水内 時 間 時間自句セシムノレ 左 関
ノ排f世セシリン 素滋 排司監

＝要セシ素度内色濃
法 .，，，レ氏液 滋 lJ：.－＇ゲル

（時分） <ite）量（銘） I (m) （時分）

量 度氏液量

(%) （分時）｜ （路） (m）分時 I（路） (m) 

301 0.61 73.8 122.0 301 5.2 l' 土 l栃痕 50' 
j跡

so1~ I 0.30 46.5 156.0 30ノ～I 9.7 2' ＋ 0.5 6 I ttt?I.2 213 
I～I 30' 0.23 20.5 90.1 I～130' 9.3 31 ＋＋ 2.1 22 po’ 
J30＇～E 0.25 19.8 80~2 I 30＇～E 60 4’ 廿十 4.5 46 I 20’ 14.9 150 
E～J30' 0.25 12.2 49.8 E～J30' 4.5 5' 甘十 11.3 114 {30' 12.4 125 
I 30'-][ 0.20 4.9 25.5 J30＇～E 3.1 IO' 廿十 18.4 185 I 7.8 79 

三時間合計 1.84 177.7 523目6三時間合計 37.8 20ノ甘f 20.9 210 J30' 4.5 46 

＝時皮間 87.3 401 廿十 21.3 214 I 3.0 31 平均滋

、・~ II間h平中色均滋素三度時114.!J 

五
人

（
第
参
競

五二）

第 悶 表

（喜三者）幻IX白兎 2000瓦 尿中色色素消消失 28/XC士〉
血中素失 241XCー）

前前房房水水色色素素著初明出現出現時間時間（（分分秒秒）） 
54〆／ 尿中色素主I）肉現出時間 41.....,10ρ 
Y～4811 尿中色素著Jj.fj 現時間 61-4511 

前 房 ヲ］， 尿 血 液
「ウラ＝ 1 「ウラュ

「ウラ ン」 房7l¥.!0.l茸EI 尿中 内 YJ血液「ウラ
＝ン！ 量 7mユ 「ウラ 0.1銘ヲ ユシ」

3前／0排分房骨7間" 量
一致セシ ユン｜ 色素 目艮m＝一致血清

時間 ムノレユ要
房皮色水内
時間 時間的セ ジムル0.1混 左 同

セシリン 素濃 排司止 ユ要セ シ素度内濃色
量 ザル氏液 濯旦三工竺

長
皮｜氏液量量

（時分） （泥） （姥） (m) f時分） (%) （分時） （箆〉 (m）分時 （旅） (m) 

301 0.46 20.8 46.2 301 7.3 l' ＋ 痕跡 501 213 

301～I 0.37 55.6 151.3 30ノ～I 8.~ 2' ＋ 0.5 6 I tit 20.8 209 

I～I 30' 0.25 34.3 138目2 I～130' 8.0 31 ＋＋ 1.35 14.5 110〆十甘19.9 20( 

130＇～E β．ヨ1 28.4 136.2 {30＇～E 6.1 51 !ft 1.9 20.0 120〆制十18.7 188 
E～.It 301 0.21 22.1 106.2 E～JI 301 5.2 IO' 廿f 7.4 75 {30' 十汁17.5 176 

130＇～E 0.21 23.0 110.5 J30'～E 5.2 20ノ廿f 15.1 152 I 甘t14.l 142 

三時間合計 1.71 184.2 551.4 三時閉会計 40.1 301 廿f 18.5 186 13.9 14( 

平三均時温度間 91.!J 401 竹十 20.5 206 10.2 103 

血中色喜三時削
間平均 度



第 開，・、． 表
（第第 五二 例表）) 20/XI 白兎 1!150瓦 尿血中中色~素素消消失失 ~~~m一ー）） 
前房水色色素素著初出現出時間 （（分科秒；5 I＇～%＂ }Ji(中色色素素初出現尚時間 4＇～1511 
前房＊ 明現時間分 2〆～ 411 尿中 著明現時間 5＇~ 511 

前 房 7~ 尿 血 液
『 一一ー

「ウラ 尿中 肉ン」血
ユン」 「ウラ 0.1 Jl;& 

3官｝排分房；間: ニン 1 色素 目艮凶ニー
時間 房皮色1k 内 時間 時間的セシム 左同

素濃 排1世 ＝要セ

最 濃リンゲ
量 度氏液量E

（時分） f蛇） (m可 (B寺分1 (%) 

30' 0.98 25目。 26.6 30〆 17.5 1〆土 痕跡 50’ 
30ノ～I 0.58 57.5 100.1 30＇～ I 18.0 2' + 0.35 4.5 tt十12.612i 

I～ 130〆 0.36 38.l 106.S I～ {30' 10.1 3〆＋＋ 1.4 ]5 po〆情 10.0!110 

130＇～ E 0.37 18.1 4!l.9 3.2 33 !20＇廿十

E～][30〆 0.35 8.0 23.9 E～301 [ 4.6 10'情 7.0 71 J30〆ttt 8. 85 

J30'～E 0.23 2.3 11.0 ][ 301～E 2.5 20ノ廿十 9.4 95 ][ ttt 5. 55 
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V

閣

時

刻

E

P
司一一一
一判－

第
五
巻

【
原
著
】

前

回

同 五
八
．皐a，、
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（第五表） 24-/X[ 
第三例

前房水色素初出現時間 （分秒）
前房水色素著明出現時間（分秒）

前房＊
l「ウラ＝｜

「ウラlン」房水0.1鉛 J

l ニン 11~~~~1 「ウラ前房水1一致セシ！＝ン 1
30分間｜ムルー要房水内
／排出セ シリンi色素滋
量 1ゲルE詞

（時分）_j_i_tr:J里ι－~）_ _l__i_a;吐血fut_a~）
。叫
0.45 

0.10 

2!l;1X(ピ〉

4＇～101/ 

左 同

液
b’～ 

表
尿中色素紛失
血中色素消失 25i:U（ー）

尿中色素初出現時間
尿中色素著明出現時間

血
「ウラュ｜
品｜ン」血液「ウラ
内 I0.1施ヲ｜＝シ」！

色素！ 日良Ii日＝一致i血清
1時間 ！的！セシム叩l媛

排池i I I~要セシ｜内色
I l滋I9 ：，－ゲルl素滋
長 I I皮｜扇~I度

壁2_J_血2

六日れ

尿中

第

Y～ 711 
1＇～5011 

時間

尿

禍兎

' 、

時間

第
五
念

F『
原

箸
』d

内

O

A

υ

nり

、，ノ一
4

4

2

4
室

内

O

m
－－
l

i

 

r
t
－M
m
n
u
n
u
 

、J
－d告
の

0

0

4

者
U

－1
A
1
4
1
A

（
一
一
計
仙
川
品
川

寺
一
日
げ
［

ω

分一

5

1

1

。。0.2 

0.6 

11 I+ 6.8 

” I 2' l← 四戸

I. I 

I 20'lttti 10.71 10s 

XJj'HI I~ 

10 

23 

58 

0.!l 

2.2 

5.7 

3' I++ 

5' I州

101 I併

6.81 

4.7 

4.7 

301 

301～I 
I～po〆

130＇～E 
E～Jr 301 
Jr 301～町

前

同
48.6 A

リ、，‘，301 

77.0 34.2 30ノ～I
65.1 

51¥.0 

38.5 

12.3 

13.2 

10.5 

0.24 

0.28 

0.18 

I～130' 
poん～I.
E～po〆1
Jr ::O'～11 
三時間合劃

105 

12s I nr I州5,11 5~ 
｜血中色素三時｜刊日
｜間平均悦度 I'v.v. 

125 

10.4 

12.4 

12.7 40' I H 

3.1 

312.!J l三時間合与133.8

52.2 

27.1 4.7 

113.9 2.16 

三時間
卒均滋皮

（
甲
）
、
責
敏
成
績
概
要

一O
M
F
ノ
食
腹
水
ヲ
静
脈
内
へ
法
人
シ
、
直
後
「
ウ
ラ
－

y
」
液
ヲ
限
股
－
一
一
注
入
ス
ル
時

ハ
、
前
房
水
内
初
出
現
ハ
正
常
ト
大
差
ナ
キ
モ
、

尿
中
へ
ハ
迅
法
＝
出
現
シ
、
排
稚
盆
モ

亦
著
シ
ク
増
加
ス
。
然
シ
血
液
中
「
ウ
ラ
品

y
」色
素
／
初
出
現
ハ
粉
減
少
シ
、
最
高
濃
度

並
三
ニ
時
間
や
均
油
価
皮

ハ
企
ハ
品
正
常
ノ

ソ
レ
ト
殆
ト
差
ナ

シ
。
女
昌
一

O
分
後
ユ
於
ケ
ル

賓
験
＝
テ
ハ
前
房
水
、
血
液
並
＝
尿
中
出
現
ハ
著
シ
ク
活
法
－
一
シ
テ
、
然
モ
排
池
品
川
増
加

セ
リ
。
品
同
五
O
分
後－
T
於
テ
モ
ソ
ノ
吸
牧
泌

－一シ

テ
、
尿
中
色
素
排
法
益
モ
亦
増
加
セ

p
d

血
液
及
尿
中
色
素
消
失
ハ
秋
季
岡
崎
準
例
品
比
シ
注
入
後
／
時
間
－
一
関
係
ナ
ク
何
レ
モ
柑
短

縮
セ
リ
。
即
一
O
M
N
食
腫
水
静
脈
内
注
射
／
直
後
品
於
ケ
ル
「
ウ
ラ
ユ
ン
」
液
ノ
腹
腔
内

吸
牧
ハ
サ
マ
デ
大
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
一

O
分
後
ユ
於
テ
ハ
ソ
ノ
吸
取
極
メ
テ
旺
盛
－
一
シ
テ

五
O
分
後
ハ
次
第
ユ
正
常
ニ
接
近
ス
ル
ヲ
見
ル
。

（
乙
）
、
批

制

出
H
E
N
O
－
－
氏
ニ
ヨ
レ
バ
’
盤
類
ノ
利
尿
作
用
A

或

程

度

？

デ

曜

類

彼

ノ
濃
度
ト
披
行
ジ
、
五
%

ト
一

0
・
八
折

ト
ュ
於
－
プ
A

後

者

ノ

利

尿

作

用
A

若
シ

ク
強
シ
ト
。
上
原
、
藤
井
両
氏
A

家
兎
＝
一

o
um食
関

水

二
O
耗
ヲ
静
脈
内
へ
注
入
セ
シ
ュ
、
初
一
時
間
二
多
量
ノ

尿
排
術
セ

ソ
ノ
後
排
柵
量
A

急
劇
－
一
減
少
ス
ト
。
都
ツ
ア
上
田
氏
A

蜘

日
ブ
レ
、

昧
膜
下
腔
内
へ
「
フ
エ
ノ

1
Y
ス
U
Y

プ
オ
フ
タ
レ
イ
ン
」
ヲ
注
入
ジ
、

岡

崎

－

二

O
%

ノ
食
関
水
ヲ
静
脈
内
へ
注
入
ス
グ
時
A

、
正
常
ヲ
叶
ノ

モ
一
定
時
間
中
蜘
昧
膜
下
睦
ノ
色
素
吸
牧
ノ
蓮
ナ

Y
ヲ
讃

セ
リ
。
又

勝
品
、
山
根
、
慶
一野

氏

等
A

濃
厚
食
時
間
水
ノ
静
脈
内
注
入
A

関

節

腔

内

五
八
七

（
第
央
競

九
七
V



第
｝
九
傘

F『

原

著
、圃企

前

国

五
八
八

（
第
参
時
抗

九
八
〉

ノ
吸
牧
ヲ
催
進
ス
ト
セ

y
。
最
近
谷
氏
A
一
o
u
m
食
関
水
ノ
静
脈
内
注
射
A
関
節
膝
内
へ
注
入
セ
ラ

ν
タ
Y

〉問
。
ユ
ニ
コ
∞
・
ノ
腎
臓
抜
－
一
肝
臓

ヨ
y
ノ
排
柵
量
ヲ
増
加
し
ν
、
ツ
ノ
排
加
時
間
ヲ
著
シ
ク
短
縮
セ
シ
メ
開
節
膝
ノ
吸
牧
機
能
ヲ
強
勢
ナ
ラ
ジ
ム

Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
指
摘
セ
リ
。

名
取
氏
ノ
腹
腔
内
へ
注
入
セ
ラ

ν
タ
y
「
フ
Y
オ
レ
ツ

セ
イ
ン
」
加
里
液
f

尿
中
間
現
ュ
及
ポ
ス
五
%
及

一

O
μ
食
関
水
ノ
影
響
－
一
関
ス
u
y

賞

駿
ユ
於
ア
、
一
O
叫
F
A
迅
蓮
－
一
シ
ア
五
叫
之
常
脂
ヨ
リ
梢
蓮
ナ

y
。
然
山
戸
ユ
ソ
ノ
尿
中
排
間
最
A
五
μ
－
一
－
7
A
多
量
－
一
ut
ア
一
O
μ
－
て
プ
A
常

態
ト
殆
ド
一
致
セ

9
、
而
ジ
ア
色
素
ノ
尿
中
排
揃
A
五
%
ノ
場
合
ガ
一
O
Mげ
ノ
場
合
－
一
優
Y
所
以
A
利
尿
ノ
タ
メ
ニ
色
素
排
所
ヲ
増
加
シ
タ
リノ

ト品
一一ロ
フ
ヨ

9
毛
、
食
膿
ノ
細
胞
－
一
劃
ス
u
y

封
抗
作
用
－
一
ヨ
M
Y

可
シ
ト
セ

y
。
余
ノ
賓
駿
－
一
於
－
7
A
色
素
ノ
尿
中
初
出
現
A
玉
%
食
関
水
ヨ
y
モ

一
O，
mノ
場
合
－
一
於
，
ァ
蓮
－
一
シ
ア
、

y
ノ
排
品
川
量
A
殆
ド
伯
仲
ス
Y

モ
之
ヲ
常
態
ノ
ソ
レ
ユ
比
ス
M
F

時
A
Y
ノ
促
進
増
加
到
底
同
日
ノ
比
国
一
ア

ラ
ズ
、
コ
ノ
貼
A
名
取
氏
ノ
賞
験
成
績
ト
相
容
レ
ザ
Y
所
ナ
リ
ノ
。
究
－
一
名
収
氏
ノ
巾
．
液
内
出
現
濃
度
－
一
閥
ス

Y
五
μ、

一
O
%
ノ
食
関
水
ノ
影

響
三
於
ア
、
血
液
内
初
出
現
A
五
%
－
て
プ
A
常
態
ト
殆
ド
差
ナ
キ
モ
、
一

O
UW
ニ
ア
A
著
シ
ク
遅
延
セ

y
。
叉
血
液
内
三
時
間
濃
度
卒
均
A
何

レ
モ
常
態
－
一
比
ジ
著
明
ナ
Y
減
少
ア
見
M
Y

毛
、
一
O
M
F
ノ
場
合
A
五
%
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
ソ
ノ
吸
牧
濃
度
遥
－
一
優
レ

Y

ヲ
見
y
。
然
Y

－
一
余
ノ
質

験
二
一
於
a

プ
A
血
液
初
出
現
A
稿
常
態
ヨ
リ
遅
延
ス

Y

毛
、
ソ
ノ
濃
度
A
色
素
注
入
直
後
及
五
O
分
後

－
一
於
ア
A
常
持
ト
殆
ド
差
ナ
ク
、

一
O
分

後
ノ
注
入
A
寧
増
加
セ

y
。
卸
尿
中
色
素
排
慨
量
ヲ
モ
考
慮
ジ
、
一
O
μ
ノ
食
胸
水
ガ
腹
腔
内
「
ク
ラ
ニ
ン
l

吸
牧

－一
及
ポ
ス
影
響
ヲ
見
Y

－一、

ソ
ノ
成
績
五
%
ト
全
ク
一
致
シ
、
向
高
張
食
騰
水
A
一
般
－
一
腹
膝
内
吸
牧
ヲ
著
シ
ク
俄
準
増
加
ス
M
F

屯
ノ
ニ
ジ
ア
遺
憾
ナ
ガ
ラ
名
取
氏
ト
同
一

ノ
結
論
7
得
Y
能
川
ズ
。（

丙

）

、

結

尾

（
一
）
一
C
M
Y
ノ
食
暗
躍
水
A
五
外
ト
同
様
、
一
般
－
一
腹
腔
内
「
ヲ
ヰ
ノ
ユ
ン
」
液
ノ
吸
牧
ヲ
著
シ
ク
供
準
増
加
ス
。

（
二
）
一
O
U
F
食
臨
水
注
入
直
後
A
Y
ノ
吸
牧
蓮
度
精
遅
延
ス

Y

毛
、
注
入
一
O
分
後
－
一
於
ア
A
薯
シ
ク
促
進
セ
ラ
レ
．
五
O
分
後
－
一
一
於
－
7
A
究

第
ニ
一
蹴
タ
正
常
－
一
接
近
ス
。

（
三
）
一
O
M
m
食
韓
水
A
凡
－
ア
尿
中
色
素
排
糊
量
ヲ
著
シ
ク
増
加
ス
。



第

五

節

結

（
二
低
張
食
時
水
ノ
静
脈
内
注
射
A

腹
腔
内
「
ヲ
ラ
ニ
ン
」
液
ノ
吸
牧
ヲ
遅
延
減
少
一
』
ジ
ム
。

合
乙
等
張
食
時
間
水
ノ
静
脈
内
注
射
A

腕
膝
内
「
タ
フ
ニ
ン
」
液
ノ
吸
牧
一
一一知
ド
影
響
ヲ
輿
ヘ
ズ
。

（
三
）
高
張
食
韓
水
ノ
静
脈
内
注
射
A

一
般
一
一
腹
腔
内
「
ク
ラ
ユ
ン
」
液
ノ
吸
牧
ヲ
著
γ
ク
催
準
増
加
ス
。

（
四
高
張
食
時
間
水
注
入
直
後
A

ソ
ノ
吸
牧
蓮
度
稿
遅
延
ス
戸
毛
、
注
入
一

O
分
後
－
一
於
－
ア
A

著
ジ
ク
促
進
シ
．
五

O
分
後
－
一
炉
、
テ
’A

・
次
第
－
一
滅

ジ
、
時
間
ノ
経
過
ト
共
－
一
正
常
－
一
接
近
ス

Y

モ
ノ
ナ

9
0

（
五
）
高
張
食
時
一
水
A

尿
中
色
素
排
柵
量
ヲ
著
シ
ク
増
加
ス
。

第

十

九

章

纏

括

的

結

論 誼

（
一
）
薬
物
ノ
前
房
水
内
初
出
現
ノ
比
較
的
正
確
ナ
Y
認
識
法
A

J
，
ク
ラ
ニ
ン
」
液
ヲ
以
ア
セ

Y

エ
1
y
y
ッ
ヒ
氏
線
ノ
出
現
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
ナ
ラ

ン
モ
、
余
f

前
房
水
持
績
的
流
出
法
－
一
ヨ

Y
時
A

色
素
液
A

勿
論
、
例
へ
注
入
液
ガ
無
色
ナ
M
Y

ト
モ
、
凡
ソ
房
水
内
へ
移
行
シ
得
U
F

物
質
－
一

ジ
ア
呈
色
反
感
ヲ
現
A

ス
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
ソ
ノ
出
現
ヲ
正
確
ニ
且
容
易
－
一
認
識
定
量
シ
得
Y
ナ

y
。

凡
ア
腹
腔
吸
牧
ノ
良
否
ヲ
断
ズ

y
－一
A

Y
ノ
注
入
物
質
ノ
血
液
、
前
房
水
内
出
現
及
尿
、
臆
汁
内
排
柵
ヲ
同
時
－
一
観
察
ス

Y

7
以
－
ア
理
想
ト

ス
。
然
レ
ド
モ
脂
汁
内
排
柑
ヲ
観
M
Y

－－
A

諜
備
的
操
作
ト
ジ
ア
開
腹
ノ
要
ア
U
’
ヲ
以
ア
貫
施
不
可
能
ナ

y
、
故
－
一
少
ク
ト
モ
前
三
者

－一
就
－
プ

之
ヲ
同
時
－
一
観
察
セ
ザ
U
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。
然
Y

－
一
諸
先
輩
ノ
賓
験
ヲ
見
Y

－
一
未
グ
満
足
ナ
Y

モ
ノ
ア

Y

7
知
ラ
ズ
。
余
A

前
房
水
、
血
液
及

尿
内
へ
ノ
色
素
諸
出
現
ヲ
各
々
精
密
－
一
観
察
シ
、
加
フ

Y

－
一
リ
ノ
ノ
排
柵
量
ヲ
定
量
的
－
一
計
測
シ
、
彼
此
相
割
引
照
セ
Y
ヲ
以
e

プ
腹
腔
吸
牧
ノ
良

否
ニ
正
鵠
ナ
U
F

判
定
ヲ
輿
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ト
信
ズ
。

う
己
腹
腔
ノ
吸
牧
A

ソ
ノ
新
陳
代
謝
－
一
大
ナ
U
F

関
係
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ
U

F

A

A

－
夏
－
一
論
ズ
M
Y

迄
毛
ナ
シ
．
郎
ソ
ノ
環
境
季
節
－
一

ヨ
η
ノ
左
右
セ
ラ

レ
、
夏
季
－
一
一
於
ア
吸
牧
最
モ
旺
盛
－
一

uvaプ
、
春
秋
季
之
－
一
亜
ギ
、
各
季
最
モ
劣
レ

Y

7
見
U
F

。
叉
加
温
故
－
一
一
叩
朕
腺
剤
－
一
ヨ

9
新
陳
代
謝
ヲ

充
進
セ
ン
カ
、
腹
腔
吸
牧
A

之
ガ
タ
メ
著
明
－
一
促
進
増
加
セ
ラ

v
、
之
ニ
反
シ
冷
却
並

一一
回1
肢
腺
刻
出
A

遅
延
減
少
ス

Y

モ
ノ
ナ
w
y

ヲ
質
験

第
｝
九
各
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原

箸
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前

国

五
八
九

（
第
多
競

九
九
）



第
rλ

巻

F『

原

事
、一＆

前

国

五
九
O

（
第
参
鋭

一O
O〉

セ
リ
。

（
三
）
腹
腔
内
吸
牧
A

腸
管
曙
動
運
動
ト
密
接
ナ
Y

関
係
ヲ
有
シ
、
嬬
動
運
動
ノ
抑
制
ガ
腹
腔
吸
牧
ヲ
障
碍
ス
Y

モ
ノ
ナ
Y

A

今
日
誰
ジ
モ
疑
A

ず
W
F

所
ナ

y
。
然
Y

－
一
一
階
動
ノ
充
進
ガ
腹
腔
吸
枚
一
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
－
プ
コ
諸
説
紛
々
ト
ジ
ア
未
ダ
蹄
着
ス

グ
所
ナ
ジ
。
余
ノ
賞
験
－
一
ヨ

V

バ
凡
ア
腸
管
曙
動
ノ
充
進
山
原
則
的
－
一
腹
腔
ノ
吸
牧
ヲ
促
進
増
加
ス
Y

モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
結
論
一
一
到
達
セ

y
。

然
Y

－
二
見
吸
牧
ヲ
促
進

セ
ズ
、
或
A

吸
牧
総
量
ノ
常
態
ト
差
異
ナ
キ
ヲ
思
A

U

J

ム
w
y

モ
ノ
ア
M
Y
A

、
腸
管
曙
動
ノ
尤
進
－
一
ヨ

y
－
プ
腸
管
摂
液
膜
ノ
吸
牧
モ
亦
旺
盛
ト

ナ

9
、
而
U
V
4
7

肝
臓
ヲ
経
ア
、
腸
管
内
へ
多
量
－
一排
柵
セ
ラ
レ
タ
Y
物
質
A

韓
外
－
二
向
ツ
ア
迅
速
－
一
一
瞬
迭
排
除
セ
ラ
レ
、
再
ピ
吸
牧
セ
ラ

y

y
ノ
逗
ナ
キ
潟
ナ
ラ
ン
。

（四）
X
線
ノ
少
量
放
射
て
腹
腔
ノ
吸
牧
ヲ
著
シ
ク
促
進
セ
シ
ム

Y

モ
親
量
増
加
ト
北
ハ
ニ
漸
究
y
ノ
吸
牧
で
障
碍
セ

ラ
Y
P

（
五
）
大
網
膜
A

腹
腔
吸
牧
ノ
最
モ
橿
喪
ナ
w
F

器
開

一一
ジ
ア
、
ソ
ノ
カ
ハ
横
隔
膜
ヲ
凌
駕
ス
ト
論
ズ

Y
者
ア

y
。
然

Y

－
一
余
ノ
質
験
成
績－一

ヨ
レ

バ
、
出
－
dvE
E
口
氏
ノ
大
網
膜
ノ
切
除
A

腹
腔
吸
収
能
力
ノ
三
分
ノ
一
ヲ
減
ズ
ト
ノ
設
A

是
認
シ
難
ク
、
大
網
膜
ノ
扱
牧
カ
ヲ
横
隔
膜
ノ

ソ

レ
ニ
比
ス
山
戸
時
A

貰
ニ
宵
壌
ノ
差
ア

y
。
則
大
網
膜
A

淋
巴
系
統

ヨ
リ
吸
牧
セ
ラ

y
y
物
質

－
一
封
シ
－
プ
A

恐
ラ
ク
大
ナ
Y

吸
牧
カ
ヲ
接
揮

uv
得
Y

モ
ノ
ナ
ラ
シ
モ
、
胤
管
系
統
ヨ
リ
吸
牧
セ
ラ

y
y
物
質
－
一
針
シ
ア
A

従
来
詩
家
ノ
信
ゼ
Y

ガ
如
キ
大
ナ
Y

意
義
ヲ
有
ス
Y

モ
ノ
ニ
ア

ラ
ザ
U
F

ガ
如
シ
。

（
六
J

腹
腔
内
吸
牧
－
一
就
キ
最
主
権
要
ノ
器
開
タ
グ
一横
隔
膜
ノ
運
動
ヲ
障
碍
セ
ジ
ム

Y
時
A

、
腹
牒
吸
収
－
一
如
何
ナ
Y
影
響
ヲ
及
ポ

ス
ペ
キ

モ
ノ

ナ
Y
ヤ
ヲ
観
察
セ

Y

－
一
、
偏
側
横
隔
膜
紳
経
ノ
撚
除
A

殆
ド
影
響
ヲ
輿
ヘ
ザ
w
F

モ
、
雨
側
ノ
撚
除
ノ
場
合
A

吸
収
ノ
初
出
現
遅
延
セ

ク

y
y

三
段
牧
総
量
A

却
ツ
ア
精
増
加
ス
V

ノ
傾
向
ア
有
ス
。
コ
一
胸
廊
ノ
代
償
的
呼
吸
運
動
ノ

タ
メ
ニ
、
腹
腔
内
注
入
物
質
ガ
器
械
的
一
一
振
量
セ

ラ

ν
、
横
陥
膜
面
へ
轍
迭
接
鯛
ノ
機
曾
ヲ
大
ナ
ラ
シ
メ
ラ
V

タ
M
Y

－一－
ヨ
Y
ナ
ア
ン

。
前
閉
鎖
性
人
工
気
胸
ノ
腹
腔
内
吸
牧
－
一
及
ポ

ス
影
響

A

恰
雨
側
横
一楠
膜
神
経
ヲ
撚
除
セ
ジ
毛
ノ
ト
選
プ
ナ
キ
ヲ
見

y
。

（
七
）
稽
々
ノ
濃
度
／
食
鞭
水
ガ
腹
腔
吸
牧
－
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
・
7

A

、
低
張
液
A

吸
牧
ヲ
障
碍
ジ
、
等
張
A

正
常
ト
大
差
ナ
ク
、
瓢
一
般
皐
設
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Experimentelle 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n
 iiber 
die 
Stゐ
k
e
der Resorptionskraft 

der 

B
a
u
c
h
hる
hie
unter 
verschiedenen 

Bedingungen. 

V
o
n
 

Dr. 
K. 
M
A
Y
E
D
A
.
 

〔A
田
der
Chiru
rg. 
Klinik 
der 
K
aiser!. 
Universitat

八1
Kyoto. 
(P
ro
仁
Dr.
K. 
lsobe.
）〕

Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
s
s
u
n
g
.
 

1. 
A
l
s
 
ein 
relativ 
sicherer 

N
a
c
h
w
e
is 
des 
Auftretens v

o
n
 M
e
d
i
k
a
m
e
n
t
e
n
 
in 
d
e
r
 
V
o
r
k
a
m
m
e
r
 d
e
s
 
A
u
g
e
s
 gilt 
die 

sog. 
Ehrlich's 

Linie 
mittels 
Uraninl
osung. 

A
b
e
r
 d
u
r
c
h
 
m
e
i
n
e
 
M
e
t
h
o
d
e
,
 
b
e
i
 we
l
c
h
e
r
 
d
a
s
 
K
a
m
m
e
n
v
a
s
s
e
r
 
w
a
h
r
e
n
d
 
d
e
r
 

U
 nt
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 
tropf

，ピ
nweise
kontinuierlich

.。
iesst,
k
a
n
n
 
m
a
n
 
nicht 
n
u
r
 
das 
Auft1
計
e
n
des 
U
r
a
n
i
n
s
 
i
m
 K
a
m
m
e
r
w
a
s
s
e
r
 

leicht 
erkennen, 

s
o
n
d
e
r
n
 
es 
a
u
c
h
 
q
u
a
川
itati
v
g
e
n
a
u
 b
e
s
t
i
m
m
e
n
.
 
U
m
 die S
比
rke
der 
Resorpti
ons
kraft 
der 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 

zu schatzen; 
m
u
s
s
 m
a
n
 i
m
m
e
r
 n
a
c
h
 d
e
r
 
intraperitonealen 

Injektion 
des 
M
e
d
i
k
a
m
e
n
t
そ
w
e
n
i
g
stens
d
a
s
 
Auftreten 

d
e
s
selben 

i
m
 Blut, 
i
m
 K
a
m
m
e
r
w
a
s
s
e
r
 u
n
d
 i
m
 H
a
r
n
 gle
ichzeitig 

g
e
n
a
u
 
b
e
o
b
a
c
h
t
e
n
 
u
n
d
 
q
u
a
ntitativ 
b
e
s
t
i
m
m
e
n
.
 
Ich 
glaube, 

class 

ich 
der 
erste 
bin, 
d
e
r
 
diese 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 so
_
 ei
n
g
e
h
e
n
d
 
u
n
d
 
g
e
n
a
u
 angestellt 

h
昌
t.

2
.
 
E
s
 herscht 

eine 
innige 
B
e
z
i
e
h
u
n
g
 z
w
i
s
c
h
e
n
 
d
e
m
 Resorptions¥・ermδ

g
e
n
 d
e
r
 
B
a
ぃ
ch
h
o
hle
u
n
d
 
d
e
m
 a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 

事
費
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宅建ぽ
t.lf!l
【
暖
樽
】

事E
置

同
夜
11
〈
輪
島
熱
器
I
o
 11) 

Stoff wechsel. 

a. 
D
i
e
 
Resorptionskra

氏
der
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 
s
c
h
w
a
n
k
t
 
sehr 
je 
n
a
c
h
 
der 
Jahreszeit. 

Sie 
is
t
 z. 
B. 
i
m
 S
o
m
m
e
r
 a
m
 

starksten 
u
n
d
 i
m
 W
i
n
t
e
r
 a
m
 schwachsten. 

b. 
Sie 
n
i
m
m
t
 
a
u
c
h
 
b
e
d
e
u
t
e
n
d
 
zu, 
w
e
n
n
 d
u
r
c
h
 
W
a
r
m
e
a
p
p
l
i
k
a
t
i
o
n
 
oder 
D
訂
reichung

v
o
n
 SchiI-ddriisenpraparaten 

der 
allgemeine 

Stoffwechsel 
gesteigert 

wird, 
w
a
h
r
e
n
d
 
K
a
l
t
e
.
 
oder 
Schilddrusenexstirpation 

iur 
S
c
h
w
a
c
h
u
n
g
 fiihren. 

3. 
A
u
c
h
 
die 
peristaltische 

B
e
w
e
g
u
n
g
 des 
D
a
r
m
e
s
 iibt 
einen 
gTossen 
E
i
n日
uss
auf die 
Resorptionskraft 

der 
B
a
u
c
h
-

h
o
h
l
e
 
aus. 
E
s
 ist 
allgemein 

bekannt, 
dass 
eine 
H
e
r
a
b
s
e
t
z
u
n
g
 
der peristaltischen 

B
e
w
ε
g
u
n
~
 
die 
Resorptionskraft 

d
e
r
 

B
a
u
c
h
h
叶
ile
herabsetzt. 

D
o
c
h
 sind uber d

e
n
 Einfluss 

der 
gesteigerten 

Peristaltik 
auf die 
Resorptionskraft 

der 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 

die 
M
e
i
n
u
n
g
e
n
 n
o
c
h
 geteilt. 

N
a
c
h
 d
e
m
 Resultat 

m
e
i
n
e
s
 
E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
 verst
孟
rkt
die 
gesteigerte 

Peristaltik 
die 
R
e
s
o
r
-

ptionskraft 
der 
B
a
u
c
h
h
む
hie,
obgleich 

das 
Gegenteil 

der 
Fall 
zu 
sein 
scheint. 

W
o
h
e
r
 k
o
m
m
t
 dieser 
W
i
d
c
r
s
p
r
u
c
h
?
 
Ich 

m
o
c
h
t
e
 ihn 
w
i
e
 
folgt 
erk
！孟
ren.
D
u
r
c
h
 die 
gesteigerte 

Peristaltik 
wird 
di
巴
Resorptionskraft

d
e
r
 
D
a
r
m
s
e
r
o
s
a
 erh
o
ht u
n
d
 

d
e
r
 
Farbstoff 

dur
℃
h
 die 
L
e
b
e
r
 in 
d
e
n
 
D
a
r
m
 reichlich 

sei.erniert, 
d
a
n
n
 aber 
rasch 
aus 
d
e
m
 K
a
r
p
e
r
 ausgeschieden, 

e
h
e
 

er 
w
i
e
d
e
r
 i
m
 Blut 
resorbiert 

w
e
r
d
e
n
 k
a
n
n
.
 

4. 
A
u
c
h
 
d
a
s
 
N
e
t
z
 ist 
ein 
wichtiges 

O
r
g
a
n
 fi:ir 
die 
Resorption 

d
e
r
 
B
a
u
c
h
h
む
hie.
N
a
c
h
 B
r
o
r
n
a
n
n
 
ist 
seine 
R
e
s
o
r
p
-

tionskraft 
st
詰
rker
als 
die 
des 
Zwerchfells 

u
n
d
 entspricht 

e
i
n
e
m
 
Drittel 
der 
g
a
n
z
e
n
 
Resorptionskraft 

der 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
.
 

N
a
c
h
 
m
e
i
n
e
m
 
V
e
r
s
u
c
h
e
 
k
a
n
n
 
es 
fur 
die 
lめ
rnigen
Substanzen, 

w
e
l
c
h
e
 aus 
d
e
m
 L
y
m
p
h
g
e
f
a
s
s
s
y
s
t
e
m
 
resorbiert 

w
e
r
d
e
n
,
 

eine 
grosse 
Rolle 
spielen, 
d
o
c
h
 hat 
es 
fiir 
die 
gelosten 

Substanzen, 
w
e
l
c
h
e
 
hauptsachlich 

a
u
s
 
d
e
m
 
B
l
u
t
g
e
仏
sssystem

aufgesaugt 
w
e
r
d
e
n
,
 
keine 
so 
wichtige 

B
e
d
e
u
t
u
n
g
,
 
w
i
e
 B
r
o
m
a
n
n
 u
n
d
 a
n
d
e
r
e
 glauben. 

5. 
U
m
 de
n
 
Einfluss 

der 
B
e
w
e
g
u
n
g
s
s'toi:ung 
des 
Zwerchfells, 

w
e
l
c
h
e
s
 
das 
withtigste 

O
r
g
a
n
 ftir 
die 
Resorption 

d
e
r
 

d
e
r
 B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 
ist, 
zu 
beobachten, 

zerriss 
ich 
de1i 
N
.
 diaphragmaticus. 

Einseitige 
Zerreissnng 

desselben 
ist 
so g
u
t
 w
i
e
 

oJ:ine 
Einftuss, a

b
e
r
 bei 
doppels-dtiger 

Zerreissung 
wird 
die 
Resorption 

e
t
w
a
s
 verspatet, 

trotzdcm 
die 
g
e
s
a
m
t
e
 resorbierte 

M
e
n
g
e
 e
h
e
r
 z
u
n
i
m
m
t
.
 
D
a
s
 k
o
m
t
n
t
 
wahrscheinlich 

daher, 
dass 
die 
in 
die 
B
a
u
c
h
h
δ
h
i
e
 eingespritzte 

L
o
s
u
n
g
 
w
¢
g
e
n
 
d
e
r
 



k
o
r
n
p
e
n
s
a
t
o
r
i
s
c
b
e
n
 B
e
w
e
g
u
n
g
 d
e
r
 B
a
u
c
h
w
a
n
d
 b
e
i
 d
e
r
 A
t
r
n
u
n
g
 r
n
e
c
.
h
a
n
i
s
c
h
 
e
r
s
c
h
u
t
e
r
t
 
u
n
d
 n
a
c
h
 d
e
m
 Z
w
e
r
c
h
f
e
l
l
 
g
e
t
r
i
e
b
e
n
 

w
i
r
d
 
u
n
d
 d
o
r
t
 
m
i
t
 d
i
e
s
e
m
 in 
i
n
n
i
g
e
 
B
e
r
u
h
r
u
n
g
 k
o
m
m
t
.
 

6. 
D
i
e
 
i
n
t
r
a
v
e
n
o
s
 
e
i
n
g
e
s
p
r
i
t
z
t
e
 
h
y
p
o
t
o
n
i
s
c
h
e
 
K
o
c
h
s
a
l
z
l
o
s
u
n
g
 setzt 
d
i
e
 
R
e
s
o
r
p
t
i
o
n
s
k
r
a
f
t
 
c:ler 
B
a
u
c
h
h
る
h
i
e
h
e
r
a
b
,
 
d
i
e
 

i
s
o
t
o
n
i
s
c
h
e
 
L
o
s
u
n
g
 h
a
t
 
k
e
i
n
e
n
 
Einfluss, 

w
a
h
r
e
n
d
 d
i
e
 
I
n
j
e
k
t
i
o
n
 
d
e
r
 
h
y
-
p
e
r
t
o
n
is
c
h
e
n
 
L
o
s
u
n
g
 
d
i
e
 
R
e
s
o
r
p
t
i
o
n
,
 g
e
g
e
n
 
d
i
e
 

B
e
h
a
u
p
t
u
n
g
 v
o
n
 N
a
t
o
r
i
,
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